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「たっ、助たすけて！　誰だれか助けて！」

　人ひと気けがなく、静まり返った舗ほ道どうに、女の叫さけび声が響ひびき渡る。

　年は二十はたち前後。格かつ好こうからして、この近きん辺ぺんの大学に通う女子大生、といったところだろう。サークルの飲み会帰りなのか、暗い夜道をひとりで歩いていた。

　そこを襲おそわれた。

「おい、静かにしやがれ」

　逃げようとする女を、大おお柄がらな男が乱らん暴ぼうに捕つかまえた。男のごつごつした大きな手のひらが、ピンク色に塗ぬられた女の唇くちびるを塞ふさぐ。さらに暴ぼう漢かんは、か細いその体を、闇の深い路ろ地じ裏うらへと引きずり込もうとした。

　女はもがき、必死に抵抗した。しかし、自分より二回りも大きな相手に、力で敵かなうはずもない。

　暴漢は彼女の首筋に顔を寄よせると、「美う味まそうな女だ」とにやついた。

　自分はこれから、どんな目に遭あわされるのだろうか。

　女は自みずからの運命を想像し、絶望した。

　そのときだった。

「──あー、だめだめ。全然だめだよ。女性の扱あつかいをわかっていない」

　不ふ意いに、そんな言葉が聞こえてきた。

　目の前にいる暴漢のしわがれた声とはまるで違う、おだやかで澄すんだ声だ。

　振り返ると、路地の奥に人影が見えた。その人影が、ゆっくりとこちらに近づいてくる。

　やがて、暗闇の中から、若い男が姿を現した。瘦そう身しんで、黒い服をまとった、見み目めのいい青年だった。

　女を襲っている暴漢に向かって、その青年は呆あきれたように声をかける。

「そんなに乱暴にしたら、その子がかわいそうだよ。君、モテないでしょ？　モテない男ほど、強引にすれば女性が喜ぶと思ってる。勘かん違ちがいも甚はなはだしいよね」

　突然現れたその男に対し、女は呆あつ気けに取られ、暴漢はいきりたった。

「……ああ？　誰だ、テメェは」

「ただの通りすがりのイケメンです」

　真ま面じ目めな顔でそう答えた青年に、暴漢は眉み間けんに皺しわを寄せる。いったいなんなんだ、この妙みような男は。心の中で呟つぶやいたつもりが、つい口に出していた。

「……変な奴やつだな」

　暴漢のその言葉には、襲われていた彼女も同感だった。正体不明の男の登場に、二人揃そろって怪け訝げんそうな表情を浮かべている。

　そんな二人を気に留とめるようすもなく、青年は真剣な顔で話を続ける。

「女の子には優しくしなきゃ。強引なのはよくない。僕みたいな美形ならまだしも、君のように顔が悪い男だと、なおさら逆効果だよ」

　青年は人差し指を立てた。

「どうすれば女の子が喜ぶか、僕が手本を見せてあげよう」

　訳のわからない青年の言動に、暴漢も女もただ啞あ然ぜんとし、その場に立ち尽くすしかなかった。

　青年は爽さわやかな笑みを浮かべながら、女子大生に手を伸ばす。暴漢から引き離すと、女の腰に手を回し、体を引き寄せた。

「こうやって、優しく体を抱だいて、耳元で愛を囁ささやくんだ」

　女の耳に顔を寄せ、青年が甘い声で囁く。暴漢に聞こえない程度の声せい量りようで。

「──さあ、今のうちに逃げて」

　青年のその一言に、女がはっとした。身の危き険けんを思い出し、弾はじかれたように動きだす。体を翻ひるがえし、慌あわただしくヒールの音を鳴らしながら、女が走り去っていく。

　それを見た暴漢が、唾つばを飛ばしながら怒ど鳴なった。

「テメェ、逃がしやがったな！」

　今にも殴りかかってきそうな剣けん幕まくの男を前にしても、青年は涼すずしい顔をしたままだ。

「ああ、ごめんごめん。まさか逃げちゃうとは思わなくて。おかしいなぁ……いつもならどんな女の子でも、この方法でイチコロなのに。今日は調子が悪いのかな」

「ふざけんな！」

「まあまあ、落ち着いて」

「俺のせっかくの晩ばん飯めしを逃がしといて、タダですむとは思うなよ！」

「大丈夫、食事の心配なら必要ないよ。……未み来らい永えい劫ごうね」

「あ？」

「なぜなら────君はもう死んでるから」

　暴漢は驚き、目を剝むいた。ついさっきまで正面にいた青年が、いつの間にか自分の背後に立っていたからだ。

　青年の手には、日本刀が握られている。刀を鞘に納おさめると、カチャ、と小さな金属音が響いた。

　その次の瞬間、男の胸むな元もとに激げき痛つうが走った。

「ぐ、あああ、あがっ」

　暴漢は濁にごった声で唸うなりながら、胸を搔かきむしり、その場に倒れた。心臓を貫つらぬかれたのだと気づいたときには、もう手遅れだった。まるで業ごう火かに焼かれたあとのように、体は一瞬にして灰と化し、風に吹かれて夜空に舞い上がっていく。

　閑かん散さんとした路地にひとり佇たたずみ、青年はやれやれと肩をすくめた。

「物ぶつ騒そうになったものだね、狩こ兎の町町も」
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　まるで、結けつ末まつを知っているホラー映画を観みているような気分だった。今から目の前で人が殺されるというのに、それほど恐怖を感じていない。

　なぜなら、これは現実ではなく、ただの夢であるからだ。

　夢だとすぐにわかるくらい、今までに何度もこの夢を見たことがある。けれど、どうすることもできなかった。夢の中にいる自分は、自分の意思で操あやつれるものではなかった。右へ進め。左を向け。いくら脳が指し令れいを送っても、体は微び動どうだにしない。

　夢の中の自分はまだ幼おさなくて、得え体たいの知れない恐怖に怯おびえていた。体は震ふるえ、脚あしはすくみ、その場から一歩も動けないでいる。

　場所は、狩かる兎と町ちようの住宅街の一いつ角かくにある、両親がまだ生きていた頃に住んでいた一軒家。ということは、十年ほど前のことになるだろう。その当時、自分は五歳だった。日くさ下か部べ陽よう太たとしてこの世に生まれて十五年たつが、両親と過ごしたのはそのうち五年だけだ。

　五歳の陽太は夢の中で、家の二階の、ある部屋の前に立っている。すこしだけ開いているドアの隙すき間まから、中のようすを覗のぞいていた。

　部屋の中には、ふたつの人影が見えた。

　そのうちのひとりは、母親だ。泣き叫さけんでいる。

（お母さん、どうしたの？　どうして泣いているの？）

　もうひとりは、人間ではなかった。人の形をした、何か別の生き物。まさにそれは、化け物だった。獣けもののような唸うなり声をあげ、母親の首筋に咬かみついていた。

　血を吸っているのだと気づいたのは、化け物が母親の首から顔を離し、こちらを向いたときだ。化け物の口のまわりが、血で真っ赤に染まっていた。

　人の血を吸う化け物といえば、思い浮うかぶものはただひとつ。

　──吸きゆう血けつ鬼き。

　吸血鬼の赤い両眼が、とうとう陽太をとらえた。鋭するどい牙を見せつけるように、にたり、と笑う。

　吸血鬼の顔はわからない。しっかりとこの目で見たはずなのに、どうしても思い出せない。覚えていないのか、それとも思い出したくないだけなのか。それすらもわからない。

　母親は生せい気きを失い、その場に倒れた。壊こわれた人形のようだった。手足を投げ出し、不自然な格かつ好こうで床ゆかに転がっている。

　母親の次は、自分の番だ。吸血鬼が、今度は陽太の方へと歩み寄ってくる。一歩ずつ、ゆっくりと。陽太は必死に逃げまわったが、幼い子どもの足ではすぐに追いつかれてしまった。吸血鬼は、鋭い爪の生はえた手で、背後から陽太の頭を鷲わし摑づかみにした。そのまま引きずり、小さな体を壁に押しつけた。

　牙を剝き出した顔が、すぐ目の前に迫っている。

（もうだめだ、殺される）

　現実に背を向けるかように、陽太は強く目をつぶった。

　吸血鬼が咬みついた。首筋が、ちくりと痛み────そこでいつも、夢はぷつんと途と切ぎれてしまう。いきなり消されたテレビの画面のように、急に色を失い、視界が真っ暗になるのだ。その先の自分がいったいどうなったのか、いつも知ることができない。







「…………また、あの夢か」

　また嫌いやな夢を見てしまったな、と陽太はため息をついた。

　目を覚さますと、いつの間にか授業が終わっていた。教室の中には、すでに教師の姿はない。ずいぶん長いこと居い眠ねむりをしていたようだ。

　四月末の過ごしやすい季節だというのに、背中にはじっとりと汗をかいている。あんな夢を見たせいだろうか、鼓こ動どうも速い。

　心なしか、古ふる傷きずが疼うずいている。左側の首筋に刻きざまれた、ふたつの点のような痕あと。幼おさない頃、野犬に咬まれたときのものらしい。記き憶おくにはないが、祖そ父ふがそう教えてくれた。あんな夢を見るのも、もしかしたらこの傷のせいかもしれない。そう思わざるをえなかった。指で、上からそっとなでてみる。首筋も汗ばんでいた。

（それにしても、さっきの夢はなんだ？）

　吸血鬼なんて、この世にいるわけがない。想像上の怪物だ。そんなことは十分わかっている。けれども、あれがただの夢だとは思えなかった。それほどまでにリアルな光景だった。まるで本当にその場に自分がいて、実際に一いち部ぶ始し終じゆうを見ていたかのように。しかも、何度も同じ夢を見るというのも不ふ思し議ぎな話だ。何かの暗あん示じだろうか。だったら、何を意味しているのだろうか。いくら考えても、その答えは出なかった。

　陽太の席は、いちばん後ろの窓まど際ぎわだ。窓を見やると、ガラスに自分の顔が映っていた。冴さえない表情をしている。鼻はそんなに高くなく、顎あごは小さい。平へい凡ぼんな顔立ちだろう。目は二ふた重えで大きいが、今は寝起きのせいか腫はれぼったかった。前髪を下ろしているので、そこまで目立たないだろうが。赤みがかった茶色のやわらかい髪には、ところどころ寝ね癖ぐせがついている。もともと癖くせ毛げであり、直すのも面倒なので、そのままにしておいた。

　今度は教室に視線を向ける。どこを見ても、同じ服を着た生徒がいた。上は黒い縁ふち取どりがあるライトグレーのブレザー。胸元には学校のエンブレムが光っている。その下は白いシャツで、襟えり元もとには縦たて横よこ二本の黒線が入った臙えん脂じのネクタイ。男子のズボン、女子のプリーツスカートはチェック柄だ。皆みな、各おの々おの自由に休み時間を過ごしているところだった。必死になって授業の予習に取り組んでいる者もいれば、気楽なようすで雑談している者もいる。

　すぐ隣となりでは、数人の男子が「親の小言がうるさい」という話で盛もり上がっていた。この年頃にはありがちなことだが、陽太はこれが苦手だった。この類たぐいの話題になると、陽太はいつもうらやましがられてしまう。

「日下部はいいよなぁ、親がいなくて」

　案あんの定じよう、今日もひとりの男子生徒が、陽太に話を振ってきた。

「両親、海外に住んでるんだよな？」

「あー……うん、まあね」

　陽太には両親がいない。今からちょうど十年前、交通事故で他た界かいした。対向車線をはみ出した飲酒運転の車に、正面から衝しよう突とつされ、即そく死しだったらしい。

　らしい、としか言えないのは、それが人づてに聞いた話だからだ。陽太を引き取ってくれた祖父が、のちに事情を説明してくれた。陽太も事故に巻き込まれたが、奇跡的に助かったそうだ。しかし、ショックのせいか、そのときの記憶は頭の中からすっぽりと抜け落ちてしまっていた。当時のことを思い出そうとすると、決まって気分が悪くなる。

「海外って、どこ？」

「えっと……アメリカだよ、アメリカ。仕事の都合でさ」

　海外に住んでいる、と噓をついているのは、詮せん索さくされないためだった。両親が死んでいることを知られれば、同情され、腫はれ物ものに触るように扱われるかもしれない。クラスメイトにまで気を遣つかわれたくはなかった。

「まじで？　いいなあ」

「親がいないとか、天国じゃん」

　その場にいた級友たちは、口々に無神経なことを言う。事情を知らないのだから仕方がないのだが、あまりいい気分ではなかった。天国にいるのは親のほうだけどな、と陽太は自じ嘲ちようした。

「じゃあ今は、ひとり暮ぐらし？」

「いや、親しん戚せきの家に居い候そうろうしてる」

「親戚か……でもまあ、口うるさく言われないだけマシだろ？」

「そうでもないよ」

　これは謙けん遜そんではなく、本心だった。天国なんかじゃない。むしろ地じ獄ごくだ。家族を亡なくし、祖父も他界してからというもの、陽太の落ち着き先はなかなか見つからなかった。新しい家に住んでも馴な染じめず、すぐに厄やつ介かい払ばらいされてしまう。最終的に、母の弟である叔お父じの家に引き取られた。

　正直なところ、居心地は悪い。

　叔父も叔お母ばも、本当は自分のことを心から歓かん迎げいしていないはずだ。それはわかっている。いくら身内とはいえ、よその家の子どもを押しつけられては迷惑だろう。表面上は笑顔をつくろいながらも、内心はきっと疎うとましく思っているに違いない。

　物心ついたときから、親戚の家をたらいまわしにされてきた身であるために、どうしてもそういう考えを抱いてしまっていた。だから、叔父たちに心を開くこともできないでいる。うしろめたく、肩身の狭せまい思いをし続けている。相手だって、陽太とどう接したらいいのか、距離感を摑つかみあぐねているようだ。この疎そ外がい感かんは、何年たっても変わらないままだった。叔父も叔母も、いい人だとは思う。優しいからこそ、いつも陽太に気を遣ってばかりだ。それが余計に、陽太の心を孤こ独どくにしているとも知らずに。彼らが過か剰じようなまでの気遣いを示すたびに、「お前はよそ者だ」と言われているような気分だった。ぎこちない家庭だ。いや、家庭と呼べるものですらない。

「親戚っていっても、ほとんど他人みたいなものだし。居づらいっていうか、疲れるっていうか」

　いつも思う。あの交通事故さえなければ、と。もし両親が生きていれば、こんなことにはならなかったのに。今頃は父と母と三人の親子水入らずで、幸せに暮らしていたはずだったのに。

　そんなことを、ぼんやりと考えていたところ、

「──おい、日下部」

　突然、名前を呼ばれた。

　声をかけてきたのは、相あい沢ざわという名の、隣の席の生徒だった。

　相沢はいつも眠そうな表情で、授業中はほとんど居い眠ねむりしている。不ふ真ま面じ目めなのは授業態度だけではない。前髪も一緒に逆立てられた短い髪は、すこし色が抜けていて、不良とまではいかないが、適度に素そ行こうの悪そうな生徒だ。陽太とはあまり似ていないタイプで、席は隣同士だが、そんなに仲が良いわけでもなかった。話すこともほとんどない。相沢だけに限らず、入学したばかりとはいえ、陽太はなかなかクラスメイトと打ち解けられないでいた。今まで転校が多かったせいか、他人と深く関わることが苦手だ。

「なに？」

「どうしたんだ、それ」

「それ、って？」

　訊きき返せば、相沢は陽太の首筋を指差した。

「その首の傷だよ。何かに咬まれた痕みたいだけど」

「……ああ、これか。小さい頃、野犬に咬まれたらしいんだ。俺は全然覚えてないんだけど」

　簡かん潔けつに説明すると、相沢は「野犬、ねえ」と呟くように言い、鼻で笑った。

（笑うようなことか？）

　どちらかといえば、むしろ気遣うところだろう。「災さい難なんだったな」とか、「怪け我がはひどかったのか？」とか、ほかにかける言葉はあるはずだろうに。

　相沢の妙な反応を怪け訝げんに思っていると、チャイムが鳴り、次の授業が始まった。早く終われ、と心の中で呟つぶやきながら、教師の話に耳を傾ける。

　学校は好きではない。退たい屈くつだ。退屈な仲間。退屈な会話。退屈な授業。頰ほお杖づえをついて、雲の形を覚えるまで窓の外を眺ながめるだけの、ただ時間を潰つぶす日々。こんな退屈な毎日が、あとどれだけ続くというのだろうか。たいした友達もできず、たいした思い出もつくれないまま、この学校を卒業していくのだろうか。

　ふと、思った。自分がいなくなったところで、困こまる人間は誰もいない。何も変わらない。自分は、周囲に注目されているわけでもないし、期待されているわけでもない。教室の端はしっこで生ぬるい空気を吸いながら、適当に過ごしていれば、勝手に時間は過ぎていく。

　それでも、家の中の息苦しさに比べたら、学校はまだましかもしれない。自分がいなくなっても何も変わらないということは、逆に言えば、自分がいても困る者はいない、ということだ。家と違って、学校では誰にも迷惑をかけていない。

　その分、すこしだけ気が楽だった。
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　帰りのホームルームが終わると、クラスメイトたちはいっせいに教室を去っていく。帰宅する者もいれば、部活に向かう者もいる。予備校へ行く者もいる。

　そんな中、陽太は図書室へと足を運んだ。紙の匂いに包まれた空間の片かた隅すみで、英語の教科書とノートを机の上に広げ、さっそく明日の授業の予習に取りかかった。

　陽太はいつも、夕飯までの間をここで潰つぶしている。あの家で過ごす時間を極きよく力りよく減らすためだ。居候の身である陽太にとって、家にいることは苦く痛つうだった。「学校で勉強するから帰りは遅くなる」と言えば、叔母は「えらいわね」と大げさにほめてくれた。ただ家にいたくないだけだというのは、彼女もうすうす感づいているのではないだろうか。わかっていて、知らないふりをしてくれているのかもしれない。

　時とき折おり、その辺にある本を手に取って読んだり、居眠りしたりしながら過ごしていれば、あっという間に時間がたってしまう。気づけば、日が沈しずみ、窓の外は暗くなっていた。そろそろ帰らなければ、さすがに心配するだろう。

　席を立ち、鞄かばんを斜めにかけた。退室しようと、扉に手を伸ばす。

　その瞬間だった。

　いきなり、目の前のドアが開いた。

　現れたのは、相沢だった。

「あ、日下部」図書室の入り口に突っ立ったまま、相沢が声をかけてくる。「こんな時間まで残って何してんの？　お前、図書委員だったっけ？」

「え？　いや」

　相沢のほうこそ、こんな時間まで何をしているのだろうか。彼はたしか、部活にも委員会にも所属していないはずだ。すこし気にはなったが、訊かなかった。

「ちょっと自習してただけ」

「まじで？　えらいなぁ」

　相沢は大げさに感心している。彼の不良然ぜんとした容姿と口調が、陽太はどうも苦手だった。

「そんなんじゃないって。家にいたくないから、こうやって学校で時間潰してるだけだよ」

　つい、言い訳がましい口調になってしまった。勉強ばかりしている真面目な奴やつだと思われるのが、なんとなく嫌だったからだ。

　相沢は「へえ」と興味のなさそうな返事をした。自分なんかと話してもつまらないだろうに、傷痕のことといい、なぜ彼はさっきから絡からんでくるのだろうか。どうも気味が悪い。早くこの場を切り上げたかった。

「じゃ、俺もう帰るから。また明日」

　陽太は軽く手を挙あげて、相沢の横をすり抜けた。

「待てよ」

　しかし、相沢はまだ声をかけてくる。

「一緒に帰ろうぜ」







　夜の住じゆう宅たく街がいは静かだ。どの家も窓やカーテンをしっかりと閉めている。民みん家かから漏れる光は少なく、おまけに今夜は月も星も雲に隠れてしまっていた。夜道を照らしているのは、数メートル置きにある街がい灯とうの薄明かりだけだ。

　相沢と二人並んで歩いていることに、陽太は妙な息苦しさを感じていた。相沢がどうして自分を誘ったのか、不思議でならない。彼がどこに住んでいるのかは知らないが、たとえ自宅の方向が同じだとしても、特に親しいわけでもない人間を「一緒に帰ろう」と誘うだろうか。自分だったらありえない、と陽太は思う。

　もしかしたら彼は、自分と仲良くなりたいのかもしれない。

（でも、どうしてこの俺と？）

　それこそ謎だ。やっぱりわからない。

　ひとりであれこれ考えていると、ようやく相沢が口を開いた。

「なあ、日下部」

「……なに？」

「昼間、お前に訊きいたよな。その首の傷はどうしたのかって」

　何を言い出すかと思えば、そんなことか。

　拍子抜けだ。

　確かに今日、相沢に首の咬み痕のことを訊かれた。吸血鬼に咬まれた夢を見たばかりだったので、印象に残ってはいるのだが。

「それが、どうかした？」

「俺、知ってるぜ」

　相沢は立ち止まった。

　陽太もつられて足を止める。

　相沢は陽太を見下ろし、唇を歪ゆがめた。

「吸血鬼に咬まれたんだろ？」

　頭の中を覗かれたのかと思った。

　大きく目を見開く。

「どうして、それを──」

　うまく言葉が出てこない。不気味な気分に侵おかされていく。

　どうして彼が、吸血鬼のことを知っているのだろうか。それも、自分の夢の中の出来事を。

「いいことを教えてやろうか」

　相沢はにやにやと笑う。人ひと気けのない夜よ道みちの陰いん気きさに吞み込まれ、背せ筋すじが震えた。

「な、なに……？」

「人間と吸血鬼を見分ける方法」

　陽太は完全に言葉を失った。いったい何を言い出すのだろうか、この男は。

「あれ、見てみな」

　そう言って相沢は、ちょうど近くにあるカーブミラーを指差した。

　言われたとおり、陽太はそれを見上げた。円まるい鏡かがみの中に、ぽつんと佇む自分の姿が映うつり込んでいる。

「え──」

　さっきよりも大きく、両目を見開く。

　驚おどろいた。感動も興こう奮ふんも恐怖もなく、ただ純粋に驚いた。自分が見たものが、物理的に考えて、絶対にありえない光景だったからだ。

　信じられないことに、鏡に映っているのは、陽太だけだった。すぐ隣に相沢が立っているというのに、彼の姿が見当たらない。

　陽太の瞳が忙せわしく揺ゆらぐ。

（どういうことだ、これは──）

　遅れて、恐怖が襲ってきた。ぞわり、と悪お寒かんが身を駆かけ抜ける。

「吸血鬼は、鏡に映らない」

　相沢の声が、耳元で聞こえた。

　慌てて振り返ると、相沢はすぐ目の前に立っていた。そして、片手で陽太の体を弾はじき飛ばした。

「い、っ！」

　コンクリートの塀へいに激げき突とつし、背中に衝しよう撃げきが走る。ずり、と陽太はそのまま地面にくずおれた。

「いっ、てぇ……」

「悪く思うなよ、日下部」

　相沢は陽太の頭を摑つかみ、顔を近づけてきた。

　クラスメイトだった男が、得体の知れない存在へと変わっていく。

（なんだ、こいつは）

　相沢の姿は、もはや人間と呼べるものではなかった。

　深しん紅くの両りよう眼がん。尖とがった耳。鋭するどい牙と爪。

　夢で見た、あの化け物と同じ──吸血鬼そのものだ。

（まさか、そんな──）

　吸血鬼が、本当にこの世に存在するなんて。

　信じられない。だけど、今回ばかりは夢ではない。現実だ。背中の痛みがそれを証明している。意識もはっきりしていた。

　焦しよう燥そうで、手のひらに汗が滲にじむ。逃げ出す余裕もなかった。

　体が動かない。

「い、いやだ……」

　燃えるような色の冷つめたい瞳が、陽太を見下ろしている。自分を殺そうとしている者の目だ。

　全身を、恐怖が駆け巡めぐる。

「あ……ぁ……、っ」

　声も出せず、ただ呼こ気きだけが漏もれていく。

（死にたくない）

　体はがたがたと震え、何も考えられなくなる。いつの間にか涙が溢あふれていた。

（死にたくない死にたくない死にたくない）

　抵抗できなかった。強く目をつぶり、次に襲いくる衝撃を待つことしかできない。あの夢の中の自分と同じだ。五歳の頃の、幼い自分と。

（ああ、もうだめだ、殺される）

　命を諦あきらめかけた、そのときだった。




「──大丈夫かい？」




　突然、歌うようなテノールの美しい声が聞こえた。相沢の声ではない。

　陽太は恐おそる恐る目を開けた。そこには相沢の姿はなく、代わりに、ひとりの若い男が立っている。

　知らない男だ。見たところ、年は二十はたちくらいだろうか。陽太の顔を覗き込んだ拍ひよう子しに、深ふか紫むらさき色の艶つやのある髪がさらりと揺れた。長い前髪の隙すき間ま越しに見えた淡あわい青の瞳ひとみには、やわらかさだけでなく強したたかさも感じられる。美しく、嫌いや味みなくらい整った顔をした男だ。細身だが、背せ丈たけは陽太よりも高いだろう。

　男の身なりは、まるで夜や会かい帰がえりの貴族のようだった。燕えん尾び服ふくをまとい、首元には赤あか紫むらさきのタイをしている。手足がすらりと長く、とてもよく似合ってはいるが、腰こしにはなぜか白い日本刀を下げていた。統一感のない、ずいぶんちぐはぐな格好だ。

「お、お前は──」

　誰なんだ。何者なんだ。いったい何が起こったんだ。

　混乱しているせいで、何から話せばいいのかわからない。言葉に詰まってしまう。

　すると、男が先に名乗った。

「はじめまして、僕の名前はブラッド」

　男は上品な笑顔を浮かべ、陽太に右手を差し出した。握あく手しゆを求めているのかと思い、とりあえず握り返してみる。冷たい手だな、と思っていたところ、そのまま力強く引っ張られ、陽太は無理やり立たされた。どうやら、腰を抜かしている陽太に手を貸かしてくれたようだ。
















　ブラッドと名乗ったその男が、得意げに告つげる。

「僕が何者かって？　よくぞ訊いてくれた。僕はこの狩兎町の平和を守る、正義のヒーローなのさ！」

「…………」

「え、ちょっと、なにその変へん質しつ者しやを見るような目は。冗じよう談だんだってば。通つう報ほうしないでね」

（……なんなんだ、こいつ）

　思わず顔が引きつってしまう。このブラッドとかいう男、意外と間ま抜ぬけなのかもしれない。

　そんなことより、

「そうだ、相沢は!?」

　さっきから相沢の姿が見当たらない。きょろきょろとあたりを見渡す陽太に、ブラッドは髪をわざとらしく搔かき上げながら答えた。

「相沢？　ああ、さっきの吸血鬼か。どうやら、僕に恐れをなして逃げてしまったみたいだね」

　──吸血鬼。

　この男も今、吸血鬼、と言った。

（やっぱりあれは、吸血鬼だったのか）

　ブラッドも、吸血鬼の存在を認めている。つまり、さっきの出来事は陽太の妄もう想そうでも幻げん覚かくでもなんでもなく、紛まぎれもない事実だったということだ。

「同じ制服を着てるということは、あの男の友達かい？」

　ブラッドは咳せき払ばらいをしてから、言い直した。「失礼。友達だったのかい？」

「……別に、友達ってわけじゃないけど。ただのクラスメイトだよ」

「そうかい、それはよかった。君を助けることはできたけど、あの男には逃げられてしまった。吸血鬼は逃げ足が速いからね。友達ではないというなら、次にあの男を見かけたときは遠えん慮りよなく始し末まつさせてもらうよ」

（始末、って……）

　さらりと物ぶつ騒そうなことを言ったような気がするが、陽太は聞かなかったことにした。

「何はともあれ、君が無事でよかった」

　ブラッドが優しく微笑ほほえむ。

　この男が何者かは知らないが、おかげで命拾いした。もしかしたら、彼は本当に正義のヒーローなのかもしれない。

　礼を言おうと、陽太はブラッドの顔を見上げたが、

「助けてくれて、ありが──」

　口の動きが止まる。

（あれ？）

　視界に飛び込んできた光景に、陽太は言葉を失い、目を剝むいた。それから、顔が強こわ張ばり、顎あごが小こ刻きざみに震えはじめる。

（うそ、だろ──）

　カーブミラーに映る、自分の姿。

　ところが、ブラッドの姿は、どこにも映っていなかったのだ。




『吸血鬼は、鏡に映らない』




　先せん刻こくの相沢の言葉が、頭を過よぎる。

　さっと血の気が引き、再び体が震えはじめた。

「おい、お前もしかして……」

　道どう理りで、吸血鬼のことを知っているはずだ。

　この男も、吸血鬼なのだから。

「うわあああ！」

　いきなり悲鳴をあげた陽太に、ブラッドはとぼけた顔で首を傾かしげている。

「どうしたんだい？　急に叫んで」

「来るなあああ！」

　一いち難なん去って、また一難だ。

　陽太は一いち目もく散さんに逃げ出した。すこしでもこの男から離れようと、全速力で夜道を駆け抜ける。

　一ブロック先の角を曲まがろうとしたところで、うしろから肩を叩たたかれた。思わず足が止まる。

　振り返ると、そこには──

「そんなに慌ててどうしたの？」

　おだやかな笑みを浮かべた男が、ひとり。

　その男がブラッドだと気づくのに、すこし時間がかかってしまった。というのも、彼の姿が豹ひよう変へんしていたからだ。うなじで切り揃そろえられていた髪の毛は背中まで伸び、ビー玉のようにきれいだった瞳の色は赤く変色している。口からは立りつ派ぱな牙が二本生え、耳も爪も長く鋭い。さっきまでの彼とはまるで別人だった。どこからどう見ても、人間と呼べるものではない。

「ぎゃあああ！　化け物おおおぉ！」

「ち、違うんだ、誤解だよ。これはコスプレなんだ。ハロウィンの。トリック・オア・トリート！」

「今、四月なんですけど！」

　暢のん気きに会話している場合ではないことはわかっている。だが、逃げようとしても無理だった。ブラッドに腕をがっしりと摑まれ、動けない。長い爪が食い込まないよう気き遣づかってくれているようだが、その力は簡かん単たんに振ふり解ほどけるようなものではなかった。優やさ男おとこ風ふうの容よう姿しに似に合あわず、ブラッドは怪かい力りきだ。吸血鬼は腕わん力りよくも強いのだろうか。おまけに足も速いときた。逃げる術すべがない。

　ブラッドは拗すねたように口を尖らせている。

「ひどいじゃないか。せっかく助けてあげたのに、どうして逃げるんだい？」

「鏡見てみろよ！　今のお前の顔見たら誰だって逃げるっつーの！」

「あ、ごめん。僕、鏡に映らない体質なんだよね」

「やっぱり吸血鬼じゃん！」

「……はっ、しまった！」

　この吸血鬼、どうやら本当に間抜けらしい。

　しかし、どんなに間抜けでも吸血鬼であることには変わりはない。手首を摑んだまま、ゆっくりと歩み寄るブラッドに、陽太はさっと身み構がまえた。

「近寄んな！　手ぇ離せ！」

「怖がらなくていいよ。何もしないから」

　何もしないわけがあるか、と陽太はきつく睨にらみつける。

　ついさっきだって、相沢は自分を襲った。吸血鬼は人間の血を吸う生き物だ。彼も吸血鬼ならば、当然、自分を襲ってくるはずだ。

　ブラッドも、そんな陽太の心しん中ちゆうを察したようで、

「確かに僕は吸血鬼だ。それは認めよう。だけどね、吸血鬼は吸血鬼でも、僕は良い吸血鬼なんだ」

　優しい声こわ色いろと、屈くつ託たくのない笑顔で釈しやく明めいした。

　陽太を安心させようという努力は窺うかがえるが、吸血鬼である以上、何を言われても信じる気にはなれない。

「良い吸血鬼だって？　ふざけんな、吸血鬼に良いも悪いもないだろ」

「それは偏見だ」

　ブラッドは陽太を捕まえたまま、やれやれと肩をすくめる。

「吸血鬼がみんな悪者だと決めつけるのは、少々強引な考えだよ。人間にも良い人間と悪い人間がいるんだから、吸血鬼にも良い吸血鬼と悪い吸血鬼がいたって、おかしくないと思わないかい？」

　もっともらしいことを、もっともらしい顔で言われ、一瞬「あ、そっか。そうだよね」と頷うなずきそうになってしまった。よくよく考えてみれば内容は無茶苦茶。ただの屁へ理り屈くつだ。

「だったら、お前が本当に良い吸血鬼だっていう証しよう拠こはあるのかよ」

　問い詰めると、ブラッドは胸を張って頷いた。「もちろん」

「えっ、あるの？」

「これを見たまえ」

　自信満々に指差したのは、ブラッド自身の顔。

「これって……どれ？」

「僕の顔さ。よく見るんだ」

　じっと見つめてはみるが、何も変化はない。瞳は赤いし牙は長い。ただの吸血鬼だ。

「お前の顔がどうかしたか？」

「この美び貌ぼう！　世界中が嫉しつ妬とするこの王子様フェイス！　こんなにイケメンな吸血鬼が、悪あく事じを働くわけがないだろう！」

「清すが々すがしいくらいナルシストだなお前！」

　さっきよりも破は綻たんした理り屈くつを抜かす吸血鬼に、ついツッコミを入れてしまった。すっかり逃げる気も失せてしまい、緊張が解とける。

（もうやだ、なんなのこいつ……）

　脱力する陽太に、ブラッドはいきなり真ま面じ目めな表情をつくり、語りはじめた。

「……と、まあ、冗談は置いといて」

「冗談だったのかよ」

「実は僕は、赤あかん坊ぼうの頃に吸血鬼の両親に捨てられてしまってね。それから、ある人間の老夫婦に拾われて、ずっと人間として育てられてきたんだ。だから僕は人の心を持っているんだよ。老夫婦の愛情を注そそがれて育ってきたからね。本当に幸せな日々だった……。だけど、僕が大人になって、吸血鬼であることに老夫婦が気づいてしまって、一緒に暮らすことができなくなってしまったんだ。ほら、よくあるだろう？　猫ねこだと思って飼っていたら実は虎とらだった、みたいな？」

「滅めつ多たにないぞそんなこと」

　どこまでも胡う散さんくさい男だ。彼の話を聞いていると、どうも騙だまされているような気分になってくる。

「育ててくれた老夫婦に、そして人間に、僕は恩おん返がえしをしたかった。だから僕は吸血鬼でありながら、吸血鬼と戦うダークヒーローになったのさ。夜な夜な見まわりをして、吸血鬼に襲われている人間を助けているんだ。今日もいつものようにパトロールしていたら、君を見つけた」

　自らダークヒーローを名乗るとは、なかなか恥はずかしい奴やつだと思ったが、その言葉はかろうじて吞み込んだ。

　不ふ審しん者しやを見つめるような目つきで睨んでいる陽太をよそに、ブラッドはぺらぺらと話し続ける。

「君は知らないだろう？　ダークヒーローというのは大変な仕事なんだよ。普通のヒーローよりもね。いいことをしているのに、誰も僕を讃たたえてはくれない。正体を明かすわけにもいかない。僕が吸血鬼であることが知られてしまったら、それこそ大変だ。僕は町を追われてしまう。それどころじゃない、今まで尽くしてきた人間たちに、化け物だと罵ののしられ、殺されてしまうかもしれない」

　よく喋る吸血鬼だ。いいかげんうんざりしてきた。

「だから僕は、誰にも正体がバレないよう、ひっそりと善ぜん行こうを続けているんだよ」

「すっげえバレてるけど、今まさに」

「とにかくここは危ない。まだあの吸血鬼がどこかに隠れているかもしれないし。早く安全な場所に避難しないと」

「危ないのはお前のほうだと思う」いろんな意味で。

「いいからいいから。さあ、お兄さんについておいで。お菓か子しあげるから」

「誘拐犯か」

　怪あやしい台詞せりふを吐はく吸血鬼に、陽太の警けい戒かいは強まるばかりだった。

　このまま、こんな正体不明の吸血鬼に捕まれば、何をされるか知れたものではない。一刻も早く、どうにかしてこの男から離れなければ。

　陽太はとっさに身を捩よじり、抵抗した。

「離せ！」

　それから、一瞬の隙を突いて、ブラッドの股こ間かんを勢いよく蹴り上げた。

「はうっ！」

　ブラッドは小さく唸り、地面に膝ひざをついた。両手で股間を押さえている。ブラッドの手が離れたことで、陽太の体はようやく自由を取り戻した。

「……いやー、今のは効いたよ。いい攻こう撃げきだ」

　爽やかな顔をつくろってはいるが、口元は引きつっている。余よ程ほど痛かったらしい。吸血鬼も股間が弱点なのか、なんて暢気に考えている場合ではなかった。

　今のうちだ。

　股間の痛みに苦く悶もんしているブラッドを尻しり目めに、陽太は駆けだした。
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　通い慣れているはずの通つう学がく路ろが、今日はいつもとずいぶん違って見えた。危険に満ちあふれているように感じる。あんなことがあったせいだろう。まるでストーカー被害に遭あっている女性のように、陽太は何度も背後を振り返りながら、自宅へと急いだ。ブラッドは追いかけてきていないようだ。

　陽太が通っている狩かる兎と高校は、狩かる兎と市し狩かる兎と町ちようの中心部、住宅街のど真ん中に位置している。自宅から歩いて十五分ほどの距離だ。あまり経けい済ざい的てきな負ふ担たんにならないようにと、いちばん近くて学費の安い公立高校に入学したのだった。

　走ればすぐの道のりだが、それでも家にたどり着いたときには、ひどく息が上がっていた。エレベーターに乗り、乱れた呼吸を整えながら、階をのぼる。

　自宅──といっても居候の身だが──は、マンションの五階のいちばん奥だ。専業主婦の叔母はいつも家にいる。時刻はもう夜だ。この時間なら、叔父も会社から帰ってきているはず。部屋の鍵は開いていた。

　ここまで来れば、もう大丈夫だろう。

　ドアを開け、中に入ろうとしたところで、陽太の足は止まった。




「おかえり」




　その瞬間、陽太は直感した。

　ああ、自分はここで死ぬのだ、と。

　ここまで死しに物もの狂ぐるいで逃げ帰ってきた、そのすべてが、無駄だったのだと。

「なんで、お前が──」

　そこにいたのは、相沢だった。

　頭が真っ白になる。どうして彼が、自分の家の玄げん関かんに立っているのか。

「びっくりしたか？」

　相沢は牙を覗かせて笑っている。

「馬鹿だよなあ。陽太くんの友達です、って言ったら、何も疑わないで中に入れてくれたんだぜ。こいつら」

　相沢が親指でうしろを差した。彼の背後に、叔父と叔母の姿が見える。二人とも、廊下に倒れていて、顔や腕から血を流していた。

「叔父さん！　叔母さん！」

　呼びかけると、二人は顔を上げ、苦くるしげな表情でこちらを見た。

「陽太くん、逃げて……お願い」

「早く逃げるんだ……」

　叔父たちは懸けん命めいに訴えている。

　どうしていいのかわからず、陽太はただ立ちすくむしかなかった。

「逃げられると思うなよ、日下部」

　すぐ目の前で、相沢が脅おどすように囁ささやく。

「こいつらを死なせたくないだろ？　だったら、おとなしく捕まるんだ」

　相沢は笑いながら、足で叔母の頭を踏みつけた。叔母は顔を歪ゆがめている。それでも相沢に屈くつしなかった。

「私たちのことはいいから、早く行きなさい！」

　逃げられるわけがない。このまま彼らを見殺しになんてできない。

　どうすればいいんだ。

　どうすれば──

「うあああぁ！」

　そのとき、突然、叔父が叫んだ。

　起き上がり、相沢に背後から飛びかかる。

「今のうちだ、陽太！　早く行け！」

　叔父にしがみつかれ、相沢は動けないでいた。舌打ちし、叔父を振り払おうともがいている。

「陽太くん、逃げて」

　その隙に、叔母も立ち上がった。傍に駆け寄り、陽太の両肩を突き飛ばす。

　体が、大きくうしろによろめいた。

「大丈夫だから」

　叔母は力強く言い、笑った。

　こんな状況だというのに、身の危険に曝さらされているというのに、叔母は微笑ほほえみかけている。まるで母親が、自分の子どもに向けるかのような、おだやかな表情で。

「逃げて……絶対に、生きて」

　重い声だった。陽太は返事をすることも、頷うなずくこともできなかった。ただ、何も考えられない頭で、その声をぼんやりと聞いていた。

　それから、大きな音が響き、陽太はようやく我に返った。叔母が、勢いよくドアを閉めた。内側から施せ錠じようする音も聞こえてきた。ここは通さない、陽太には指一本触れさせない、そんな叔母の声が聞こえてくる。

　一枚の厚あつい壁に遮さえぎられ、中のようすはわからない。ドアを開けて確かめることもできない。閉め出され、マンションの廊ろう下かに、陽太はひとり取り残された。

「い、いやだ、っ……」

　首を振る。

　──どうして、

　どうして、こんなことに。

「やめろ、やめてくれ！　うわああああ──」

　扉の向こうから叫び声が聞こえてきた。叔父の声だった。

「叔父さん！　どうしたの、叔父さん！」

　必死に呼びかけても、返事はない。

「いや、やめて、来ないで、いやあああっ──」

　叔母の悲鳴まで続いた。

「そ、そんな……」

　急に全身の力が抜け、陽太はその場に崩れ落ちた。絶望が、心に重くのしかかる。両手で顔を覆った。指が小刻みに震えている。

　ガチャ、と鍵かぎをいじる音して、陽太は弾はじかれたように顔を上げた。

　相沢が来る。

（早く逃げなきゃ、殺される）

　頭ではわかっているのに、体が動かない。

　ドアノブを回す音が聞こえ、陽太は身をかたくした。震えが止まらない。

（だめだ、もう）

　ドアが開き、とうとう相沢が姿を現した。

「美う味まかったよ、お前の家族。ごちそうさま」

　舌をなめずりながら、相沢はにやつき、ゆっくりと近づいてくる。

「おとなしく捕まっとけば、あいつらには手を出さないでやったのにな」

「ど、どうして──」

　後ずさる陽太に、相沢は冷ややかな声で告げる。

「どうしてこんなことをするのか、って？」

　追い詰められてしまった。うしろには何もない。壁があるだけだ。これ以上は逃げられない。

「吸血鬼だからだよ。お前だって、牛や豚を喰うだろ？　それと同じだ」

　相沢は目の前まで迫っている。背後には壁。高さは自分の肩の位置ほど。それを乗り越えるしか、もうほかに逃げる方法はない。だが、ここは五階だ。飛び降りるような度ど胸きようもなかった。どちらにしろ、自分は死ぬのだ。相沢に殺されるか、アスファルトに叩きつけられて死ぬか。ふたつにひとつ。

「そんなに怖がんなって。何も今すぐ殺すわけじゃない。俺は頼まれたんだ、お前を連れてくるようにな」

　相沢に腕を摑まれた。

　そのときだった。




「その手を離すんだ」




　突然、どこからともなく声が聞こえた。

　そして、黒い風が、目の前を横切った。

　蝙こう蝠もりの大群だ。耳みみ障ざわりな鳴き声をあげ、相沢に襲いかかる。相沢はもがき、陽太から飛びのいた。両手をしきりに動かし、体にたかる蝙蝠たちを追い払おうとしている。

　飛び回っていた蝙蝠が、相沢から離れ、一カ所に集まりはじめた。やがてそれは大きな塊かたまりになり、人の形へと姿を変えていく。

　ものの数秒で、蝙蝠の群れが、ひとりの男に変化した。その男は陽太を庇かばうように、相沢の目の前に立ちはだかる。

　見覚えのある男だった。

「お前は──」

　蝙蝠の正体は、先刻出会ったばかりの、あの怪しげな吸血鬼。

　──ブラッドだ。

「遅くなってごめんね。どうも下半身の調子が悪かったもので」

　ブラッドは振り向き、陽太に微笑んだ。笑顔の裏に、すこし棘とげのある言い方だった。股間を蹴り上げたことを根に持っているのだろう。

　突然現れたブラッドに対し、相沢は舌打ちをした。「またお前か」と、忌いま々いましげに睨みつけている。

「なんなんだよ、お前は。さっきから邪魔ばっかりしやがって」

「僕かい？　僕は吸血鬼から人間を守る、正義のヒーローさ」

　恥ずかしげもないブラッドの言葉を聞いて、相沢は弾はじかれたように笑いだした。

「はあ？　正義のヒーロー？　なに言ってんのお前。ちょっと頭おかしいんじゃないの」

　相沢に馬鹿にされようと、ブラッドはすこしも顔かお色いろを変えなかった。あくまでも冷静に、爽やかに、挑ちよう発はつを返す。

「頭がおかしいのは、君のほうだろう」

「……あ？　なんだって？」

「聞こえなかったのかい？　では、もう一度言おう。君の頭はおかしい。ユー、アー、ソー、クレイジー」

　小馬鹿にするようなその発言に、案の定、相沢は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「同どう胞ほうに牙を向こうとする吸血鬼に言われたくないね」

「同胞だって？」相沢の言葉を、ブラッドは鼻で笑い飛ばす。「誰と、誰が？」

「俺とお前だ。同じ吸血鬼じゃないか」

「僕は確かに吸血鬼だけど、君は吸血鬼じゃない。むやみやたらに人を殺して、吸血鬼の立場を危あやうくしているような輩やからは、同胞だとは言わない。ただのクズだ」

「なんだと？」相沢の声が一段と低くなる。「もう一回言ってみろ」

　対照的に、ブラッドはおだやかな声こわ色いろのままだ。

「聞こえなかったのかい？　では、お望みどおりもう一度言おう。君は吸血鬼ではない。ただのクズだ。ユー、アー、ソー、クズ」

「……いい気になるなよ、テメェ」

　相沢の苛立ちが手に取るようにわかった。こめかみに青筋を走らせ、歯を剝き出している。今にも飛びかかってきそうな剣けん幕まくだ。

「君のようなクズを始末するのが、僕の仕事なんだ。悪く思わないでくれたまえ」

　ブラッドは日本刀の柄つかに手を伸ばした。

「──と、言いたいところだけど」

　ところが、抜ばつ刀とうしなかった。

「目の前でクラスメイトの死ぬところを見せてしまっては、彼がかわいそうだからね。今、君を相手にするつもりはない」

　と言ってから、ブラッドは壁に右手をかけた。逆の腕を、陽太の腰に巻きつける。これからブラッドがやろうとしていることが、なんとなくわかってしまった。

「え？　ちょ、ちょっと、まさか──」

　血の気が引いていく。

　ここはマンションの五階だ。そんな大事なことを忘れてしまったのか、ブラッドは壁を乗り越えた。

「フハハハ！　さらばだ！」

　安っぽい悪役のような台詞を吐き捨て、ブラッドがマンションから飛び降りる。陽太を小脇に抱えたまま。

「ぎゃああああ！」

　陽太は絶ぜつ叫きようした。

　真っ逆さかさまだ。二人仲なか良よく、マンションの駐ちゆう車しや場じようへと落下していく。もうだめだ、と強く目をつぶった。

　ところが、




「……………………あれ？」




　アスファルトに全身を叩きつけられることを覚悟していた。それなのに、いつまでたっても衝撃が襲ってこない。体が急に軽くなったような、ふわりと浮き上がる感覚に、驚おどろいて目を開ける。

　陽太の体は、なぜか空中に留とどまっていた。どういうことだ、とブラッドに視線を向ける。

「え？」

　信じられない光景だった。ブラッドの背中から、大きな翼が生えている。蝙蝠のものに似た、漆しつ黒こくの翼だ。ばさばさと音を立てながら、夜空の中を滑かつ空くうしている。

「う、うそだろ」

（飛べるのかよ、吸血鬼って）

　拍子抜けした。

　それと同時に、ほっとした。無事でよかった、と心底ほっとした。

「そういえば、まだ君の名前を聞いてなかったね」

　と、空を飛びながらブラッドが尋ねた。

「日下部陽太、だけど……」

　見上げれば、ブラッドは目を細めていた。「陽太、か。いい名前だ」

　太陽のように明るく育つように、という願いを込められてつけられた名前だ。けれど、今の自分は太陽のような性格からは程遠い。じめじめとした、日ひ蔭かげのような人間だ。

「……どこがだよ」

　ぼそりと呟くように返した。
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　以前、こんな想そう像ぞうをしたことがある。

　もし吸きゆう血けつ鬼きがこの世に実じつ在ざいするとしたら。よく見るあの夢も、本当は事実なのかもしれない。両親が交通事故で死んだというのは噓うそで、本当は吸血鬼に殺されたのかもしれない。自分のこの首くび筋すじの傷きずだって、野犬じゃなくて、吸血鬼に咬かまれた痕あとなのかもしれない。

　そんなことを考えては、「そんなはずはない」と自分で否ひ定ていしてきた。吸血鬼なんているわけないのにと、馬ば鹿かな妄もう想そうを笑い飛ばしていた。

　けれど、それらは今、想像の域いきを超こえようとしている。

　信じられないことに、吸血鬼は実在するのだ。

　現げんに今こうやって、正しよう真しん正しよう銘めいの吸血鬼が、陽よう太たを抱かかえて空を飛んでいるのだから。







「夜空の散歩も、なかなか楽しいでしょ？」

　ブラッドは相あい変かわらず暢のん気きなことを言っているが、正直楽しむような余裕はなかった。まるで、安全ベルトのないジェットコースターに乗っているような気分だ。振り落とされないよう、必死になってブラッドの上着にしがみつく。

　それにしても、端はたから見たら異い様ような光景だろうな、と思った。蝙こう蝠もりの翼を生やした人間（のような姿をした生き物）が、人を抱え、空中を飛び回っているのだから。

「とりあえず、安全な場所に避ひ難なんしよう」

「ちょ、ちょっと止まって！　降ろして！」

「どうしたんだい、陽よう太たくん。怖こわいの？　あ、もしかして酔よった？」

「そうじゃなくて」と首を振る。危機を脱したことに安あん堵どしている場合ではない。まだ重大な問題が残っていた。

「叔お父じさんたちが、相あい沢ざわに襲おそわれたんだ。助けないと」

　だから降ろしてくれと頼めば、ブラッドは表情を曇くもらせた。

「残念だけど、彼らはもう……」

　みなまで言わずとも、彼の言いたいことはわかっていた。叔父も叔お母ばも、すでに死んでいるかもしれない。だが、それをこの目で見たわけではないのだ。断だん定ていするにはまだ早い。

「そんなの、わからないだろ。まだ助かるかもしれないじゃないか」

　諦あきらめきれなかった。相沢は手を出したとは言ったが、殺したとは言っていなかった。希望は残されている。早く二人の安あん否ぴを確かめたかった。

「まさか、マンションに戻るつもりかい？」

「できれば、そうしたい」

　頷うなずけば、ブラッドは眉まゆを寄よせて反対した。

「それはやめたほうがいいよ。あの吸血鬼が待ち構えている可能性もある」

「だからって、このまま叔父さんたちを放っておけないだろ」

　ブラッドはあまり気が進まないようだったが、

「……わかった。ようすを見に戻ろう。ただし、三分だけだよ。それ以上いたら危き険けんだ」

　マンションの方向へと大きく旋せん回かいした。







　近くに相沢がいないことを確認してから、自宅の前の外そと廊ろう下かに着ちやく地ちし、ブラッドは両手でそっと陽太を降ろした。背中の翼はいつの間にかなくなっている。自じ在ざいに消すことができるのだろう。髪の毛も、元の長さに戻っている。人間の姿だ。

　陽太は自宅のドアノブに手をかけた。

　そこで、つい躊躇ためらってしまった。これから自分は、とんでもなく残ざん酷こくな光景を目にするかもしれない。叔父と叔母が無む惨ざんな姿になっているかもしれない。それでも気をしっかり保たもっていられるようにと、大きく息を吐き出し、心を落ち着かせた。

　覚悟を決めて、ドアノブに力を加える。

　ところが、

「……鍵かぎが閉まってる」

　ドアは開かなかった。

　ノブを回しても、ガチャガチャと音がするだけだ。

（おかしいな……どうしてだ？）

　隣となりでブラッドが顎あごに手を当て、首を捻ひねる。「妙みようだね」

　彼の言うとおり、確かに妙だ。いったい誰が鍵をかけたのだろうか。

「相沢が閉めたのか？」

「それはどうかな。あの男がこの家の鍵を持っているはずがないし、仮に持っていたとしても、わざわざ鍵をかけるとは思えない。面めん倒どうだし、そんなことをすれば、かえって僕らを警けい戒かいさせるだけだ」

「それもそうだな」

　もし相沢が部屋の中で待まち伏ぶせしていたとしても、普通ならドアの鍵は開けたままでいるだろう。陽太たちを中へおびき寄せるために。

「ほかに、誰かいるのかも」

　ブラッドはそう言いながら、確認のためにインターフォンを押した。

「まさか、そんなわけないだろ」

　しかしながら、ブラッドの考えは正しかった。

　しばらくして、ドアが開いた。

　中から出てきたのは──




「あら陽太、おかえりなさい。ご飯できてるわよ」




　叔母だった。

「叔母さん!?」

　陽太は目を丸くした。

　吸血鬼に襲われたはずの叔母が、生きている。しかも無む傷きずだ。それどころか、何事もなかったかのように振る舞っている。先せん刻こくの出で来き事ごとを、すっかり忘れてしまったかのように。

「遅かったな、陽太」

　廊下の向こうから、叔父がひょいと顔を出した。

「叔父さん！」

　叔母だけでなく、叔父までも。

　彼らの元気な姿に、陽太は心からほっとした。涙なみだが出そうだった。

「二人とも無事だったんだ、よかった……」

「やだわ、陽太ったら。変なこと言って」

　叔母が笑う。やはり、相沢に襲われたことは記憶にないようだ。

「ねえ、陽太」叔母の視線が、陽太の隣にいるブラッドへと移る。「そちらの方は、どなた？」

　叔母に尋たずねられ、陽太はすこし困ってしまった。ブラッドのことをどう紹しよう介かいするべきだろうか。命を助けてもらった吸血鬼？　正義のヒーロー？

「えっと、その、こいつは……」

　正直に答えるわけにもいかず言い淀よどんでいると、「僕は陽太くんの友達です」とブラッドが先に答えてしまった。涼しい顔で噓うそをつく。

「陽太くんには、いつもお世話になっています」

「あら、そうだったの。陽太がお友達を連れてくるなんて初めてだわ。せっかくだし、一緒にご飯食べていったら？」

「いえ、結けつ構こうです」

　ブラッドの声はかたく、その表情は厳きびしい。どこかよそよそしい態度だった。人見知りしているのだろうか。彼のこれまでの言動を見た限りでは、そんな性格には思えないが。

　と、陽太は、能のう天てん気きなことを考えていた。叔父たちの無事が確認できたことで、すっかり浮かれていたのだ。

　これは不覚だった。

「遠えん慮りよしないで、食べていってちょうだい。せっかく、おいしい食材を手に入れたんだから」

　ブラッドが断っても、叔母は引き下がらない。笑顔を浮かべたまま、陽太の腕を摑つかみ、




「──ほら、ここに」




　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか理解ができなかった。

　叔母の顔を見て、ようやく気づいた。その「おいしい食材」というのが、まさに自分のことであるということに。

「お、叔母さん……その顔……っ！」

　叔母の顔が豹ひよう変へんしていた。目は赤く、牙きばは長い。耳の先も尖とがっている。相沢や、ブラッドとまったく同じように。

　信じられなかった。

　まさか、叔母が吸血鬼になっているなんて。

「ああ、腹が減ったな」

　廊下の奥から、叔父が催さい促そくしている。叔母だけではない。彼までもが同じ顔をしていた。

（そんな、叔父さんまで──）

　そういえば、と思い出す。映画か何かで聞いたことがある。吸血鬼に血を吸われた者は、同じく吸血鬼になってしまう、と。相沢に咬かまれたことで、二人とも吸血鬼になってしまったのだろうか。

「すぐに支し度たくしますね」

　陽太の腕を、叔母が強く引っ張った。体が部屋の中へと引きずり込まれていき、陽太は思わず叫び声をあげた。

「うわあああ！」

「陽太くん！」

　ブラッドが慌あわてて追いかけようとしたが、

「あいたっ」

　ゴン、と何かに頭をぶつけた。まるで透とう明めいのガラス板に阻はばまれているかのように、部屋の中に入れないでいる。

「何やってんだよ！　早く助けて──」

「陽太くん、『入っていい』って言って！」

「はあ!?」

「いいから早く！　吸血鬼は住人の許可がないと、家の中に入れないんだ！」

　どういう意味なのかさっぱりわからなかったが、言われたとおりにするしかなかった。

「入っていい！」

　そう叫んだ瞬間、透明な壁は消えたのか、ブラッドが勢いきおいよく中に飛び込んできた。叔母から陽太を引き剝はがし、抱えるようにして部屋を出る。

　叔父たちがあとを追いかけてくる。彼らが外に出てくる前に、ドアを閉め、

「逃げよう、ここも危険だ」

　ブラッドは吸血鬼へと姿を変え、再び翼を広げた。「だからやめたほうがいいって言ったんだ」と、小さく呟きながら。

　陽太を脇わきに抱え、マンションを飛び立つ。

「これも相沢の仕し業わざだろう。なんて残酷なことを……」

　ブラッドの言葉は、まったく耳に入ってこなかった。何も考えられなかった。陽太は自じ失しつし、小さくなっていく建物を、ただぼんやりと見つめていた。
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　狩かる兎と市し狩かる兎と町ちようは、自然豊かな地方都市だ。北には海、南には森林や山地が広がっている。

「ここが僕の家だよ。汚いところだけど、ゆっくりしていってね」

　ブラッドが向かった先は、狩兎市の南側にある森の中の、小さな洞どう窟くつだった。

　この森は、市街地から十キロ以上離れた場所にあり、実際に足を踏み入れたことはなかった。陽太を抱えたまま、彼はここまで飛んできた。

　ブラッドの住む洞窟は、森の中を二、三十メートルほど進んだ場所にある。入り口は狭いが、中は意外と広い。トンネルのように、半はん円えん形けいの空くう洞どうになっていて、まわりは石壁だ。あちこちに蠟ろう燭そくが立ててあり、あたりをぼんやりと照らしている。物はほとんどなく、中央に棺かん桶おけがひとつ置いてあるだけだった。ブラッドの話によれば、ここは大昔に防ぼう空くう壕ごうとして使われていたものらしい。だが、そんなことなど今はどうでもよかった。それどころではなかったのだ。

「……陽太くん、大丈夫かい？」

　ずっと黙ったまま立ちすくんでいる陽太に、ブラッドがそっと声をかけた。心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。だが、彼のどこか冷静なその声こわ色いろが、どうしても気に食わなかった。

「大丈夫なわけないだろ」

　励はげますように肩に置かれた手のひらを振り払い、陽太はブラッドを睨にらみつけた。

「陽太くん……」

「なんでだよ、なんで俺がこんな目に遭あわないといけないんだ？　俺が何をしたっていうんだよ！」

　洞窟の中を、陽太の叫び声が反響する。

　堰せき止めていた感情が溢あふれ出し、思わずブラッドの胸むな倉ぐらを摑んでいた。気を緩ゆるめたとたんに泣き出してしまいそうだ。唇を嚙みしめ、ぐっと堪こらえる。

「陽太くん、落ち着いて」

「うるさい！」

　落ち着けるわけがない。

「……もう俺に構かまうな」

　背を向け、洞窟の外へと歩きだす。

　すぐにブラッドが追いかけてきた。

「ちょっと待って、どこに行く気だい？」

「帰る」

「帰るって、どこに？」

「町に戻るんだよ。こんなところにいられるか」

　ブラッドはそれを許さなかった。陽太を逃がさないようにと、目の前に立ちふさがる。

　邪じや魔まだ、と陽太は舌した打うちした。

「どけよ」

　ブラッドを睨みつける。だが、相手はすこしも動じない。

「それはできない。今、君を町に戻すわけにはいかない」

「お前には関係ないだろ」

「落ち着くんだ、陽太くん。僕の話を聞いて」

「うるさい！」

「いいから聞くんだ！」

　ブラッドが初めて声を荒あららげたので、陽太は驚おどろいて口を噤つぐんだ。

「町に戻って、どうするんだい？　今、町に戻ったところで、君は生きていけるのかい？　ひとりで生活できるだけのお金は持っているのかい？」

　陽太は唇くちびるを嚙み、ゆっくりと首を左右に振った。無理だ。今の自分は、あまりにも無力すぎる。目に涙が滲にじんだ。

「家はどうする？　吸血鬼は人の家には入ってこれないが、君にはその家がない。吸血鬼に追われながら、路ろ上じようにダンボールを敷しいて寝ね泊とまりするかい？」

　さらにブラッドは厳しい口調で畳みかける。

「それとも、今まで住んでいたあのマンションに戻るかい？　そんなに戻りたければ、勝手にすればいいさ。吸血鬼の叔父さんと叔母さんを殺してしまえば、マンションも財産も君のものだ。その覚かく悟ごがあるなら、今すぐ町に戻ればいい。僕は止めないよ」

　陽太はまた首を振った。叱しかられた幼おさない子どものように、涙を流しながら、何度も何度も頭かぶりを振った。

「はっきり言おう。今の君には、帰る場所なんてない」

　ブラッドの言葉が、まるで鉛なまりのように、深く心に沈んでいく。

「君が戻りたいと思っているのは、家でも学校でも狩兎町でもない。吸血鬼のいない世界、だろう？　だけどね、それは無理なんだよ。吸血鬼の存在を一度知ってしまったら、もう元の世界には戻れないんだよ」

「……だからって、こんなところにずっと隠れてろって言うのか？」

「ここがいちばん安全だ」

「安全？　どこが？　目の前に吸血鬼がいるじゃないか！　こんなところに連れて来て、どうせ俺を喰くう気なんだろ？　ああ、それとも非常食か？　ここで飼かい馴ならしておいて、食糧に困ったら俺を殺すつもり──」

　パン、と乾いた音が響き、言葉が止まる。

　頰ほおをぶたれたのだと気づいたのは、それからだった。左の頰がひりひりして、熱を持ちはじめる。痛みがじんと湧わいてきた。

　数秒置いてから、

「すこしは目が覚めたかい」

　ブラッドが低い声で言った。にこりと微笑ほほえむが、その目は笑っていない。静かな怒りが伝わってくる。

「君は今、僕だけでなく、自分の種族をも侮ぶ辱じよくしたんだ。人間は、吸血鬼の食糧なんかじゃない。もっと崇すう高こうな生き物だ。その誇りを忘れてはいけないよ」

　ブラッドは「君を怖がらせるようなことはしたくなかったけど」と呟くように言うと、腰に下げた日本刀をすばやく抜き、陽太に襲いかかってきた。

　突然のことで、悲ひ鳴めいをあげることすらできなかった。上からのしかかられ、さらに、喉のど元もとに刃やいばを突きつけられた。身動きが取れず、ごくりと唾つばを吞み込む。

「……いいかい？　僕は今だってこのとおり、君を簡単に殺すことができる。だけど、殺さない。殺すつもりがないからだ」

　ブラッドはそれを証明しようと、刀を陽太の喉から離した。そして今度は、刀の柄つかを陽太に握らせた。右手にずっしりと重みが載のる。

「これは銀製の刀だ。対吸血鬼用につくられた武ぶ器きさ。吸血鬼の急所は知っているかな？　その刀で心臓を一突きされれば、僕は死に、やがて灰はいとなる。首を切り落とすのもいいだろう」

　ブラッドは跪ひざまずき、胸に手を当て、頭こうべを垂たれた。まるで、忠ちゆう誠せいを誓ちかう騎き士しのように。

「これで、僕の命は君の手に委ゆだねられた。生かすも殺すも君次し第だいだ。僕のことを信じられないというのなら、今ここで遠えん慮りよなく殺せばいいさ」

　そして、ゆっくりと瞳を伏ふせる。

「……だけど、どうせならこの命を、君を守ることに使わせてほしい」

　これまで見せていたふざけた態度とは違い、ブラッドは真剣だった。彼の切せつ々せつとした訴えは、陽太の心を動かした。じわり、と体に熱が染み渡っていく。

「君と僕とは表裏一体だ。吸血鬼に狙われる人間と、人間を守る吸血鬼。カセットテープみたいなものさ。君がＡ面で僕がＢ面。……あ、いまどきの子はカセットなんて知らないかな」

　胡う散さんくさい言葉を紡つむぐ、陰かげりのない力強い口調。

　彼を信じる？　信じない？

　陽太は自分自身に問いかけた。

　人間と吸血鬼。食う食われるの関係にある者同士が、仲良く共に生きることなど、ありうるのだろうか？

　おだやかな笑みを浮かべる口元からは、長い牙が覗のぞいている。それが、やはり陽太に不安を抱いだかせた。この男は自分を油ゆ断だんさせておいて、血を吸う機会を耽たん々たんと狙っているのかもしれない、と。

　だが、そんな疑念を、同時に否定している自分もいる。ブラッドにとってみれば、無力な陽太を殺すことなど容易たやすいだろう。油断させる必要なんてどこにもない。今この瞬間にでも、彼は赤子の手を捻ひねるように、自分を喰い殺すことができるのだから。

　そうしないのは、彼の言うとおり、本当に自分を守るつもりでいるからなのだろうか？

　彼は吸血鬼だ。諸もろ刃はの剣つるぎだ。いつ自分に牙を剝むくかはわからない。

　だけど、それでも、その揺ゆるぎのない真まっ直すぐな瞳には、どうしても心が動かされてしまう。彼は再さい三さん、自分を助けてくれた。現状、陽太にはほかに頼れる者がいないのだ。相手が吸血鬼だろうと、どんな化け物だろうと、今はもう彼に縋すがるしかなかった。

「……わかった。お前の言うことは信じるよ」

　刀を返すと、ブラッドはすこし嬉うれしそうな顔をした。ほっとしたようにも見えるし、こうなることを予あらかじめわかっていたかのようにも見える。

「……でも、こんなところにはいたくない。帰りたいんだ」

　全身の力が抜け、陽太はその場にしゃがみ込んだ。冷ひや汗あせで湿しめった髪を搔かきむしり、ため息交じりに呟つぶやく。

「もう、いやだよ……」

　限界だった。

　こらえることができない。ほの暗い洞窟の中に、陽太の嗚お咽えつが響き渡る。

「家に帰りたい。町に戻りたい。学校に通いたい。今までどおりの普通の暮らしがしたい。なんだよ、吸血鬼って。もううんざりだ。なんで、こんなことに……っ！」

　自分はただ、いつもと同じ生活をしていただけだった。普段どおり学校に行き、勉強し、帰宅し、また次の日の朝がやってくる。そのはずだった。

　それがまさか、こんなことになるなんて。

　もう二度と、元には戻らない。

　あんなに毛嫌いしていた、つまらない毎日が、今はこんなにも恋しい。

「……くそ、どうすればいいんだ」

　家には帰れない。叔父も叔母も、もう人間ではない。学校にだって、吸血鬼がいるかもしれない。相沢みたいに、ほかにもクラスに紛まぎれているかもしれない。相沢だって、また襲おそってくるかもしれない。どこへ行っても、吸血鬼が待ち構えている。八はつ方ぽう塞ふさがりだ。何もかも吸血鬼のせいだ。あの化け物が、すべてを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまった。

「……吸血鬼なんか、みんな死んでしまえばいいのに」

　思わず口から漏れた言葉に、陽太ははっと顔を上げた。目の前の男が、すこし悲しげな顔をしている。当然だろう。この男も吸血鬼なのだから。

「ごめん……その、俺──」

　いくら自や棄けになっているとはいえ、心ないことを口走ってしまった。だが、ブラッドは陽太を責せめることなく、ただ申し訳なさそうに眉を下げる。

「いや、謝るのは僕のほうだよ。僕がついていながら、君の家族を守れなかった」

　返事をする代わりに、陽太は静かに首を左右に振った。

　ブラッドは何も悪くない。悪いのは危き害がいを加えた相沢だ。それから、何もできなかった、無力な自分自身のせいでもある。

　大きなため息をひとつ吐き出す。

「……今さらこんなこと言っても、遅おそいけどさ」

　陽太は両りよう膝ひざを抱え、俯うつむいた。鼻を啜すすりながら、言葉を紡つむぐ。

「あんな家出ていきたいって、ずっと思ってたんだ。居い候そうろうの身で、肩身が狭せまくて、息苦しくて、きつかった。あの家がなくなったら、俺の人生もすこしは楽になるかな、って考えたこともあった。……でも、違った。全然楽じゃない。帰る家がないって、こんなにつらいことなんだな。知らなかった。今になって気づくなんて」

「今だからこそ、気づいたんだよ。人間というのは、失って初めて、その存在の大きさを知る生き物だからね」

「そっか……」

　弱々しく返し、うなだれた。

　自分はこれから、どうなってしまうのだろうか？

　不安と恐怖が心の中で渦うず巻まいている。まるで洪水の濁だく流りゆうのようだ。勢いよく吞み込まれ、今にも目の前が真っ暗になりそうだった。

「……なあ、俺はこれから、どうすればいい？」

　縋るような視線をブラッドに向けると、

「まずは、現実を受け止めるんだ」

　と真ま面じ目めな顔で返された。

「いいかい？　君も嫌というほどわかっただろうけど、この世界には僕らのような人間以外の生き物が存在している。人間に交じって生活している吸血鬼だっている。吸血鬼にも個体差があるんだ。温おん厚こうな者もいれば、強きよう暴ぼうな者もいる。相沢のように、彼らは人間を襲うことだってある。君が襲われたようにね」

「……うん」

　痛いほど思い知った。吸血鬼は実在する。それは紛まぎれもない事実だ。もう自分の目をごまかすことはできない。

「──そういえば」突然、ブラッドが思い出したように言った。「君の名字は、日くさ下か部べだったよね？」

「そうだけど」

「もしかして、君のお父さんの名前は、日下部陽よう一いち郎ろうじゃないかな？」

　陽太ははっとした。

　日下部陽一郎。それは確たしかに父の名だ。

「どうして、父さんの名前を──」

「やっぱりそうだったのか。道どう理りで、どこかで聞いた名字だと思った」

「父さんを知ってるの？」

「ああ」ブラッドが頷く。「同業者だったからね」

「同業者？」

　どういうことだ、と陽太は顔をしかめた。

「吸血鬼ハンターだったんだよ、君のお父さんは。悪の吸血鬼と戦うことを、仕事としていたんだ。僕と同じようにね」

　ブラッドの言葉を、陽太は鼻で笑い飛ばした。

「吸血鬼ハンター？　なに言ってんだよ。父さんはただの学者だぞ」

　陽太の父はロボット工学の研究者だった。大学でも客きやく員いん教きよう授じゆをしていた。筋すじ金がね入りの理系人間で、吸血鬼なんて非科学的なものとは、ずいぶん遠い立場の人間のはずだ。

「それは彼の表の姿だ。君の父さんは吸血鬼ハンターとして戦い、僕と同じようにこの町の平和を守ってたんだよ」

「噓うそだ、そんなの」

「噓じゃない。日下部陽一郎は、あらゆる吸血鬼に狙われていた。その血が特別だったからだ。ほら、人間にも蚊かに血を吸われやすい体質の者がいるだろう？　それと似たようなものさ。彼の血は美び味みで、なおかつ不思議な力を持っていた。そのせいで命を狙われた。だから彼はあえて、吸血鬼ハンターになったのさ。戦い、力をつけ、吸血鬼を駆く逐ちくし、この世界に平和をもたらそうとした。吸血鬼の間では有名なハンターだったよ。彼に遭あえば命はない、とね」

　そんなことを急に言われても、すぐに信じられるわけがない。

　しかし、ブラッドの言うことが本当だとしたら、あの夢の説明がつく。もしかしたら父も母も、交通事故ではなく、本当は吸血鬼に襲われて死んでしまったのではないだろうか。あの夢は、そのときの記憶の断だん片ぺんなのではないだろうか。

「仮にお前の話が本当だとしても、父さんはもう死んでいるんだ。俺を助けてくれるわけじゃない」

「そう悲ひ観かんすることはないよ。吸血鬼から命を狙われ続けた日下部陽一郎だって、結婚し、子どもが生まれ、幸せな家庭を築きずいていたんだから」

　どうも話が嚙み合わない。

「何が言いたいんだ？」

「すべては努力次第だということさ。君が普通の生活を送れるかどうかは、君自身の力にかかっている。君が現実に立ち向かえるかどうか、自らの生活を脅おびやかす者を相手に戦うことができるかどうか、がね」

　ようやく、ブラッドの言いたいことがわかってきた。

「つまりお前は、俺に吸血鬼と戦えって言うのか？　父さんみたいに」

「そういうこと」と満面の笑みでブラッドが頷く。

　陽太はすぐに首を振った。

「無理だよ」

　何が吸血鬼ハンターだ。

　そんなのは御ご免めんだ。

　ブラッドの話を信じるかどうかは別として、もうこれ以上、吸血鬼なんかと関わりたくはなかった。ただでさえ命を狙われているというのに、わざわざ危険を冒おかすような馬鹿な真似はしたくない。ましてや、吸血鬼ハンターになるなんてまっぴらだ。自ら命を捨てにいくようなものじゃないか。

「俺は吸血鬼とは戦わない。吸血鬼ハンターになんか、なりたくない。俺は別にこの町の平和なんてどうでもいいし、父親がなんだろうと関係ない。正義のヒーローごっこなら、お前ひとりで勝手にやってろよ」

　するとブラッドは、何度か瞬まばたきをして、首を傾かしげた。

「僕は別に、君に吸血鬼ハンターになれとは言ってないけど？」

「……え？」

「君に、世界平和のために戦う正義のヒーローになってほしいだなんて、微み塵じんも思ってないよ。それは僕の仕事だ」

「じゃあ、どうして──」

　吸血鬼と戦え、なんて言うのだろうか。

「ただ、自分の身は自分で守れる程度に成長してほしいのさ」

　ブラッドの表情が、厳きびしいものに変わる。

「理由はわからないが、あの相沢という吸血鬼は君を狙っている。また襲ってくることだろう。そんなとき、君はどうするんだい？　強くなる努力もせずに、無抵抗のまま殺やられるだけかい？」

「それは……」

　続ける言葉が見つからなかった。

　自分だって死にたくはない。今日一日で、嫌というほど思い知らされた。

「だったら、お前が相沢を倒してくれよ。あいつさえいなくなれば、俺が命を狙われることもないだろ？　な？」

　頼むよ、と頭を下げたが、ブラッドは頷いてくれなかった。

「それは無駄だ」

「できないのか？　お前じゃ相沢は倒せないの？」

「そうじゃない。あの吸血鬼は僕の足元にも及ばないよ」

「だったら──」

「問題はそこじゃないんだ。相沢が君を狙う理由を知っているかい？」

　訊きかれて、思い出す。

『何も今すぐ殺すわけじゃない。俺は頼まれたんだ、お前を連れてくるようにな』

　あのとき、相沢はそう話していた。

「わからない……でも、誰かに頼まれたって言ってた」

「そう。彼はきっと、何者かに雇やとわれているんだ。相沢を倒したところで、どうせまた別の吸血鬼がやってくる。黒幕を潰つぶさない限りは、同じことの繰り返しだ。僕が本当に倒さなければいけないのは、その黒幕のほうだ。だけど、どれだけかかるかわからない。その間、また別の輩やからが君を襲うかもしれない。僕だって、できる限りのことはするつもりだよ。けれど、守られることに慣れてもらっては困る。僕は君だけのボディガードじゃないんだ。常に傍そばにいてあげられるとは限らないからね」

　ブラッドの厳しい言葉が、次から次へと陽太の心に突き刺さる。

「ひとりで十分に戦えるくらい強くなったら、また狩兎町に戻ればいい。そして、どこかに落ち着いて、今までどおり学校に通えばいい。また吸血鬼に襲われたとしても、撃げき退たいするくらいの力と度胸を身につけて、ね」

　吸血鬼とひとりで戦う。

　果たして、そんなことが自分にできるのだろうか。

「……そんなの、無理だ」

「どうして？」

「どうしてって、当たり前だろ。俺はただの高校生なんだよ。ごく普通の人間なの。格かく闘とう家かでもないし、超能力者でもないんだ。あんな化け物相手に戦えるはずがない」

　吸血鬼に襲われたときの恐怖が、まだ体に残っている。思い出すだけで膝ひざが震ふるえた。

「今日だって、戦うどころか、何もできなかった……殺される寸前だったっていうのに」

「だけど死ななかった。僕がいたから」

　ブラッドは、陽太の顔を覗き込んだ。そして、小さな子どもを安心させるような、やわらかい口調で語りかけてくる。

「大丈夫、君はひとりじゃない。僕がついてる。僕は君の味方さ。君が強くなれるよう、僕がしっかりサポートするから。ほら、自転車の練習みたいなものだよ。最初は無理だと思っていても、練習するうちに体が覚えてきて、いつかはちゃんと乗れるようになる」

　心強い言葉だった。真っ暗な心の中に、ひとつ明かりが灯ともったような、そんな気さえした。

「さあ、どうする？　このまま敵に怯おびえながら過ごすか。それとも、生きるために戦うか」

　ブラッドが片眉を上げて問いかける。

「君の叔父さんたちは、なんのために君を守ったんだ？」

　ブラッドのその一言に、陽太はぐっと息を吞んだ。

　絶対に、生きて──叔母は最後にそう言った。ここで陽太が吸血鬼に殺されでもすれば、彼女らの命が無む駄だになる。自らを犠ぎ牲せいにしてまで、自分を守ってくれた叔父たちの姿を思い返し、とうとう何も言えなくなった。

　絶対に、生きて、元の場所に戻りたい。今までの生活を、まったく同じように復元できるわけではないかもしれないけれど。

　そのためには、

「……わかった」

　そう言うしかなかった。

　元の生活を取り戻すために。

　もう二度と、他人が自分の犠牲にならないために。

　強くなることしか、陽太に道は残されていなかった。

「俺、やってみるよ」

　覚悟を決めて頷くと、

「その意気だ」

　頭の上から明るい声が降ってきた。

「とりあえず、今日はもう寝よう。夜も遅いし、いろいろあって疲れただろう？」

　ブラッドの言うとおり、心も体もぐったりだ。あまりにいろんなことがありすぎて、頭の中もぐちゃぐちゃだった。今はとにかく、ゆっくりと休みたい。

「僕のベッドを貸してあげる。ちょっと狭いけど、寝ね心地ごこちは悪くないと思うよ」

　と言いながら、ブラッドが棺桶の蓋ふたを開けた。

　通説どおり、吸血鬼はやはり棺桶の中で眠るらしい。ブラッドのそれは、ゴシック調の金の装飾が施ほどこされた、派は手でなものだった。こんなに煌きらびやかな寝床だと、ますます落ち着いて眠れそうにない。

「ほら、中に入って」

　ブラッドに促うながされ、陽太は仕方なく、棺ひつぎの中に身を横たえた。学生鞄を枕まくら代がわりにして。

「お前は、どこで寝るんだ？」

「僕はまだ寝る時間じゃない。朝までちゃんと見み張はっておくから、安心して」

　ブラッドは努つとめて明るく振る舞っている。それは陽太にもわかった。元気づけようとしてくれているのだろう。

「おやすみ、陽太くん」

　ブラッドが静かに棺桶の蓋を閉める。

　視界が真っ暗になった。

　目を閉じれば、頭の中に甦よみがえってくる。自分に襲いかかる、相沢の顔。得体の知れない化け物が追いかけてくる恐怖。それから、叔父たちの、変へん身しんした無む残ざんな姿。今夜の出来事が、目に焼きついて離れない。耳にこびりついて離れない。

　叔父も叔母も、吸血鬼と化し、自分を喰い殺そうとした。その事実を、いつまでたっても受け止めきれない自分がいる。

（俺のせいだ）

　自分が殺されていれば、相沢から逃げなければ、二人は殺されずにすんだのに。自分が代わりに死ねばよかったのに。

（俺なんかのために、叔父さんたちは）

　ひとりでに涙がこぼれる。

　今までの肩身の狭い生活のほうがましだった。親しん戚せき中に持てあまされて、たらいまわしにされていたほうが、断然よかった。これまでとは比べ物にならないほどの、この救いのない悲惨な現状に、陽太は打ちひしがれ、また嗚咽を漏もらした。

「……陽太くん」

　棺桶の外から、ブラッドが声をかけてくる。

「すこしだけ、僕の話を聞いてくれるかな。そのままでいいから」

　囁ささやくような、小さな声だった。

「さっきも言ったけど、人間の家には、吸血鬼を拒こばむ結界があるんだ。透明な、ガラスの壁みたいなものでね」

　ブラッドの声は、すぐ近くから聞こえてきた。棺桶に寄より添そっているのだろう。

「そのため、僕たち吸血鬼は、勝手に人間の家に入ることはできない。その家の住人が死んでいれば、結界は消え、中に入れるようになる。君の叔父さんも叔母さんも吸血鬼になってしまったのなら、一度死んだということだ。つまり、結界は消える。だから僕は、あの部屋に入れると思った」

　棺桶の中にいる陽太からは、ブラッドの顔は見えない。彼が今、どんな表情をしているのかわからない。それでも、彼の微笑みが自然と目に浮かんできた。それほどおだやかで、優しい声だった。

「……だけど、僕は弾かれた。おかげで頭をぶつけてしまった。まだすこし腫はれてるよ。叔父さんたちが死んでも、家の結界は残ったままだったんだ。なぜだと思う？」

　訊かれても、陽太は黙ったままでいた。喋しやべる気力もなかったし、質問の答えもわからなかった。

「君がまだ生きてるからさ」

　ブラッドは「つまり、何が言いたいのかというとね」と、言葉を続ける。

「君は、肩身の狭い思いをしていたかもしれない。だけどね、叔父さんや叔母さんは、君を本当の家族だと思ってたんだよ。君はあの家の住人で、正しよう真しん正しよう銘めい、あの家族の一員だったんだ。だから、その絆きずなが結界に反はん映えいされたんだと思う」

　と言ってから、ブラッドは大きなため息をひとつこぼした。

「……ごめんね。今さらこんなこと言ったって、なんの慰なぐさめにもならないよね」

　ブラッドはもう一度「おやすみ」と言った。それきり、何も喋らなくなった。再びあたりが静まり返る。

　それから陽太は、ひたすら声を殺して泣いていた。

（俺は、馬鹿だ）

　痛いほどわかった。

　──親戚っていっても、ほとんど他人みたいなものだし。

　昼間の自分の言葉を思い出す。

（何が、他人みたいなもの、だ）

　命がけで自分を守ってくれた人たちに、よくそんなことを言えたものだ。

　もっと、仲良くすればよかった。後悔ばかりだ。今になって、あの家をこんなにも愛いとおしく思うなんて。

（本当に馬鹿だ）

　どんなに悔くいても、二人は戻ってこない。

　涙が止まらなかった。

「……うちに帰りたい」

　棺桶の中の小さな呟きは、ブラッドに聞こえただろうか。
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　棺かん桶おけの中は、思いのほか快かい適てきだった。寝ね相ぞうはいいほうなので、窮きゆう屈くつな場所でも特に不自由はない。すこしだけ息いき苦ぐるしかったが、この狭せまさが逆に安心感を生み、泣き疲れた陽よう太たは無防備にもぐっすりと眠ってしまっていた。

　目を覚まし、両手で棺桶の蓋ふたを押し開けて顔を出したときには、もうすでに日が暮くれようとしていた。洞どう窟くつの口から、橙だいだい色いろの光が射さし込んでいる。ずいぶん長いこと眠っていたようだ。

「おはよう、陽太くん」

　ブラッドはすぐ傍そばにいた。大きな石に腰こしかけ、こちらに微笑ほほえみかけている。

「すこしは落ち着いたかな？」

　陽太は何も言わず頷うなずいた。

　昨日きのうよりかは幾いく分ぶんましだ。体も心も。泣きすぎたせいで両目がひどく腫はれているが、体調は悪くはない。食欲もあり、腹も減へっている。そういえば、昨日きのうから何も食べていなかった。

　腹の虫を鳴らした陽太に、ブラッドが白い袋を投げてよこした。コンビニの袋だ。陽太のために買ってきてくれたのだろう。中にはおにぎりやらパンやら、そのほかにも非常食がたくさん入っている。さらには、チョコレートやスナック菓が子しまで。

「食べていいの？」

「約束したからね」ブラッドは頷く。「ついてきたらお菓子をあげる、って」

　あんな約束を覚えていたのかと、つい噴ふき出してしまった。

「そういえば、そうだったな」

「おや、久しぶりに笑ってくれたね」

　ブラッドが目を細めて喜んだ。

　陽太は棺桶を閉じ、その上に座った。それから、袋の中身を手当たり次し第だいに貪むさぼった。水を一気飲みし、またおにぎりを口に運ぶ。

　喉のどに詰つまらせた陽太を見かねて、

「飲むかい？」

　と、ブラッドがペットボトルを差し出した。中には真っ赤な液体が入っている。それが血に見えたので、陽太はぎょっとした。

　ブラッドは苦笑する。

「ただのトマトジュースだよ」

　恐おそる恐る、ボトルの口に鼻を近づけると、確かにトマトジュースの匂いがした。喉に流し込めば、疲れた体に酸さん味みが沁しみ渡り、心地よかった。

「お前は、人間の血を飲まないの？」

　ふと、訊きいてみた。ずっと気になっていたことだ。ブラッドは吸血鬼なのに、陽太を襲うようすはない。

「飲もうと思えば飲める。だけど、かれこれ十年は飲んでないよ」

「腹、減らない？」

「代わりに、動物の血を飲んでる。その辺へんの野生の生き物を捕まえてね。ちょっとだけもらって、すぐに逃がしてあげるんだ」

「なんで？　人間の血が嫌いなのか？」

　どうしてそこまでして人間の血を忌き避ひするのか。その理由を問えば、ブラッドは真ま面じ目めな顔で答えた。

「嫌いなんじゃない、怖いんだよ」

「怖い？」

「そう、怖いんだ。自分を見失うのが」

　ブラッドは目を伏ふせた。

「人の血はご馳ち走そうだ。まろやかで、口当たりも、香りもいい。だけど、食べ過ぎると毒だ。人間の血の味に馴なれてしまえば、いつでも生き血を求めるようになる。やがて、見み境さかいなく人を襲うようになってしまう。人間だって、酒に溺おぼれてアルコール中毒になるだろう？　それと同じさ。だから僕は、余よ程ほどのことがない限りは、空腹をトマトジュースでごまかすか、動物の血ですませるようにしてるんだ」

「……そうか、吸血鬼もいろいろ大変なんだな」

「まあね」

　彼がそこまでして節せつ制せいする理由はわからないが、軽かる々がるしい言動によらず、案外ストイックな性格をしているのかもしれない。

「さて、腹ごしらえもすんだことだし、そろそろ本題に入ろうか」

　ブラッドはぽんと手を叩たたき、腰を上げた。

「これから君に、吸血鬼と戦うための知識や技術を教える。まずは戦いの第一歩、相手の弱点を知ることからだ」

　さっそく、ブラッドによる吸血鬼講こう義ぎが始まった。

「ところで、吸血鬼の弱点は知ってるかい？」

　吸血鬼の弱点。

　と言われて思いつくのは、やはり映画や小説の中での話ばかりだ。

「……ニンニク、とか？」

　吸血鬼はニンニクに弱いと、ホラー映画か何かで言っていたような気がする。

　陽太の回答に、ブラッドは苦笑を浮かべた。

「そうだね。確かに僕たち吸血鬼って、よくフィクションの世界では、ニンニクが苦手だとされているよね」

　洞窟の奥おくから、ブラッドはひとつの布袋を持ってきた。それを、陽太の前に置く。袋の中を覗のぞき込むと、皮を剝むいたニンニクの粒がたくさん入っているのが見えた。

「だけど、それは半分正解で、半分は間違いなんだ」

「と、言うと？」

「苦手な者もいれば、平気な者もいるってことさ」

「へえ、そうなんだ」

　それは知らなかった。……まあ、誰も知らないだろうが。

「何が弱点かというのは、その吸血鬼自身の強さに関係しているんだよ。図にして詳くわしく説明してあげる。紙とペンは持ってるかな？」

「あるよ」

「ほう、さすが高校生」

「……別に、普通だよ」

　紙とペンくらい、誰でも持っているものだ。そこまで感心するほどのことではないのに。

　ブラッドは陽太の学生鞄を見つめながら、しみじみと言う。

「いやあ、うらやましいな。僕も一度でいいから、高校生になってみたいものだよ。ブレザーにするか、学ランにするか……悩むところだ。僕はどちらでも似合うだろうから」

「……そうですか」

　ブラッドの戯たわ言ごとを聞き流しながら、ノートと筆ふで箱ばこを取り出す。

　ペンを手渡すと、棺桶を机代わりにして、ブラッドはノートに大きな三角形を描き込んだ。

「よし、本題に入ろう。吸血鬼には、始し祖そと呼ばれる者がいる。人間でいう、神様みたいなものさ。始祖は吸血鬼の創そう造ぞう主しゆで、すべての吸血鬼の源みなもとだ。つまりはこのピラミッドの頂点が、始祖というわけ」

　ブラッドは三角形の頂点を、小さな円まるで塗ぬった。

「吸血鬼は儀ぎ式しきを行うことで、ネズミ算ざん式しきに増えていくんだ」

「儀式？」

「儀式というのは、互いの血を飲み合うこと──つまりは、吸血鬼の繁はん殖しよく行こう為いみたいなものだよ。吸血鬼に咬まれたり血を吸われたりすれば、その人間も吸血鬼になる、とよく言われているけど、それは噓なんだ。血を吸われただけでは吸血鬼にはならない」

「そうなの？」

　それも知らなかった。

「うん。吸血鬼になるには手順があるんだ。まず、吸血鬼の承しよう認にんを受けなければならない。たとえば、僕が陽太くんの血を飲み、そのあとで、陽太くんが僕の血を体内に取り入れる。口から飲んでもいいし、傷口に塗り込んでもいい。そうすれば、君はたちまち吸血鬼になってしまう。これが吸血鬼の儀式さ。この条件さえ揃そろえば、死んだ人間でも吸血鬼として復活することができる。君の叔父さんと叔母さんも、そうやって吸血鬼になったんだ」と言ったあとで、ブラッドは眉み間けんに皺しわを寄せた。「……ごめん、嫌いやなこと思い出させちゃったね」

「いや、いいんだ。続けて」

　時間がたち、陽太の心にもすこしは整理がついた。これでも自分は男だ。叔父たちのことで、いつまでも泣いてばかりではいられない。

「始祖が吸血鬼をつくり、その吸血鬼がまた吸血鬼をつくる。始祖の血が濃ければ濃いほど、魔力が強い。下か位いにくだるにつれて、始祖の血が薄まり、弱点も増えていくんだ。逆に言えば、始祖の血が色濃く残っているほど、吸血鬼の力は強い。強い吸血鬼には、ニンニクが効きかない」

「へえ、そうなんだ」

　ブラッドはニンニクを一粒つまむと、

「ちなみに僕は」ぽいっ、と口の中に放り込んだ。「ニンニクは大好物だ」

（……自じ慢まんか？）

「僕たち吸血鬼は、魔力の強さによってカーストが分かれているんだ」

　ブラッドがノートに字を書き込んでいく。三角形の上に「強」と、下には「弱」と書き、その間を矢印で結んだ。

「魔力が強いと、空も飛べる。太陽の光は苦手だが、人間の姿になれば昼間でも動きまわることができる。ちなみに僕もそうさ」

　またさりげなく自分の強さを誇こ示じされたような気がしたが、「ふーん」と軽く流しておいた。

「それじゃあ、魔力の強さによって、いろんな吸血鬼がいるってこと？」

「そのとおり。理解が早いね。吸血鬼の中には、人間の姿に変身することはできても、夜しか活動できない者や、昼間は棺桶の中でずっと寝ているしかない者もいる。最下層の吸血鬼になると、人間の姿になれないので太陽の光に当たると灰はいになってしまうし、自我がなく、獣けもののように見み境さかいなく人間を襲うんだ。もちろん言葉を喋しやべることもできない。さらに儀式を行えるほどの魔力もない。言わば、ただの雑ざ魚こだね」

　ブラッドの説明を、陽太は一いち言ごん半はん句く漏もらさぬようノートに書き留とめた。高校の授業でさえ、ここまで真剣にノートを取ったことはなかっただろう。

「ここまでで、何か質問はあるかな？」

　陽太は頭を抱えて「うーん」と唸うなった。難しい試験問題に直面したときのように。

「……質問だらけだよ」

　わからないことばかりだ。何がわからないのかすら、わからない。理解しようと試みても、頭が勝手に拒きよ絶ぜつしてしまう。

「無理もないさ。君たち人間にとっては難しい話だろう。でも、これは数学の公式と同じだ。なぜ？　と考えちゃいけない。頭で理解しようとするより、もう丸ごと覚えてしまうしかないんだよ」

「なるほどな」

「これを君にあげよう。ロザリオだ」

　ブラッドはそう言って、ニンニクの入った袋と一緒に、十じゆう字じ架かのネックレスを手渡した。

「首にかけておくといい。これもニンニクと同じで、弱い吸血鬼にしか効かないけど、気休めにはなるだろう」

　確かに、ないよりはあるほうが心強い。

「それから」次に、水の入った小こ瓶びんを渡す。「これもあげる。聖せい水すいだ」

「聖水？」

　それは、無色透明の液体だった。においがあるわけでもない。どこからどう見ても、ただの水にしか見えなかった。

「教会で清めた水さ。吸血鬼にかけると──」ブラッドは瓶の蓋を開け、その水を二、三滴、自分の手の甲こうに落とした。「こうなる」

　火に水をかけたときのような、ジュッ、という音がして、ブラッドの手から白い煙けむりが上がった。だが、それ以上は何も起こらない。

「このとおり、僕のような魔力の強い吸血鬼には、あまり効かないけどね」

（……自慢か？）

「吸血鬼によっては、聖水をかけられると、火傷やけどのように皮ひ膚ふがただれてしまう者もいる。量が多ければ、体が溶けて灰になる。聖水も、ニンニクも十字架も、弱い吸血鬼には効果があるということさ。もし吸血鬼に遭そう遇ぐうしたら、とりあえず聖水をかけてみるのもひとつの手だ。相手の強さをはかるためにね」

　聖水は制服のポケットの中に、ニンニクは（臭くさくなるのが嫌なので）鞄の中にしまっておいた。

「吸血鬼の共通の特とく徴ちようは、君も知っているとおり、鏡に映らないということ。あと、写真にも写らない。そこで人間と見分けることができる。それから、吸血鬼の最大の弱点は、銀製の武器と木の杭くいだ。これは強さに関係なく、どんな吸血鬼にも効く。昨日、僕の日本刀を見たよね？」

「うん」

　ブラッドのベルトにしっかりと差してあるその刀は、銀でつくられていると言っていた。

「これも銀製、吸血鬼用の武器さ。銀製の武器や木の杭で心臓を突き刺されると、吸血鬼は灰となって死ぬ。覚えといてね」

　ブラッドは握っていたボールペンを陽太に手渡すと、腰を上げた。

「では、さっそく練習してみよう」

「練習？　なんの？」

「吸血鬼退治の予行練習さ。実際にどんなものか、体たい験けんしてみるんだよ」

　ブラッドは洞窟の出口へと向かう。陽太も立ち上がり、そのあとをついていった。
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「ゲッヘッヘッへ……美う味まそうな血の匂においがするなぁ、小こ僧ぞう」

　緊きん迫ぱくした空気が、あたりにぴんと張りつめている。冷たい夜風が吹き抜け、陽太はぶるりと体を震わせた。

　目の前には、一体の吸血鬼。

　深ふか紫むらさきの長い髪が風になびいている。赤い瞳に、尖とがった耳。長く鋭い爪は、人間を一撃で殺あやめることができるだろう。

　牙を見せつけるかのように大きな口を開け、吸血鬼は下品な声で笑う。

「ゲッヘッヘッヘ、俺様は泣く子も黙だまるイケメン吸血鬼、ブラッド様だァ！　貴様を血ち祭まつりに上げてやるから覚かく悟ごしやがれい！」

「ちょっとストップ」

「…………何かな？」

「盛り上がってるところ悪いんだけど、その小こ芝しば居い、必要なの？」

　洞窟の前に広がる平らな場所で、暗がりの中、陽太とブラッドは向かい合っている。ブラッドが課した吸血鬼退治の予行練習とは、ブラッド自身と戦う、というものだった。
















　出で端はなを挫くじかれ、ブラッドは唇くちびるを尖らせた。

「あのね、陽太くん。こういうのは、実戦そのものの雰ふん囲い気きづくりが大事なんだよ」

「……そうですか」

　なかなか面倒くさい吸血鬼だ。

「いいかい？　これは練習だけど、相手を殺すつもりで戦ってほしい。僕を本物の吸血鬼だと思ってね」

「思うも何も、本物の吸血鬼なんですけど」

「ちょうど腹が減ってたところだ！　お前を喰ってやるぞ、ゲッヘッヘッヘ！」

　ブラッドは吸血鬼役を熱演している。ふざけているようで、本気だ。油断している場合ではない。

（いかんいかん。しっかりしなければ）

　頭を振り、陽太は唇と一緒に気持ちを引き締めた。

　限りなく実戦に近い練習。相手は本物の化け物。

　武器代わりのボールペンを握にぎりしめ、目前のブラッドを見み据すえる。




「────遅いよ」




（…………え？）

　今、すぐうしろで声がした。

　聞き間ま違ちがいかと思ったが、そうではなかった。耳元に息遣いを感じ、背せ筋すじが凍こおりつく。

　目の前にいたはずのブラッドの姿は、消えていた。

「はい、チェックメイト」

　ひやりとした感かん触しよくが首に走った。

　喉のど仏ぼとけに、何かが当たっている。ブラッドの鋭い爪つめだった。身動きが取れない。すこしでも動けば首に切れ目が入るだろう。ごくり、と唾つばを吞み込んだ。

「あー、だめだめ。全然だめ」

　ブラッドは大げさに嘆なげきながら、陽太から体を離した。両手を広げ、肩をすくめている。

「戦いの基本がなってない。先が思いやられるよ」

　そんなことを言われても、と陽太は口をへの字に曲げた。これまで陽太は、戦いとは無縁の人生を送ってきたのだ。吸血鬼と戦うどころか、人間と殴なぐり合いの喧けん嘩かすら、ろくにしたことがないというのに。

「これからみっちり、吸血鬼との戦い方を教えてあげないとね」

　ブラッドの表情はどこか楽しげだ。新しいおもちゃを見つけた子どものような、無邪気な表情ではない。どちらかといえば加か虐ぎやく的てきな表情だ。

「何事も基本が肝かん心じんだ。ポイントは三つ」

　ブラッドは人指し指を立てた。

「その一、相手をよく観察する」

　そして、いきなり間合いを詰つめてきた。拳こぶしを構え、今にも殴なぐりかかってきそうな勢いだ。

「右かな？　それとも左？」

　ボクシングのファイティングポーズを取ったまま、ブラッドが挑発的に笑う。リズムを取りながら小刻みに動く体を、言われたとおり陽太はじっと観察した。わずかに右半身に力が入ったかに見えた。

（──右、だ）

　とっさに顔の右側を腕でガードする。

「く、っ」

　ブラッドの拳が陽太の前腕に軽く当たった。ほっとしたのも束つかの間ま、間かん髪はつ入れずに次の攻撃がやってきた。左半身に衝しよう撃げきが走る。

（やられた！）

　拳を構えていたから、てっきりパンチがくると思い込んでいた。

　まさかのキック。フェイントだ。

「残念」

　ブラッドがぺろりと舌を出す。

「こっちでしたー」

　左の横腹に蹴りが入ったとわかったときには、すでに陽太の体は傾かたむいていた。

「う、わっ」

　握っていたボールペンが手のひらから離れる。そのまま倒れ、無様に地べたに転がっていると、ブラッドがまた指を立てた。次は二本。

「その二、思考を停止させない」

　ブラッドが上から飛びかかってくる。はっとして転がるように避けると、地面に彼の拳がめり込んだ。ドゴ、という音とともに、衝撃を受けた部分がべこりと凹へこむ。そのすさまじい威い力りよくに、陽太の顔は青くなった。

　ブラッドが指を立てる。今度は三本だ。

「その三、利用できるものはなんでも利用する」

　ブラッドはボールペンを拾い上げると、それをすばやく陽太の胸元に宛あてがった。

　勝負あり、だ。

　ブラッドは余裕の表情で、ペンをくるくると回して遊ばせている。

（だめだ、手も足も出ない）

　圧倒的な力の差に、打ちひしがれる気すら起きなかった。ブラッドは本気を出していない。けれど、手加減されていることにすこしの悔くやしさもなかった。むしろ、もっとハンデがほしいところだ。こちらはまだ戦いの初心者なのだから。

「無理……お前強すぎ」

　化け物だ。文字どおり化け物だ。これが吸血鬼の実力なのだろう。これから自分は、こんな化け物とひとりで戦わなければいけないのか。恐怖を通り越して憂ゆう鬱うつになってくる。自分なんかが立ち向かえるはずがない。こんな土ど俵ひように、自分を投とうじないでもらいたい。と、うしろ向きな考えばかりが頭に浮かぶ。

　ほとんど動いていないというのに、息はすっかり上がっていた。力だけでなく、体力もない。我ながら困こまったものだ。

　土の上に座り込んでいると、ブラッドから檄げきが飛んできた。

「陽太くん、なに休んでるの。ほら、もう一回！」

　陽太はがっくりと肩を落とした。

「…………はい」
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　ブラッドに散さん々ざんしごかれ、陽よう太たはすっかり疲れきっていた。昨さく夜やとはまた違った種類の疲れだ。体中が痛い。あちこちに青あお痣あざもできている。ブラッドの指し導どうはなかなかスパルタだ。

　訓練に専念するため、学校にはしばらく休むと連絡を入れておいた。これからこんな生活が続くのかと思うと、なんだか滅め入いってしまいそうだが、昨日ほど閉鎖的な気分ではなかった。どうすればいいのかわからず、何もできなかった昨夜に比べれば、今はまだ希望が持てる。といっても、石ころ程度の大きさの希望でしかないが。

　棒のようになった足で、陽太は洞どう窟くつの中に戻った。ブラッドは大きな石に腰こしかけ、ナイフで木を削けずっている。吸血鬼退治の武器となる木の杭くいをつくっているようだ。

　陽太は腕時計を見た。時刻は夜の十一時を過ぎている。

　さて、もう寝よう。

　ブラッドにもらった毛布にくるまった。洞窟の中は冷ひえる。防ぼう空くう壕ごうの片かた隅すみで縮ちぢこまり、眠りにつこうとしたところ、

「さあ、今から出かけるよ」

　ブラッドの声が頭に降ってきた。仁に王おう立だちでこちらを見下ろしているブラッドに、陽太は面倒くさそうな視線を返す。

「出かけるって、どこに？」

「デート」

「…………」

「いやだから冗談だってば、そんな目で見ないで」

　ブラッドは爽さわやかに片目をつぶり、言い直した。

「実じつ戦せん訓練さ」

　嫌いやな予感がした。
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「俺は眠いんだよ。人間だからもう寝る時間なの。お前と違ってな」

　欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、陽太は不満を漏もらした。

　ブラッドに連れられてやってきたのは、洞窟からすこし離れた場所にある、別の森の中だ。

「……ところで、なんなのこの森。すっげえ不ぶ気き味みなんだけど」

　訊きけば、ブラッドは涼すずしい顔で答える。

「このあたりには、よく吸きゆう血けつ鬼きが出しゆつ没ぼつするんだ」

「そんな危ない場所に連れてくるなよ！」

　夜を迎えた森は、本当に気味が悪い。時とき折おり聞こえる風の音や動物の鳴き声が、その不気味さに拍はく車しやをかけている。もちろん人ひと気けはまったくない。あたりはうっすらと霧きりがかっていて、陰気な空気に包まれている。いかにも何かが出てきそうな雰ふん囲い気きで、肝きも試だめしでもしているかのような気分だった。身の危険をひしひしと感じ、寒くもないのに体が震える。

　こんな場所を丸腰で歩けるわけがないので、陽太も武器を携けい帯たいしていた。先程、ブラッドがつくった木き杭ぐいを右手に握ったまま、獣道を歩いていく。赤土で湿気が多く、ぬかるんでいる場所もあり、人間の足あし跡あともいくつか見つけた。十じつ中ちゆう八はつ九く、人間の形をした別の生き物だろうけれど。

　並んで歩きながら、陽太は隣となりの男に疑いの眼まな差ざしを向ける。

「……こんなところに連れてきて、まさか俺を喰べる気じゃないだろうな？」

「そんなに信用されてないんだ、僕って」

　ブラッドが苦笑を浮かべた。今は人間の姿をしている。

「これも君のためなんだよ。強くなるには練習あるのみ。ちゃんと特とつ訓くんしないとね」

　できないことを練習する。できるようになるまで、繰り返し練習する。当たり前のことだ。珍めずらしく理屈の通ったことを言われると、返す言葉が浮かばない。口を噤つぐみ、渋々歩く。

　しばらくして、

「──おっと、さっそくお出ましだ」

　ブラッドが足を止めた。

　かさかさと草の擦すれる音が聞こえた。木々の間で、何かが蠢うごめいている。

「お、おい、何かいるぞ！」

　──吸血鬼だ。

　陽太は思わずブラッドにしがみついた。

「吸血鬼がいる……っ！」

「大丈夫、大丈夫」

「何も大丈夫じゃないんですけど！」

「さあ、頑がん張ばって」

「え？　は？　えっ？」

　ぽん、と背中を思いきり押され、陽太は数歩前に飛び出した。

「グァ？」

　その足音に気づいた吸血鬼が、ぎろりと顔をこちらに向ける。そして、奇声を発した。

「グアァァァ！」

　人間というより、ほとんど獣だ。何を言っているのかわからない。言葉を喋れないということは、最さい下か層そうの吸血鬼だろう。口のまわりが赤く汚れている。動物の血を啜すすっていたようだ。その右手には、無残な野の兎うさぎの死し骸がいが握りしめられていた。

　ずいぶんと腹を空すかせていたようだ。陽太の顔を見たとたん、吸血鬼は兎を投げ捨て、襲いかかってきた。

「うわぁ！」

　間抜けな声をあげながら、陽太は後ずさった。

「陽太くん、練習どおりにやるんだ！　基本を思い出して！　大丈夫、君ならできる！」

　ブラッドは離れた場所から声せい援えんを送っている。手伝う気はないらしい。

「き、基本って、言われても……っ」

　ブラッドに教えられた戦いの基本を、頭の中で反はん芻すうする。

　──その一、相手をよく観察する。

　距離を保たもちながら、吸血鬼の動きを注ちゆう視しした。吸血鬼は両手を振り上げ、陽太を捕まえようとする。相手の体格は大きく、威圧感があるが、その分、動きは鈍い。攻撃を避けることだけはできる。陽太はひたすら、距離を取ることに徹てつしていた。

　ブラッドから助言が飛んでくる。「ただ逃げてばかりじゃだめだ、相手の隙すきを突くんだよ！」

　ブラッドは簡単に言うが、こっちは戦いの初心者だ。そんなことがいきなりできるはずもない。

「無理！　無理無理！　絶対無理！」

「無理って言わない」

「どうすればいいんだよ！」

「吸血鬼の弱点は？」

「心臓！」

「そう。どこから突き刺さそうが、心臓は心臓だ。真正面から向かっていく必要はない」

　再び、吸血鬼が飛びかかってきた。怖い。足がすくむ。まるで獰どう猛もうな虎とらを相手にしているような気分だ。虎と戦った経験もないのだが。

「ほんと無理！　助けて！」

　たまらずブラッドに駆かけ寄り、その背後に隠れた。

　吸血鬼はブラッドめがけて突進する。

「仕方ないな、僕が手本を見せてあげよう」

　ブラッドは肩をすくめ、日本刀を抜き、地面を蹴けった。

　大振りな吸血鬼の攻撃を見定めながら、脇わきの下をくぐるようにして、ブラッドは背後に回り込んだ。吸血鬼の背中から心臓に向かって、すばやく刃やいばを突き立てる。

　一瞬だった。流れるような、スムーズで無駄のない動き。抜ばつ刀とうから納のう刀とうまで三秒もかかっていないだろう。

　ブラッドの身のこなしに感心していたところ、

「グアァァァア！」

　吸血鬼は悶もだえ苦しみながら、地面に転がり、のたうちまわった。やがてその体は塵ちりとなり、風によって飛散していく。

「消えた……」

「そう。吸血鬼は死ぬと、こんな風に灰になってしまうんだ」

　話には聞いていたが、実際にこの目で見てみると不ふ思し議ぎな光景だった。人間と同じ外見をしたものが、一瞬で枯こ渇かつしたように、ひび割れ、灰と化し、土に還かえっていく。なんともいえない、奇妙で悲しい最さい期ごだ。

「お前も刺されたら、あんな風になるの？」

「試してみるかい？」

　と、ブラッドは冗じよう談だんめかして言う。

「まあ、僕の場合は魔力が強いから、彼のように一瞬じゃなくて、じわじわと灰になっていくだろうね」

　ブラッドが灰になる姿を想像し、陽太は首を振った。

「……なんか、吸血鬼を退治するのって、あんまりいい気分じゃないな。考えてみれば、あいつだってもともとは人間だったんだし」

　呟くと、ブラッドはやれやれと肩をすくめた。

「あのね、陽太くん。確かに、彼らは人間だった。でも、今は違うんだ。殺やらなきゃ殺られる。敵の身を案じている場合じゃないよ」

　ブラッドの苦く言げんに、陽太も頷うなずくしかなかった。

（そうだ、殺やらなきゃ殺られるんだ）

　甘いことを考えてはいけない、と自分に言い聞かせる。

「さっきのような動きの大きな吸血鬼は、ああやって隙を突くのがいちばんだよ」

「そんな簡単にできるわけないだろ」

「やれるさ。恐怖を抱いだかなければね」

　それができれば苦労はしない。人間の陽太にとってみれば、今でも吸血鬼は（目の前の男を除いて）恐ろしい化け物に変わりない。恐怖を抱かずにいるなんて、無理な話だ。

「そんなこと言ったって、怖いもんは怖いんだよ」

「そのうち馴なれるさ。ホラー映画も最初は怖いけど、二度目になると平気でしょ？　それと同じことだよ。今は繰り返し練習して、吸血鬼に馴れるしかないんだ」

　言葉を交わしながら、二人はさらに森の奥へと進んでいく。

　数分の間、歩いていると、

「次は、すこし難なん易い度どが高くなるよ」

　ブラッドは足を止め、視線の先を指差した。

　目を凝こらすと、いた。見えた。吸血鬼だ。それも二体も。青い服と黒い服を着た、若者風の男たち。声を聞きつけて寄ってきたのかもしれない。

「ほら、すぐ構えて！」

　ブラッドに急かされ、陽太は相手に向き直り、再び杭を握りしめた。

　奇声をあげながら、吸血鬼が飛びかかってくる。陽太は杭を振り上げたが、身動きが取れない。背後から、もう一体の吸血鬼に腕を摑まれてしまった。黒いほうだ。

「ぎゃーっ！」

　二体の吸血鬼に押さえ込まれ、陽太は情なさけない悲ひ鳴めいをあげた。額ひたいに冷ひや汗あせが滲にじむ。慌てて動いた拍子に、うっかり杭を地面に落としてしまった。

「この、やろ……っ！」

　拘こう束そくを解とこうと、じたばたと手足を動かしてもがく。だが、二対一では逃れられそうにない。このままでは喰くわれてしまう。

「ちょっと、助けて！　死ぬ死ぬ！」

　助けを求めたが、ブラッドは大きな木の枝に腰かけ、文字どおり高みの見物に徹てつしていた。「大丈夫。死ぬって言っているうちは死なない」

「くっそ、お前覚えてろよ！」

　薄情な言葉に舌打ちし、陽太はブラッドの言葉を思い返す。

　──その二、思考を停止させない。

（考えろ、考えるんだ。切り抜ける方法を）

　わかってはいるが、焦あせりのせいで頭が働かない。もうだめだ、と目を閉じかけた瞬間、頭上から水が降ってきた。

「グアァァァ！」

　水を浴びた吸血鬼が、頭を抱え、苦しげに唸り声をあげている。雨かと思いきや、違った。木の上から、ブラッドがペットボトルの水を振り撒いている。

（何やってんだ、あいつ）

　呆あつ気けに取られながらブラッドを見上げていると、むかつくほど爽さわやかな微笑ほほえみが返ってきた。

「聖水さ」

　軽かろやかに木から飛び降り、陽太の目の前に着地する。「僕が退たい治じするから、しっかり見ていたまえ」

「助けるなら最初からそうしろよ！」

「あまり手を貸しすぎるのは、成長の妨さまたげになると思ってね」

　ブラッドは、陽太が落とした木杭を拾い、右手に握り直した。黒いほうの腹に蹴けりを入れ、よろめいた隙に体を反転させ、うしろの吸血鬼と向き合い、胸に杭を突き刺す。

　青いほうの吸血鬼は死んだ。残りは一体。体勢を立て直して向かってくる。二、三度攻撃をかわしながら、ブラッドは間合いを詰め、吸血鬼の懐ふところに入り込んだ。すばやく正面から心臓を貫く。吸血鬼は灰と化し、崩れ去った。

　見事な手際で吸血鬼を退治し終えたブラッドは、陽太の方を振り返り、肩をすくめた。

「陽太くん、君は怖がりすぎだ。そんなことじゃ、いつまでたっても吸血鬼は倒せないよ」

「仕方ないじゃん、怖いんだから」

「君が怖がってるのは、吸血鬼じゃない。痛みだ。痛みが怖いんだろう？　君は、攻撃を食らうことに怯えている。戦って、怪け我がをすることを恐れているんだ。だから、正面から向かっていけない。体も心も逃げてしまう」

　確かに、ブラッドの言うとおりだった。図星を指され、陽太はぐっと押し黙る。

　陽太は今まで、暴力とは無縁の生活をしてきた。痛みには慣れていない。机の角で足の指をぶつけただけでも、涙が出てくるほどだ。殴られたり、斬られたり、咬まれたり、そんな痛みに耐えられるはずもない。想像するだけで、怖くてたまらなくなる。

　極力、痛みを感じたくない。傷つくのは嫌だ。怪我をしたくない。血を流したくない。死にたくない。そんな思いが、無意識のうちに戦いの中に反映されてしまっているのだろう。それが、今の自分の甘さだった。ブラッドは、そんな陽太の心を見抜いている。

「いいかい？　戦いには、大なり小なり痛みはつきものだ。死ぬことに比べたら、それぐらいはなんてことない。そう考えなくちゃ。肉を切らせて骨を断たつ、という言葉があるだろう？　もし敵に足を拘束されたら、自みずからその足を切り落としてでも反撃するんだ。それくらいの覚悟がないと、この世界では生き残れないよ。覚えておくといい」

　言い方は優しいが、ブラッドの言葉は厳しい。「……わかった」と、陽太は肩を落として返事した。

「さあ、もう一度やってみよう」

　そうこうしているうちに、また吸血鬼が現れた。先ほど倒した者たちの仲間なのか、同じような格好をしている。

　今度は、ブラッドに言われるよりも先に、陽太は杭を構えた。

　悔しかった。ブラッドの言葉に、何も言い返せない自分が。いつまでたっても何もできない自分が。叔お父じたちを死なせてしまったあのときから、少しも成長していない自分が。

　変わりたい。強くなりたい。ブラッドを見返してやりたい。そう思った。

　目の前の吸血鬼を睨にらみつける。

（やってやろうじゃないか）

　気持ちを奮ふるい立たせた。

「はああぁっ！」

　雄叫びをあげながら吸血鬼に突進し、その胸めがけて杭を振り下ろす。

「……あれっ？」

　だが、手ごたえがない。攻撃が外れた。避よけられてしまった。

「げっ」

　吸血鬼は陽太の腕を摑つかみ、牙を剝き出した。

　さっきまでの強気な態度は一転し、焦りが生しようじはじめる。

（や、やばい。まじでやばい）

　助けて──と、開きかけた口を閉じ、歯を食いしばる。

　ここでブラッドに助けを求めては、何も変われない。永遠に、同じ場所でずっと足踏みをしたままだ。

　自分の力で打開しなければ。

　逆の手でポケットを漁あさり、陽太は聖水を取り出した。

「このっ！」

　親指で蓋を押し開け、相手の顔めがけて中身を放つ。聖水が、吸血鬼の顔面を直撃した。吸血鬼は両手で目を押さえ、もがき苦しんでいる。顔から、白い煙けむりが立ちのぼっていた。どうやら効いたようだ。

　その隙に、陽太は杭を握り直し、吸血鬼の胸に力いっぱい突き立てた。振動が、手のひらに伝わる。人間を刺したというよりは、やわらかい肉を抉えぐるような、不思議な感触がした。

「ウ、グアアァ！」

　吸血鬼は絶叫しながら、今までの者たちと同じように、灰となった。風に流され、あっという間に消えてしまった。

　あたりがしんと静まり返る。

「…………やった」

　すこし置いてから、陽太は呟いた。徐じよ々じよに実感が湧き上がってきた。吸血鬼を退治したのだ。ついに、自分ひとりの力で。

「やった！　倒したぞ！」

　嬉うれしさのあまり、両りよう拳こぶしを高く突き上げた。

「見たか、ブラッド！」

　勢いよく振り返り、ブラッドに詰め寄る。

「よくやったね、陽太くん」

　得意げに胸を張る陽太を、ブラッドは手を叩たたいて祝福した。

「俺だって、やればできるんだよ」体にかかった塵をはたき落としながら、安あん堵どと疲労の交じった息を吐く。「……あー、でも怖かった」

　今さらになって体が震えた。吸血鬼に摑まれた手首には、赤い痣あざが残っている。

「素す晴ばらしい。つい昨日までは殺されかけて泣いていた君が、今はこんなにも立派に吸血鬼を退治してしまった」

　泣いていたというのは余計だ、と陽太は口を尖らせた。

「泣いてないし」

「泣いてたじゃん」

「半泣きだっただけだし」

「それは失礼」

　ブラッドは小さく笑う。

「それにしても、初めてにしてはなかなか見事だったね。吸血鬼に捕まっても、君は怯ひるまなかった。がむしゃらに攻めるわけでもなく、あえて聖水を使うという機転にも感心したよ。ずいぶん成長したんじゃないかな」

　最初に比べれば、吸血鬼の動きを目で追えるようになってきた。これもブラッドとの手合わせと、幾いく度どにもわたる実戦の成果だろう。

「でもまあ、聖水が効くくらいの弱い奴だったし」

「確かに、最下層の吸血鬼は弱い。自我のない、ただの餓うえた獣だ。攻撃は単直、猪ちよ突とつ猛もう進しん、ワンパターン。それでも、恐怖心を抱いたら戦うことはできない。君は成長しているよ。えらいえらい」

　頭をなでられ、つい頰が緩ゆるんでしまった。

　素直に喜んでいる自分に呆れる。あれほど警戒していた相手に対して、いつの間にやら根拠のない信頼を抱いてしまっているのだから。

「……単純だな、俺は」

「え？　何か言った？」

「別に！」

「どうしたの？　何怒ってるの？」

「怒ってない」

「怒ってるじゃん」

「怒ってない！」

「……なるほど、これが人間特有の反抗期というやつか。難しい年頃だもんね、高校生って」

　そんなことを呟きながら、ブラッドは再び歩きはじめる。

「えっ、まだやんの？　もう戻ろうよ、疲れた……」

　うんざりした顔で隣の男を見上げると、

「まだまだ、これからだよ」

　にこりと笑って、ブラッドはさらに足を速めた。こんな場所にひとりで取り残されてはたまらないと、陽太も渋しぶ々しぶそのあとに続いた。
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　月の明るい夜だ。満月が、まるでひとつの巨大な電球のように、あたり一面を照らしている。

　不気味な森を抜けると、人ひと気けのない道に出た。狩かる兎と町ちようの外れの、隣の市との境さかいにある区画。人の住んでいる気配はない。野良猫の鳴き声が聞こえるだけだ。道みち端ばたには、乗り捨てられた車。放置された田畑。まるで暴動が起こったあとのように、その一帯が荒あれ果てていた。森の中より、いっそう不気味さが増す。

「なんなんだよ、ここは……」

　初めて来た場所だった。十五年間、陽太はこの狩兎市に住んでいるが、市内にこんな廃すたれた場所があるなんて知らなかった。

「ゴーストタウンさ。地図にもない居住地だよ。表向きでは、人口減少と自然災害が相あいまって無人化したと言われている。だけど、本当の原因は違う」

「……吸血鬼、か」

「そういうこと」

　ここ数年の間に、吸血鬼によって滅ぼされた町。昔は若者の溜たまり場だった高こう架か下したや駐輪場も、今では吸血鬼の縄張りだ。

　路地裏をしばらく進むと、今度はどこからともなく鼻歌が聞こえてきた。こんな不気味な場所を、それもこんな時間に、普通の人間がうろついているとは思えない。

　嫌いやな予感しかしなかった。

「げっ……吸血鬼かな？」

「おそらく」

　鼻歌を歌えるということは、自じ我ががある。つまり──

「……それなりの魔力を持った、ね」ブラッドが呟くように言った。

　こつ、こつ、という靴くつの音が、どんどん近づいてくる。陽太は身構えた。

　しばらくして、男がひとり、姿を現した。赤い瞳に、尖とがった耳。顔がん貌ぼうはどこから見ても吸血鬼だが、珍しい格好をしている。深紅のスーツに黒いシャツ。明るい茶色の、大きく盛もった髪。ずいぶんと派手に着き飾かざった吸血鬼だ。

　その吸血鬼は、陽太とブラッドを見つけると、小走りで近寄ってきた。

「そこのキミたち！」

　元気よく声をかけられ、陽太は跳はね上がるほど驚いた。反射的に武器を向けると、吸血鬼は慌てて両手を突き出す。

「待って待って、怪しい者じゃないから！　そんな物ぶつ騒そうなものはしまってくれ！」

　どこからどう見ても、怪しい者としか思えない。

（……なんか、また変な奴が出てきたな）

　それにこの妙なテンション、どことなくブラッドに似ているような気もする。

「オレはこういう者なんだ」

　そう言いながら、吸血鬼は名めい刺しを手渡した。吸血鬼にも名刺を持っている者がいるとは、知らなかった。

　受け取ったのはブラッドだ。陽太はそれを横から覗のぞき込んだ。【Club Vampire＼オーナー　月つき影かげ聖せい夜や】──名刺にはそう書かれている。

「月影聖夜？」

　それがこの吸血鬼の名前らしい。本名ではないだろうが。

「クラブ・バンパイアって？」

「吸血鬼によるホストクラブだよ。眠れぬ夜を過ごす淑しゆく女じよのための楽園さ。……ところでキミたち、すごくカッコいいねぇ。こういう仕事、興味ない？」

　どうやら自分たちは、ホストにスカウトされているらしい。

　思いがけない展開に呆あつ気けに取られていると、ブラッドが隣でこっそり耳打ちしてきた。

「陽太くん、吸血鬼の話に耳を貸してはいけないよ。彼らは言葉を巧たくみに操あやつり、油断させるのが得意だからね」

「ああ、わかってるって」

　お前みたいにな、と心の中で付け加える。

　月影聖夜というその吸血鬼は、ブラッドに向かって、びしっと指を差した。「特にキミ！」

「……え、僕？」

　いきなり指名され、ブラッドも珍しく困こん惑わくしている。

「そう！　キミ、すごくいいよ！　顔もスタイルもいいし、モテるでしょ？　キミくらいのルックスだったら、すぐにウチの店のナンバーワンになれると思うなあ！」

　さすがはホストクラブのオーナーだ。白しら々じらしいお世せ辞じが、口からマシンガンのように飛び出してくる。

　ブラッドは照れ笑いを浮かべた。「そ、そうですか？　でも僕、そういう仕事したことなくて……」

「初心者大歓迎！　お酒飲めなくても大丈夫！　ウチはどこよりも条件いいよ！　スーツのレンタルもクリーニングも無料、引かれものも罰ばつ金きんも一切なし！　週一からでいいからどうかな？　うちで働いてみない？」

「あの、ちなみに、お給料ってどれくらいですか？」
















　横からブラッドの頭を思いきり叩たたくと、「いてっ」と情なさけない声があがった。

「痛いじゃないか、陽太くん。どうして叩くんだい？」

「お前、さっき自分で言ったこと忘れたの？　お前がいちばん耳貸してるぞ」

「そっちのキミもどうかな？　可か愛わいい系の子は、マダムからの需じゆ要ようが高いからねえ。友達と一緒に働いてみない？」

　月影聖夜が、今度は陽太に標的を移す。いきなり話を振られ、陽太は慌てて手のひらを振った。

「あ、いや、俺は結けつ構こうです。人間なんで」

「そうかぁ残念！　吸血鬼になったときは、是ぜ非ひうちの店においで！」

「……考えときます」

　吸血鬼になったとき──即すなわち、死んだとき、ということだ。あまり考えたくはない。





[image: ]






　月影聖夜と別れたあとで、「ちょっと休きゆう憩けいしよう」というブラッドの提案により、二人は近くの公園に立ち寄った。ずいぶん長いこと放置されているらしく、周囲は雑草が生おい茂っている。フェンスはところどころ破れて穴が開き、木製のベンチは腐くさりかけていた。

　公園に来るのは久しぶりだ。両親が生きていた頃は、よく遊んだものだ。五歳までのかすかな記憶がそう言っている。陽太はブランコに腰かけ、錆さびた鉄の鎖くさりを握った。やっぱり懐かしい感触がする。あの頃はブランコに乗ると、父親がいつも背中を押してくれていた。学者とは思えないほど、分ぶ厚あつくて大きな手だった。吸血鬼ハンターだったなら当然かもしれないな、と今では思う。

　ブラッドは、馬の形をしたスプリング式の遊具に乗っている。すこし体を動かすと、馬はぎしぎしと音をたてながら前後に揺れた。いくらブラッドが王子様のような美しい顔をしていようと、玩具の馬に跨またがった姿はずいぶんと間抜けだった。

　陽太は夜空を見上げ、

「……正義って、なんだろうな」

　と呟いた。

「正義？」長い脚を折りたたみ、馬に揺られながら、ブラッドが首を傾げる。「陽太くん、どうしたの急に」

「いや……なんかさ、わからなくなったんだよ」

「何が？」

「自分のやってることが」

　うまく説明できないのが、もどかしい。

　先ほど、あの月影聖夜という吸血鬼に会ってからというもの、陽太の心はどこか引っかかっていた。もやもやしていて、心地が悪い。

「吸血鬼の中には、あいつみたいに普通に暮らしてる奴やつもいるんだな、って思ってさ。そう考えると、わからなくなってきたんだ」

　陽太は地面を蹴った。ブランコが動きだす。ふわりと宙に浮く感覚に鳥肌が立った。立ち漕こぎをしてみようかと思ったが、久しぶりなのでやめておいた。

「いくら相手が吸血鬼だからって、ああいう奴らを退治することは、ちょっと違うような気がするんだよなぁ」

　吸血鬼は悪だ。吸血鬼を倒すことは正しいことだ。吸血鬼なんていなくなればいい。皆殺しにしてしまえばいい──初めはそう思い込んでいた。自分のすべてを奪った吸血鬼が、憎くてたまらなかったからだ。

　果たして、本当にそれでいいのだろうか？

　それは、本物の正義だと言えるのだろうか？

（違うんだ、たぶん）

　物事はそんなに単純ではない。現に陽太は先刻、月影聖夜の心臓に杭を打つことはできなかった。

　今までの陽太が、戦いとは無縁の場所にいたのと同じことだ。聖夜も、人間との争あらそいとはかけ離れたところで、平和な生活を営いとなんでいる。そういう者たちを退治することは、単なる虐殺にすぎないのではないだろうか。そう思った。

「……って、別にどうでもいいけど。俺には関係ないし」

　陽太は頭を搔かきむしり、体に力を加えた。ブランコが振り幅を増していく。

　すると、ブラッドが唐とう突とつに諳そらんじた。「──戦争とは、常に正義と正義のぶつかり合いである」

「なにそれ、誰の格言？」

「鈴すず木きブラッド」

「お前かよ。ってか、お前の名字って鈴木だったの」

「先ほどの君の質問はかなりの難なん題だいだね。何が正義かということは、その人物の立ち位置で変わってくる。この世界の人間の多くは、正義の反対は悪だと考えているが、それは非常に稚ち拙せつで危険な解釈だ。自分にとって正義であることは、相手に取ってみれば悪だろう？　正義という定義は非常に曖あい昧まいで、この世界では不思議なことに、相対する価値観が同時に正義として成り立つのさ」

　なに言ってんのかよくわかんないな、と陽太は夜空を仰あおいだ。星がきれいだ。

「つまり僕が言いたいのは、どう足あ搔がいても君のしていることは、誰かに取っては悪の行為になる、ということだよ。それに苦しむくらいなら、善悪の基準なんて捨ててしまえばいい。無駄な正義感は身を滅ぼすだけだ」

　ブラッドを乗せた馬の揺れが止まる。それに呼こ応おうするかのように、ブランコの動きがひとりでに止まった。

「君は最初に言ったよね？　世界の平和なんてどうでもいい、って」

　確かに、洞窟の中でそんなことを言った気もする。よく覚えているものだ。

「……ああ、言ったよ。悪いか？」

　世界の平和なんて考えている余裕はない。自分のことで精いっぱいだ。それは今でも変わらない。

「いや、それでいいんだよ。自分のために戦えばいい。自分を守るためだけにね。それを手伝うために、この僕がいる」

　心の中を読まれたような気がして、はっとした。

　もとより世界のために戦うつもりなどなかった。けれど心のどこかでは、そんな不ふ甲が斐いない自分を恥はじていることに、陽太はずっと気づかないふりをしてきた。

　父の話を聞かされてからというもの、自分とのギャップを思い知り、ずっと胸が痛んでいた。父はきっと勇ゆう敢かんで、いつも平和のことを考える、立派な吸血鬼ハンターだったはずだ。家族を守るために強くなろうと、常に前を向いていたはずだ。

　それに比べて自分はなんだ。父のように戦いに身を投じる覚悟もない。世界の平和なんて二の次で、己おのれのことばかり案あんじている。宿敵であるはずの吸血鬼の力を借りなければ、満足に戦うこともできない。情けない人間だ。痛いのは嫌だ。苦しいのも、きついのも、怖いのも嫌だ。嫌なことばかりで、それを避けて生きている。

　それなのに、ブラッドは「それでいい」と言う。

「僕だって、自分のために戦っているんだから」

　ブラッドは優しく微笑んだ。

「確かに、自我のある吸血鬼の中にも、相あい沢ざわのように凶きよう暴ぼうで好戦的な輩やからはいる。でも、それは少数派だ。ほとんどの吸血鬼は、僕や月影聖夜のように、人間と共存して生きようとしている。僕が倒している吸血鬼は、その共生社会から外れてしまった危き険けん分ぶん子しなんだ。わかるかい？」

「……うん、なんとなくは」

　陽太は曖昧な答えを返した。

　この世界はきっと、自分が思っている以上に、危ういバランスの上に成り立っているのだろう。

「吸血鬼がむやみやたらに人間を殺し続けたら、どうなると思う？　やがて吸血鬼の存在が世界中に知れ渡り、人間はなんらかの対策を講こうじなければならなくなるんだ。自らの種族を守るために、吸血鬼を駆く逐ちくしようとするだろう。つまり、人間対吸血鬼の戦争が起こる、ということさ。それは僕らの望む世界ではない。僕たちは誰にも知られず、ひっそりと生きていたいんだ」

「それでお前は、正義のヒーローになったのか？」

　訊けば、ブラッドは複雑な表情を浮かべた。

「正義の味方とか、ヒーローとか、そういうのはただの後付けだよ。本当の理由は所しよ詮せん、自分の居場所を失いたくないだけなんだ。自分本位で、不純な動機さ。ダークヒーローだなんて名乗って、同族を殺あやめる罪悪感に言い訳しているにすぎない。こんな僕に比べたら、君は立派だよ」

　ブラッドからは予想もしない言葉が返ってきた。

「立派？　お前に比べて？　どこが？」

　お前に手も足も出ないのに、と自じ嘲ちようすると、ブラッドはゆっくりと首を振る。

「人間は、自分の弱さを認めたがらない生き物だ。だけど君は、できないことをできないと言える。見栄を張ることなく、ちゃんと他人に助けを求めることができる。自分を飾ることもなく、正当化するわけでもなく、ありのままに、ね。簡単そうに見えて、なかなか難しいんだよ。何百年も生きてきた僕が言うんだから、間違いないさ」

「それって、ただ怖がりなだけなんじゃ……」

「そうとも言うかもしれないね」

　ブラッドは苦笑した。

「でも、怖がったっていいんだよ。怖いものがあるから、人は戦うんだ。何が正義だとか悪だとか、そんなものはどうでもいい。正しいことをしよう、正義を貫つらぬこうとすれば、あとになって悩むことになる。現に君の言ったとおり、僕たちが殺してきた吸血鬼だって、もともとは人間だったんだ。彼らにも家族がいたかもしれない。彼らの死を悼いたむ者がいるかもしれない。正義感なんてあやふやなものに囚とらわれると、いずれ軸じくがぶれる。自分のやったことは本当に正しかったのだろうか、自分は過あやまちを犯したんじゃないのだろうか、ってね。そうならないためにも、君はただ、自分の命を守るために戦えばいいんだ。たとえそれで誰かが死のうと、君の手で誰かを殺めようと、気に病むことはないさ。君は、君のために戦ったんだから、後悔はいらない」

　そう言って、ブラッドは笑う。

　ブラッドの言葉は魔法のようだ。普段は、歌うような美しい声にふざけた言葉を乗せて、人を巧みに惑わしてばかりなのに。冗談ばかりを発する唇からは、時折びっくりするほど真しん摯しな言葉が飛び出してくる。そして彼の真っ直ぐな言葉は、心地よい重さを孕はらんで、すとんと心に落ちてくる。

「……うん、そうだな」

　すっと肩の力が抜けた。心が軽くなったような気がした。

「あまり深く考える必要はないさ。ただ単純に、己に牙を剝むく者だけと戦っていけばいいんだよ。──こんな風にね」

　突然、ブラッドが視界から消えた。

　ついさっきまで彼を乗せていた馬の遊具は、爆破され、炎上していた。
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「──え？」

　何が起こったのか、陽よう太たにはまったくわからなかった。

　気がついたときにはもう、白はく馬ばの玩具は木こつ端ぱ微み塵じんになって炎上していて、ブラッドは姿を消していた。しばらくしてようやく、何者かに攻撃されたのだと理解した。

「やれやれ……せっかくの楽しい時間が台無しだ」

　攻撃を回避したブラッドが、ふわりと地面に着地する。吸きゆう血けつ鬼きの姿に変身していた。長い髪を搔かき上げ、ふう、とわざとらしく息をつく。

「危あやうくイケメンの丸焼きになるところだった……で、君はいったい何者なのかな？」

　ブラッドは誰かに話しかけている。

　気づかなかった。いつの間にか、その男は目の前にいた。まるで兵士のようだ。闇やみに溶け込む黒色の戦せん闘とう服ふくを身にまとい、全身を武装している。射撃用のサングラスで覆おおわれているので、顔はよくわからない。手には、手しゆ榴りゆう弾だんのようなものを握っている。先刻はこれでブラッドを攻撃したのだろう。

　男の口がわずかに開く。

「──吸血鬼バンパイアを確認」

　抑よく揚ようのない、冷たい声が聞こえた。ブラッドの質問には答えない。

「えっ、確認する前に攻撃したの？　もし僕がただの人間だったらどうするんだい。危あぶないなあ」

　軽口を叩きながらも、ブラッドは隙すきを見せない。右手は日本刀の柄つかに添そえられている。

「もう一度訊きく。君は何者だ」

　ブラッドの声が鋭さを増した。

　男はやはり何も答えなかった。黙って手榴弾をしまうと、今度は両手に自動拳銃を構えた。

「──駆く除じよ作業を開始」

　ブラッドに向けて躊躇ためらいなく発砲する。銃口からは、銀の銃弾が飛び出した。銀製の武器は吸血鬼の弱点だ。

「おっと、危ない危ない」

　それをすばやくかわしながら、ブラッドは抜ばつ刀とうした。声こわ色いろには余裕が見えるが、その表情は真剣だ。

　静かだった公園が、一瞬にして戦場と化す。

　ブラッドは刀を振り回した。速はやい。目で追うことができなかった。人間の姿だった先ほどまでとは、動きがまるで違う。

　その畳たたみかけるような攻撃を、男は大きく体を反そらせて回避した。人間のものとは思えない、まるで背骨がないような、しなやかな動き。

（なんだ、こいつは……！）

　次元が違う。二人の男の激しい攻こう防ぼうを、陽太はただ啞あ然ぜんとして見つめていた。足がすくんでしまい、ブランコから立ち上がることさえできない。

　ふと、銃声がやんだ。

　弾切れだ。

　その隙を、ブラッドは見逃さなかった。両手で柄を握り、刀を振り上げ、強く地面を踏み切った。

　男が弾だん倉そうを取り替えている間に、真上から、相手めがけて刃やいばを振り下ろす。ブラッドの一撃を、男は片方の銃身で受け止めた。刀身と銃がぶつかり合い、金属音が響く。

　男も反撃する。弾を詰め直したもう片方の銃を、相手の急所に向けた。心臓を狙われ、ブラッドはとっさに身を引こうとした。だが、バランスを崩し、体が傾かたむいてしまった。

「く、っ！」

　よろめいたブラッドの脇わき腹ばらを、男の蹴りが襲う。

「うぁ──！」

　ブラッドの体は宙を舞い、フェンスに激突した。そのまま、ずるりと地面に落ち、力なく倒れる。

「ブラッド！」

　陽太は息を吞んだ。

（なんて強さだ……！）

　あのブラッドが苦戦するなんて。

　男は首をねじり、今度は陽太の方を向いた。

「──標的ターゲツトを確認」

　サングラス越しに睨まれ、陽太は思わずたじろぐ。

「な、っ」

　男はすぐ目の前まで来ていた。銃を持ったままの両手で脇を抱かかえられ、陽太の体が浮き上がる。

「──標的ターゲツトを確保。任務完了」

「何すんだよ、離せ！　ブラッド！　ブラッド助けて！」

　叫び声をあげ、縋すがるような思いで木の根元に視線を向けた。

　だが、そこにはすでに、ブラッドの姿はない。

「……今のは効いたよ。いい攻撃だ」

　すぐ近くで声が聞こえた。

　男の動きが鈍にぶる。男の背後に、ブラッドが立っていた。片手で、男の短い髪の毛を摑つかんでいる。そのままうしろに引っ張ると、男の喉のどが仰のけ反ぞった。無防備に曝さらされた首元に、ブランコの鎖くさりを巻きつけた。鎖を外そうと男が喉を搔かきむしる。ブラッドはその間に、陽太の襟元を摑み、男から引き離した。

　ブラッドは一度刀を納めると、今度は鞘さやごとベルトから引き抜いた。

　鎖から逃れた男が、こちらを振り返る。それと同時に、両手で柄を握りしめ、体を捻った。

　野球のバットを握り、ボールを打つかのように。

　ブラッドは日本刀で、男の頭を思いきり殴なぐりつけた。

　ゴッ、という鈍い音がした。その衝撃で、男の体が勢いよく反転する。その場に倒れ、それきり動かなくなった。

　戦いに決着がつき、あたりに再び静せい寂じやくが戻る。

　陽太が先に口を開いた。「……死んだの？」

「さあ、どうかな……」

　さすがのブラッドも、今回ばかりはすこし息が上がっていた。歯切れの悪い返事をよこしながら、再び刀を元の位置に差し込む。

「何者なんだろうな、こいつ」

　陽太は男の頭を靴先でつついた。ことん、と首が倒れ、横を向く。

　近くにしゃがみ込み、男の顔をまじまじと眺めた。殴られた頰が凹へこんでいた。ぱっくりと皮膚が裂さけている。

　だが、傷口からは血が流れていない。

「なんだ、これ……」

　その代わり、中からは銀色の金属が覗のぞいていた。

　陽太は目を疑った。

（こいつ、人間じゃない……！）

　機械だ。

　気づいたときには、もう遅かった。

「陽太くん、危ない！　離れて────」

　ブラッドの叫び声と、ピピ、という電子音は、ほぼ同時だった。

「……え？」




　次の瞬間──男の体が爆はぜた。




　大きな爆音が、鼓こ膜まくを突く。

　ブラッドが、とっさに陽太の体を突き飛ばした。

　男の体が破は裂れつし、砕ける。

　金属の破片が散弾のごとく飛び散り、陽太を庇かばうブラッドの体に、次々と突き刺さる。

「ぐ……っ、！」

　ブラッドが小さく呻うめき声をあげた。

　爆発の衝撃で火の粉が舞い、周囲の枯れ草に散った。男の残骸を取り囲むように、火の手が上がっている。

　二人は急いで男から離れた。

「僕としたことが、迂う闊かつだった……陽太くん、大丈夫かい？」

「俺はなんともないけど……それよりお前がっ！」

　陽太は無傷だ。だが、ブラッドは無事ではない。かろうじて急所である心臓は守ったようだが、肩や腕にかけていくつかの破片が刺さっている。傷口からは血が流れ、聖水をかけられたかのように、白はく煙えんが立ちのぼっていた。

「まだほかに仲間がいるかもしれない。追っ手が来たらまずいな、早く家に戻らないと……陽太くん、僕にしっかり摑まって」

「だけどお前、その傷じゃ──」

　炎に照らされたブラッドの顔は、痛みに歪ゆがんでいた。

　それなのに、彼は懸けん命めいに翼を広げようとする。陽太を安全な場所へと運ぶためだ。だが、力が入らないのだろう。羽ばたくことができない。それどころか、体が大きく揺らぎ、そのまま地面の上に両膝をついた。

　このままここにいては危険だ。だからといって陽太の力では、自分より大きなブラッドの体は簡単には抱えきれない。下手に動かせば、余計に傷に障さわってしまうかもしれない。

（くそ、どうすればいいんだ）

　髪を搔きむしった、そのときだった。

　ブラッドが、陽太の服を摘つまんだ。

「……陽太くん、下がって」掠かすれた声で命じる。「僕のうしろに隠れるんだ」

　ブラッドは痛みを堪こらえながら、陽太を背中に匿かくまおうとした。鋭い目つきで、真まっ直すぐ前を見据えている。

「ブラッド……？」

　いったいどうしたのかと、その顔を覗き込めば、ブラッドが低く答えた。

「吸血鬼がいる」

　公園の外に、黒い人影が見えた。

　吸血鬼が一体。大きな音に誘われてやってきたのだろう。

　ブラッドは再び刀を抜こうとしたが、傷の痛みに耐えきれなくなったのか、そのまま倒れ込んでしまった。

「ブラッド!?」

　ブラッドは仰向けのまま動かない。顔を顰しかめるばかりで、呼びかけても返事がなかった。

　その間にも、吸血鬼はこちらを狙っている。赤い目が、暗闇の中で怪しく光る。今にも飛びかかってきそうだ。

「た、助けて──」

　口から飛び出した言葉に、はっとする。

　いったい自分は今、誰に助けを求めたのだろうか？

　決まっている。

　ブラッドだ。

　だが、ブラッドはこの有あり様さまだ。もう誰も、自分を助けてはくれない。陽太は愕がく然ぜんとした。

　このままでは、自分は吸血鬼に喰い殺されてしまう。

（俺しか、いないんだ）

　ぐっと唇を嚙みしめる。

（俺が、戦わないと）

　陽太はブラッドの前に立ち、右手に杭を構えた。左手にはロザリオを握る。

　早く吸血鬼を追い払い、ブラッドを安全なところへ連れていかなければ。

（今度は、俺がブラッドを助けるんだ）

　杭の切っ先を、吸血鬼に向ける。

　怖かった。

　初めて吸血鬼に襲われたときの、あの恐怖が、脳裏を過よぎる。

　あのときは、何がなんだかわからないままだった。ただ、濁だく流りゆうに吞み込まれるかのように、恐怖に支配されていた。

　だが、今は違う。

　陽太は、自ら進んで恐怖と向き合っている。自分は今から、わざわざ怖い思いをしようとしている。わざわざ痛い目に遭あおうとしているのだ。

　足が震えていた。

　思い知らされた。自分が今まで、どれだけ安全な場所で生きていたかということを。命を奪い、奪われる瞬間が、これほどまでに重苦しいものであるということを。

　これが、戦うということなのだろうか。

　恐怖で押しつぶされそうだ。今すぐにでも逃げ出したかった。命が惜しい。死にたくない。ブラッドを見捨てて逃げれば、自分だけは助かるのではないだろうか。そんなことが頭に浮かび、陽太を誘惑する。

（逃げるな）

　卑ひ怯きような考えを振り払い、怖おじ気けづいた心を奮い立たせた。杭を握った手のひらは、すでに汗で湿っている。もう一度力を込め、陽太は目の前の敵を睨にらみつけた。

（戦え）

　無理だ。

（戦うんだ）

　できない。体が言うことを聞かない。

（どうして──）

　さっきはひとりで戦えたのに。自分の力で吸血鬼を退治できたのに。今はそれができない。

（どうして、ひとりで戦えないんだ）

　ブラッドの言うとおり、自分は成長したはずだ。本物の吸血鬼にも馴なれた。今までの練習だって、これほどまでに恐怖は感じなかった。

　それなのに、戦うことができない。

「……く、そっ」

　その理由に気づき、自分自身に失望した。

　錯さつ覚かくしていただけだったのだ。自分の強さを。成長したと思い込んでいた。

　結局、甘えていた。何かあったときは、必ずブラッドがなんとかしてくれるだろう、と。すぐ傍そばに彼がいてくれるという安心感が、今まで陽太を助けていただけなのだ。

（ブラッドがいなければ、俺は何もできないんだ）

　情けない。悔くやしくてたまらない。

　それでも、足の震えは止まらない。

「あ……、ぁ……っ」

　吸血鬼は、すぐ目の前まで迫っている。

　どうすることもできない。目をつぶろうとした。

　そのときだった。

　人影が、視界の端はしを過よぎった。

　──誰かいる。

　そう思った途端に、吸血鬼は弾き飛ばされ、草の上に転がった。その人影が、吸血鬼を蹴り飛ばしたのだ。

「……え？」

　その人影の正体は、意外にも、おとなしそうな少女だった。

　見た目は、十四、五歳くらい。陽太よりも年下に見えた。背せ丈たけも低く、体つきに幼おさなさが残っている。

　その少女は、まるで洋館の使用人のような格好をしていた。膝ひざまでの長さの、質素な黒のメイド服を身に纏まとっている。頭にはフリルのついたカチューシャ。毛先のまとまったベージュ色の古風なショートボブで、前髪が真っ直ぐに切りそろえられている。美しい少女だった。可か憐れんで、儚はかなげな。

　少女は吸血鬼を見み据すえたまま、陽太の方に手を伸ばし、初めて口を開いた。

「それを貸していただけますか？」

　冷たく、落ち着き払った声だった。
















　それ、というのは、おそらく陽太の握っている木杭のことだろう。

「あ、ああ……」

　言われるまま、陽太は杭を差し出した。

　少女はそれを受け取ると、臆することなく吸血鬼に向かっていった。一撃だった。杭が胸を貫き、吸血鬼は灰と化す。

　陽太は改めて、少女の顔を見つめた。手術でもしたのか、右頰を縦じゆう断だんするように、傷痕が走っている。瞳に輝きはない。表情は乏とぼしく、何を考えているのかまったく読めなかった。

　少女は陽太を一いち瞥べつし、「お怪我はありませんか？」と抑よく揚ようの少ない声で尋ねた。

「俺は大丈夫だけど、ブラッドが……っ」

　少女が、今度はブラッドに視線を向ける。「貧血を起こしているようです。早く止血しなければ」

　すると少女は、ブラッドを軽々と抱きかかえてしまった。これには陽太も驚いた。その細腕の、どこにそんな力があるのだろうか。

「さあ、こちらへ」

　少女が歩きだす。

　彼女はいったい何者なのか。どこへ向かうつもりなのか。なぜ助けてくれたのか。わからないことだらけで不安が募つのる。

　それでも、助かったことに心底ほっとしている自分に、ひどく失望した。
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　少女が向かった先は、すぐ近くの診しん療りよう所じよだった。

　診療所といっても、人はいない。このあたりが滅ほろびると同じくして放ほう棄きされたようだが、建物の中も外もさほど荒らされていない。

　吸きゆう血けつ鬼きが潜ひそんでいないことを確認してから、診察室の中に立ち入る。少女は、横抱きにしていたブラッドを、埃ほこりをかぶったベッドの上に寝かせた。どうやらここで手当てをするつもりらしい。

　ドアのすぐ近くに、非常用の懐かい中ちゆう電でん灯とうを見つけた。電池はまだ残っているようだ。陽よう太たはそれで周囲を照らした。

　ブラッドは苦しそうに顔を歪ゆがめている。呼吸も荒い。白い顔が、さらに色を失っていた。体には、いくつかの大きな金きん属ぞく片へんが突き刺さっている。少女はピンセットを使い、それらを慎しん重ちように抜き取りはじめた。

「──ぐ、っ！」

　破は片へんをひとつ引き抜くたびに、ブラッドは小さく唸うなり声をあげる。歯を食いしばっている。

「ブラッド……」

　激痛に耐えるその姿にいたたまれなくなり、陽太は目を逸そらした。

（俺のせいだ）

　いつもそうだ。自分のせいで、傍そばにいた人が不幸になってしまう。叔お父じも、叔お母ばもそうだった。そして、ブラッドまでもが。皆みな、自分を庇かばって傷ついていく。

（俺は、本当に無力だ）

　彼を助けたかった。力になりたかった。だが、自分にできることが見つからない。何もできない。情けなくてたまらない。どこまでも無力な自分に失望する。

　黙り込んだまま、その場に立ち尽くしていると、

「彼の服を脱がせてください」

　と、少女に声をかけられた。すべての破片を抜き終えたようだ。

　少女が戸棚から包ほう帯たいを探し出している間に、言われたとおり、陽太はブラッドの上うわ着ぎとシャツを脱がせた。引き締まった肉体とともに、傷口が露あらわになる。

　ひどい怪け我がだった。まるで火傷やけどを負ったかのように、患かん部ぶは赤く腫はれ上がり、皮ひ膚ふは焼けただれている。上から包帯できつく縛しばり、止血した。何いく重えにも巻いたが、それでもまだ、包帯がじわりと赤く染まる。

「あとは、吸血鬼の治ち癒ゆ力りよくに頼るしかありません」

　少女は応急処置を終えると、ブラッドの体に脱がせた上着をかけようとした。

　その瞬間、ブラッドの両目が、かっと開いた。

「──血が、」

　何かに取り憑つかれたかのように、ブラッドが勢いよく上体を起こした。寒いのか、震えながら体を搔かき抱いだいている。

「ブラッド、大丈夫か？」

　陽太が声をかけても、返事はない。耳に届いていないようだった。

「っし、い……！」歯ぎしりの合間に、ブラッドは苦しそうな声を漏もらしている。「血が、血が欲しい……っ！」

　今までのブラッドではなかった。瞳はぎらつき、息は荒い。まるで獣けものだ。今まで見てきた、最下層の吸血鬼と同じ、乾いた目をしていた。

　血に飢うえているのだ。そのせいで、ブラッドは自分を見失っている。

「血をくれ！」

　ブラッドは声を荒あららげ、目の前の少女に襲おそいかかった。腕を摑み、引き寄せる。その細い手首に、ブラッドは唇くちびるを寄せた。

　少女はただ、無言だった。驚いてもいなかった。今にも血を吸われようとしているのに、悲ひ鳴めいひとつあげない。

「ワタシでは力になれません」

　少女は目を伏ふせ、冷静に告げた。

「ワタシは人間ではないのです」

　──人間ではない。

　やっぱりそうだったのか、と思った。

　驚くよりも、むしろ納得した。

　最初から、違和感はあった。いとも簡単に吸血鬼を退治したり、ブラッドを軽々と持ち上げたりと、普通の少女では考えられないことばかりだ。初めは、彼女も吸血鬼のような人外の生き物なのかと思ったが、どうも温ぬくもりが感じられない。落ち着き払ったその喋り方も、表情も、どこか人工的な印象を抱かせるものだった。もしかしたらこの少女も、陽太たちを襲った男と同じように、機械でできているのかもしれない。そう思った。

　少女の血を諦あきらめたブラッドは、首を捻ひねり、今度は陽太を見た。

「血が……っ！」

　ベッドから跳はね起き、飛びかかってくる。

「ブラッド！」

　ブラッドは両手で陽太の肩を摑つかみ、壁に押しつけた。そして、鋭い牙を剝むき出した。

　ブラッドが、自分を喰らおうとしている。自分の血を吸おうとしている。怖い、と感じた。目の前のブラッドはいつもと違う。別人だ。本当に殺されるかもしれない。そう思った。

「ブラッド……」

　それでも、抵抗はしなかった。

　動けなかったのではない。動かなかったのだ。

　首筋にブラッドの呼こ気きを感じながら、陽太はゆっくりと目を閉じた。

「……いいよ」

　血を吸われてもいいと思った。

　ブラッドは自分を庇ってくれた。守ってくれた。それなのに、自分はこうして、ただ苦しむ彼の姿を眺めていることしかできない。それが嫌だった。

「俺の血でいいなら、好きにしろよ」

　──それでお前が助かるのなら。

　ところが、ブラッドの動きは止まった。陽太の言葉に驚いたのか、勢いよく顔を上げた。目を丸くしている。血走った目だった。
















　陽太は微笑ほほえみ返した。相手を刺激しないよう、静かに語りかける。

「ごめんな、ブラッド。俺がお前にしてやれることは、これぐらいしかないんだ」

　わかっている。人間の血は吸血鬼の好物だということも。ブラッドが人間の血を飲みたがらないことも。だが、ほかに方法がなかった。彼の力になる方法が。

　あんなに毛嫌いしていた吸血鬼に、自らこの身を捧ささげようとしているのだ。自分でも、自分の行こう為いが信じられない。

　それでも、彼を信じていた。

「……お前なら、大丈夫だよ」

　根こん拠きよはなかった。

　だけど、そう思った。

　ブラッドのきれいな顔が、歪ゆがんでいく。

「う……うぐ、っ」

　ブラッドは葛かつ藤とうしている。自分の中の本能と闘っている。歯を食いしばり、長い髪を搔かきむしり、

「──僕は、なんてことを……っ」

　我に返ったのか、そんな言葉を呟いた。

「……すまない」

　弾はじかれたように体を翻ひるがえし、ブラッドが走りだした。部屋を飛び出し、暗闇の中へと消えていく。

「おい！　ちょっと待て、どこ行くんだよ！」

　陽太も慌ててあとを追いかけた。

「ブラッド！」

　廊下を駆け抜け、診療所の外に出た。月の光に照らされた周囲を見渡すと、人影がちらついた。

　見つけた。

　ブラッドだ。すぐ隣の、小さな駐車場の隅すみでうずくまっている。

「……ブラッド？」

　近づき、そっと声をかけた。

　ブラッドが顔を上げる。

　その姿に、息を吞んだ。

「ブラッド、お前──」

　驚く陽太の顔を見て、ブラッドは弱々しく微笑む。

「……見られちゃったか」

　いつものブラッドに戻っていた。いつもの優しいブラッドに。だが、その口元は血ち塗ぬれている。彼の手には、野の良ら猫ねこが握りしめられていた。捕まえ、その血を吸ったのだろう。

　ブラッドはその黒猫に、寂しげな視線を落とした。

「……殺すつもりはなかったんだ」

　猫はすでに動かなくなっていた。

「いつもは動物からすこし血をもらうだけで、すぐに逃がしてあげるんだけど……今日は自分を抑えきれなかった。よほど飢えてたみたいだ。かわいそうなことをしてしまったな」

　ブラッドは、両手で大事そうに野良猫を抱えた。背中を小さく丸め、まだ温ぬくもりの残る猫の死体をじっと見つめている。長いまつ毛が震えていた。

「……軽けい蔑べつしただろう？　偽善者の皮をかぶっただけで、所しよ詮せんは僕もケダモノに変わりない」

　陽太は首を振った。彼がひどく傷ついたような顔をしていたので、否定してやりたかった。そんなことない、と笑ってみせた。

「軽蔑なんかしてないよ。俺たちが牛とか豚を食べていることと、同じなんだろ？　……まあ、お前もあんな怖い顔するんだなって、すこしびっくりはしたけど」

　初めて見せる、吸血鬼としての彼の一面に、驚きはした。だが、嫌だとは思わなかった。むしろよかったと思う。

「……お前のこと、ちょっとはわかったような気がするし」

　陽太の言葉に、ブラッドはわずかに目を細めた。

　診療所の前には花か壇だんがあった。今はもう雑草が生えているだけだ。ブラッドはその前で膝ひざを折り、穴を掘りはじめた。猫の墓はかをつくるのだろう。

　陽太もブラッドのすぐ隣に座り、それを手伝った。ブラッドが「君は、優しいね」と呟つぶやくように言った。彼の言いたいことは、なんとなくわかった。

　携けい帯たいしていた木き杭くいで、土を掘り返す。ある程度の深さの穴ができたら、その中に猫を寝かせ、上から土を丁てい寧ねいにかぶせた。墓の前で陽太は手を合わせ、ブラッドは十字を切った。

　どうか、安らかに。

　ブラッドが背負う罪悪感が、少しでも和やわらぐようにと、共に祈る。

　血を摂せつ取しゆしたことで飢えは治おさまり、ブラッドもすっかり普段の冷静さを取り戻したようだ。「ところで、あの女の子は誰なんだい？」と思い出したように尋たずねる。

「わからない。いきなり現れて、俺たちを助けてくれたんだ」

「人間ではない、と？」

「うん。人造人間というか、アンドロイドというか、そんな感じじゃないかな」

「あの子もか」

「それよりお前、怪我は大丈夫なのか？」

　心配になって尋ねると、ブラッドはいつもの調子で頷うなずいた。

「大丈夫、僕は魔力が強いからね。でも、普通の吸血鬼なら死んでいたかもしれない。僕に刺さっていたのは、銀の破片だった」

「銀、ってことは──」

　ぴんときた。

「そう。吸血鬼の弱点さ。自爆して、破片が敵を攻撃するよう計算されていたんだ。銀製のアンドロイド……おそらく、対吸血鬼用の兵器として開発されたものなんじゃないかな」

　ブラッドの言うことには納得できる。だが、ひとつだけ疑問が浮かんだ。

「対吸血鬼用の兵器がお前を襲ったのはわかるけど、どうして俺まで狙われるんだ？　吸血鬼を退治するために人間がつくったものだとしたら、人間を襲うわけがないよな？」

「そうなんだ、いいところに気がついたね。それはつまり、対吸血鬼用の武器が、吸血鬼に悪用されている可能性がある、ということだよ」

「……なるほど」

「なんだか厄やつ介かいなことになりそうだ」ブラッドが神妙な面おも持もちで呟いた。「むしろ、狙いは吸血鬼僕じゃなくて、人間陽太くんのほうだったのかもしれないな」

「人間俺？」

「こんな話がある。昔あるところに、ひとりの強い魔力を持った吸血鬼がいた。彼は自らの手を汚すことを嫌い、自分より弱い吸血鬼を使し役えきして人間を狩ろうとしたんだ。だけど、獲え物ものの生き血を前にして、その従者は誘惑に負け、人間を喰い殺してしまった。……まあ、命令に背そむいた罰ばつとして、その従者もすぐに殺されたけどね」

「その話と、今回のことになんの関係があるんだ？」

「吸血鬼は命令に背くが、アンドロイドは命令に忠実だ、ということさ」

　陽太の眉み間けんの皺しわが深くなる。ブラッドはさらに嚙み砕いて説明した。

「アンドロイドを使って人間を捕ほ獲かくし、その生き血を啜すする、それが目的かもしれない。さっきも、アンドロイドは陽太くんのことを『標的』だと言っていた。そう考えれば、僕たちを攻撃したことも理解できる」

　ぞっとした。人間を捕まえるために、あんな兵器を使うなんて。

「それにしても、誰がこんな危ないものをつくったんだろうな」

「そのことについては、彼女が知っているんじゃない？」

　ブラッドはそう言って、陽太の背後を目で指した。診療所の入り口に、例の少女が立っている。こちらをじっと見つめていた。

「お忘れ物です。破れた箇所を縫ぬっておきました」

　少女が服を手渡す。ブラッドの上着とシャツだ。ところどころ、血で汚れている。

「わざわざありがとう」ブラッドは微笑んだ。「迷惑をかけて申し訳ない。君のおかげで助かったよ」

「いいえ。謝るのはワタシのほうです。博はか士せのご無礼、どうぞお許しください」と少女は礼儀正しく頭を下げた。

「博士？」

「それは、誰なんだい？」

　陽太とブラッドが、二人揃そろって首を傾げた。

「コードネーム：ヴィクター・フランケンシュタイン。ワタシの製造者です。ワタシは博士によってつくられたアンドロイドなのです」

　やはり思っていたとおり、彼女も「つくられたもの」のようだ。

　だが、改めて見ても、実に精せい巧こうだ。にこりともしない無表情なところを除けば、動きや声色もまるで本物の人間のようで、思わず感心してしまう。

「あなた方が破壊したアンドロイドも、フランケンシュタイン博士が開発したものでした」

「それじゃ、君はその仲間なのかい？」

　ブラッドが尋たずねた。警戒している声色だった。

「ご安心ください。あなた方に危き害がいを加えるつもりはありません」

　少女は両手を上げ、丸腰であることを主張した。

「君の名前は？」シャツのボタンを留とめながら、ブラッドが訊いた。

「ワタシには名前がありません。ただの機械ですから。ワタシのことは、ヴィクター・フランケンシュタイン博士の発明品、とでもお呼びください」

「僕はブラッド、こっちは陽太くんだ。よろしくね、ヴィクター・フランケンシュタイン博士の発明品くん」

「長いよ」陽太が口をはさんだ。

「じゃあ、略して『フランケン』で。……あ、でも、女の子なんだから、もっと可か愛わいい名前のほうがいいかな？」

　ブラッドの言葉に、少女は素直に頷うなずいた。「フランケンで構いません」

「では、話を戻そう。つまり、その博士の命令でアンドロイドが僕たちを襲った。君は博士につくられたアンドロイドでありながら、その僕たちを助けてくれた。こういうことかな？」

「はい」

　矛む盾じゆんしている。フランケンが陽太たちを助ける理由は、どこにあるのだろうか。

「事情を聞かせてくれるかい？」

　ブラッドが優しく問いかけると、少女は数回瞬まばたきをしてから、頷いた。「はい。話せば長くなりますが」

「立ち話もなんだし、とりあえず中に戻ろうか」上着を羽は織おり、ブラッドが提案した。

「それにしても、この服、きれいに縫ってくれてるね。フランケンくん、手先が器用なんだ」

「機械ですから」

　再び診療所に入る。待合室で、陽太とフランケンは椅い子すに腰かけた。ブラッドは壁にもたれて立っている。

　フランケンが最初に口を開いた。

「博士は対吸血鬼用の兵器開発に携たずさわっていました。そして、吸血鬼と戦うアンドロイドを創そう造ぞうしました。そのプロトタイプが、このワタシなのです。どんなに新しいアンドロイドを開発しても、博士はワタシを破は棄きすることなく、使用人として働かせてくださいました」

　だからそんな格好をしているのか、と陽太はひとり納得した。

「ワタシたちは、吸血鬼からこの世界を守るために戦い続けてきたのです。ですが、今の博士は、ワタシの知る彼ではありません。彼は吸血鬼側に寝返ったのです。自分を見失っています。博士は昔、ワタシに言いました。自分が道を外したときは、お前が止めてくれ、と。それが、人工知能を持つワタシの役目だと。しかしながら、それは不可能でした。ワタシひとりでは博士の暴走を止めることができない。彼はもう、吸血鬼に魂を売ってしまったのです」

　正義のために力を尽くしてきた者が、悪に手を染める。「哀あわれな話だね」とブラッドが呟いた。

「博士は、自身の研究成果を悪用するようになりました。アンドロイドのプログラムを書き換えたのです。吸血鬼を退治するためのものから、人間を捕獲するためのものへと。そして、吸血鬼の僕しもべとなる《ヴァンピロイド》という兵器の開発を目論もくろみました」

　ヴァンピロイド──いかにも危なそうな名前だ。陽太とブラッドは顔を見合わせ、なんともいえない渋い表情をつくった。

「博士は、その兵器を吸血鬼に売りさばくつもりなのです。彼の研究所には、今か今かと出しゆつ荷かのときを待つ大量のヴァンピロイドが眠っています」

　恐ろしい話だ。陽太はぞっとした。それらがすべて世に出れば、瞬またたく間にこの国は吸血鬼に支配されてしまうだろう。

「ワタシを含めて四体のアンドロイドが、先行して稼か働どうしていました。ワタシは人工知能ですが、他の者は違います。メインコンピュータで制せい御ぎよされているのです。そのうち一体はあなた方が先ほど壊したもので、プログラムを書き換え、仕様を変更したばかりのアンドロイドでした」

「試作品、ということか」

「そうです」

「つまり、公園で遭そう遇ぐうしたあのアンドロイドは、故意に僕や陽太くんを狙ったわけではなくて、人間なら誰でもよかったわけだ」

　フランケンの話が本当だとすれば、陽太たちは偶然、博士の実験に巻き込まれてしまったことになる。

　フランケンが頷く。

「はい。このテストが成功すれば、ヴァンピロイドは完成するところでした。けれど、あなた方は博士の大事な作品を壊してしまった。制せい裁さいとして命を狙われる危険があります。そのことを伝えたかったのです」

　フランケンの話に、陽太は真まっ青さおになっていた。ただでさえ吸血鬼で手いっぱいだというのに、そこにまたアンドロイドまで出てくるなんて。自分はどうなってしまうのだろうか。

　怯える陽太とは対照的に、ブラッドは涼しい顔をしている。

「ご忠告どうも。だけど、その心配はいらないよ。博士には、こちらからお目にかかろうと思っていたところだ」

　丁てい寧ねいな言葉で、ブラッドは物ぶつ騒そうなことを口にした。

「ちょっと待てよ、ブラッド。まさかお前、博士に会いに行くつもりなのか？」

「うん」

　ブラッドはあっさり頷いた。それから、視線をフランケンへと向ける。

「フランケンくん。君は、博士の暴走を止めたいと言ったね。ということは、博士の発明がすべて失われてもいい。そう考えているわけだろう？」

「そのとおりです。彼にこれ以上、罪を重ねてほしくはない」

「僕たちだって、博士に命を狙われるのは御ご免めんだ。それに、人間を守るダークヒーローの僕としても、ヴァンピロイドなどという危険な兵器を看かん過かするわけにはいかない。悪の華はなが開く前に、その芽を摘つみ取っておかないとね。僕たちの目的は同じじゃないか」

　ブラッドの言葉に、フランケンはすこし驚いたようすを見せた。

「ワタシに協力してくださるのですか」

「もちろんさ。計画はあるんだろう？」

「はい。研究所にメインコンピュータがあります。いわば、博士の脳です。それさえ破壊してしまえば、二度とアンドロイドの製造はできません。もちろん、ヴァンピロイドも。ワタシがそれを壊すまで、ブラッド様には時間稼ぎをお願いします」

「わかった。で、肝かん心じんのその研究所はどこにあるんだい？」

「場所は、ここからさらに南の方角にある廃工場です。ワタシが案内いたし──」

　開いていた口が、ゆっくりと閉じる。突然、フランケンは動かなくなってしまった。まるで死んでいるかのように、両目を閉じ、微動だにしない。

「お……おい、どうした？」

　体を揺さぶってみたが、だめだった。ぴくりともしない。

「フランケン？」

　呼びかけても反応はない。

　その直後、『充電シテクダサイ』という抑よく揚ようのないアナウンスが、彼女の体から聞こえてきた。

「え？」

『充電シテクダサイ。充電シテクダサイ』

「充電？」

　どうやらバッテリー切れらしい。アンドロイドは充電式だったのか。知らなかった。

　陽太とブラッドは互いに顔を見合わせた。

「どうするよ、これ……」

「困ったな……このまま放っておくわけにもいかないし」

『充電シテクダサイ。充電シテクダサイ』

「どこから充電すればいいんだろう？」

　ブラッドはフランケンの体を調べはじめた。いくら機械でできているとはいえ、若い男が少女の体をぺたぺたと触るのはいかがなものか。傍はたから見ていると、なんだかいたたまれない気分になってくる。

　しばらくして、

「ほら見て。首のうしろのカバーを開いたら、こんなのが出てきたよ」

　プラグだ。引っ張るとコードが伸びた。

「おそらく、これが充電用のコードだろうね」

「まるで家か電でんだな」

「でも、充電するにも、ここでは無理だし……」

　このあたりはゴーストタウンだ。電気が通っているはずもない。

「どうする？」

「どこかの民家にお邪じや魔ましてみる？　ちょっと充電させてくださいって」

「なんて説明するんだよ、これ」

「人間型の携帯電話なんです、とか？」

「無理があるだろ」

「電動式のアニメの等身大フィギュアです、とか？」

「変な目で見られるぞ」

　ブラッドは困ったように顎あごに手を当て、唸うなった。「うーん……一般家庭に持っていくのは、やめたほうがいいな」

　陽太も頷いた。それが賢けん明めいだろう。腕時計を見ると、もう夜中の二時をとうに過ぎていた。こんな時間では、人様の家のインターフォンを鳴らすことも憚はばかられる。

「どこかにないかなぁ。電気があって、人間じゃないものを連れていっても驚かれなくて、こんな時間に訪れても問題ないような場所は」

「そんな都合のいい場所があるわけ──」

　と言いかけたところで、二人は同時に声をあげた。

「あ！」

「そうだ！」

　顔を見合わせ、目を輝かせる。

　あるではないか。一軒だけ。

　人間じゃないものを連れていっても驚かれず、こんな時間まで開いている、そんな都合のいい「店」が。
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「いらっしゃい！　よく来てくれたね！」

　突然店にやってきた陽太たちを、月つき影かげ聖せい夜やは両手を広げて歓かん迎げいした。

　名刺に書かれている住所を頼りに、陽太とブラッドは『Club Vampire』を訪れた。吸血鬼が営いとなむホストクラブは、狩兎町東の歓かん楽らく街がいの片かた隅すみでひっそりと店を構えていた。雑ざつ居きよビルの半地下の奥。まるで人目を忍しのぶ隠れ家がのようだ。

　こんな場所に高校生の自分が来ていいものだろうか、と陽太は少々不安になった。怪しげな店が立ち並ぶ通りを、高校の制服姿で歩くのは気が引ける。幸さいわい、警官には鉢はち合あわせなかった。

「もしかして、働く気になってくれたのかな？」

　聖夜は瞳を輝かせている。

「いえ、違うんです」

　フランケンを背負ったブラッドが、申し訳なさそうに答えた。ここまでひとりで彼女と陽太を抱えて飛んできたので、さすがのブラッドも少し息が上がっている。

「ちょっとお願いがありまして」

「なになに？　どうしたの？」

「コンセントを貸してください」

　頭を下げると、聖夜はきょとんとしていた。「コンセント？」

　営業は終わったようで、店の中は閑かん散さんとしていた。煌きらびやかな内装の店内で、スーツ姿の若い吸血鬼たちが後片付けに勤いそしんでいる。

　陽太たちは、店の奥の一室に通された。従業員の休きゆう憩けい室しつのようだ。二に対ついの黒革のソファと、テーブル。さらには冷蔵庫もある。中にはおそらく血液が入っているのだろう。

　ブラッドは、おぶっていたフランケンをそっとソファに下ろした。険けわしい表情を浮かべ、深いため息をつく。

「女の子にこんなことを言うのは失礼かもしれないけど……重かった」

「機械だからな」

「陽太くんの二倍はあるよ。百キロくらいかな」

　吸血鬼の怪かい力りきをもってしても、フランケンをここまで運ぶのは、なかなか骨の折れる仕事だったようだ。

「それにしてもすごいなぁ、アンドロイドだなんて。しかも可か愛わいい子じゃないか」

　事情を説明すると、聖夜は感かん嘆たんの声をあげた。そして、にんまりと唇くちびるを曲げる。

「中身はどうなってるんだろう。ちょっと脱がしてみてもいい？」

「ちょっと、なに馬鹿なこと言ってんの！」

　フランケンの服に手をかけた聖夜を、陽太は慌てて止めに入った。

「別に罪にはならないよね、人間じゃないんだから。ね？　ちょっとだけ……」

「だめだってば！」

「やだなあ、冗談に決まってるじゃないか」

「噓つけ！」

　そんな二人のやりとりに苦笑しながら、ブラッドはフランケンの首元からコードを引っ張り出した。コンセントに繫つなぐと、思ったとおり『充電ヲ始メマス』というアナウンスが聞こえてきた。これで問題がひとつ解決だ。

　陽太はソファに腰を下ろした。心底疲れていた。散さん々ざんな一日だった。吸血鬼退治の練習に、実戦。さらにはアンドロイドの奇き襲しゆう。いろんなことがありすぎた。

　陽太だけではない。ブラッドだって満まん身しん創そう痍いだろう。彼は陽太と会ったときから、おそらく一いつ睡すいもしていない。いくら人間ではないとはいえ、怪け我がもしているし、疲労もたまっているはずだ。それをおくびにも出さず、いつもにこにこしているのだから、感心してしまう。

　ソファにもたれてぐったりしていると、「せっかくだし、何か飲む？」と聖夜が気を利かせてくれた。

「では、お言葉に甘あまえて。トマトジュースはありますか？」

「もちろん。カクテルに使うからね」

「俺、オレンジジュースがいい」

「オッケー。ちょっと待ってて」

　数分後、銀色のトレイにグラスを載せ、聖夜が戻ってきた。飲み物をそれぞれに手渡す。それから、自分の分のグラスを手に持ち、二人に向かって掲かかげた。

「せっかくだから、乾かん杯ぱいしようよ」

　聖夜の提案に、ブラッドが笑顔で頷く。「いいですね。何に乾杯します？」

「運命の出会いに、なんてどう？」

　相変わらず気き障ざなことを言う男だな、と陽太は心の中で笑った。

　三人向かい合ってソファに座り、各おの々おののグラスを合わせる。

「運命の出会いに、乾杯」

「乾杯！」

　グラスのぶつかり合う、鮮あざやかな音が響いた。

　一口飲んでから、聖夜が尋ねる。「それにしても、こんな可愛いアンドロイド、誰がつくったんだろうね」

「ヴィクター・フランケンシュタイン、っていう博はか士せらしいんだけど」

　聖夜がはっとした。「フランケンシュタインだって？」

「ご存知ですか？」

「ああ、オレもこの仕事をして結構長いからね。フランケンシュタインについては、いろんな噂うわさを聞いたことがあるよ。孤高のマッドサイエンティストだとか、テロ組織に雇やとわれているとか。わかっているのは、男で、吸血鬼だということだけで、その正体は誰も知らない。ただ、彼の発明品は吸血鬼に多大な利益をもたらすものらしく、いずれ闇市に出品されるとかで、一部のセレブが騒いでたな」

　さすが、情報が集まりやすい場所で働いているだけのことはある。

「おそらくそれは、ヴァンピロイドのことでしょうね」

「ヴァンピロイド？」

「人間を捕獲する、吸血鬼用のアンドロイドだよ。博士が開発したんだ」

　陽太が説明を加えると、聖夜は「へえ」と唸うなった。

「ヴァンピロイド、ねえ。まあ、便利だとは思うな。大金をはたいてでも手に入れたいという吸血鬼は、きっと大勢いるだろうね。そんなのがいれば、オレたちの生活はずいぶん楽になる」

　それもそうだろう、と陽太は思った。自分の代わりに食糧となる人間を捕まえてくれるのだから。料理をしてくれるロボットがいれば人間の生活がどれほど楽になるか、ということを考えれば、ヴァンピロイドの需じゆ要ようは容易に想像できる。

　ブラッドが眉をひそめた。

「毎日、棺かん桶おけの中でゴロゴロしてるだけの生活か……便利すぎるのも考えものですね」

「昔は人間や狼おおかみ男おとこに金を払って、棺桶の見張り番をさせてた時代もあったけど、それもいずれ機械の役目になってしまうかもなぁ」

「物好きな金持ちならまだしも、財力のある一部の団体が所有するとなると、もっと厄やつ介かいなことになりそうです」

「一部の団体って？」

　なんのことなのかと視線を向けて問えば、ブラッドは真ま面じ目めな顔で説明を始める。

「いいかい、陽太くん。吸血鬼というのは、僕みたいに、人間との共存を望む者だけではないんだ。中には、現状に不満を持っている吸血鬼もいる。吸血鬼が支配する世界をつくろうと目論もくろむ過か激げきな団体も、この世に少なからず存在するんだよ。人間相手に戦争を起こそうという魂こん胆たんの連中が、ヴァンピロイドを手に入れて軍隊をつくるかもしれない」

　馬鹿馬鹿しい、とでも言いたげな呆あきれた表情で、今度は聖夜が口を開く。

「なんでわざわざ、戦争なんて企くわだてるんだろうねぇ。オレには理解できないよ。おいしいものを食べて、酒を飲んで、はしゃいで、それで十分じゃない？　人間の世界を奪わなくとも、こうやって自由に暮らせるんだしさぁ。むしろ、吸血鬼は人間の血を食糧にしているんだから、もっと相手に敬意を払うべきだと思うけど。ほら、人間だって、食事のときは『いただきます』って手を合わせるじゃん？　自分の血肉になる食材に対して、ちゃんと感謝の意を示してる。オレらも見習うべきだよ」

「まったくもって同感です」

　ブラッドが何度も頷いた。

　人間の血を飲む前に『いただきます』と手を合わせるような吸血鬼は、なかなかいないだろうな、と陽太は思った。よほど礼儀正しいのか、変人なのか。そんな型破りなことをする吸血鬼は、目の前にいるこの二人くらいだろう。

「この世界にいる吸血鬼が、みんな僕や聖夜さんのような吸血鬼だったらいいのにね。きっと平和な世界になるよ」

　この世界に吸血鬼がどれだけいるのかはわからないが、それらすべてがブラッドや聖夜のような吸血鬼だったとすると……想像するだけでぞっとした。

「……恐ろしい世界になりそうだな」

「ん？　ねえ、陽太くん、今なんて言った？」

「賑やかで楽しい世界になりそうだな」

　お前みたいな吸血鬼はひとりで十分だよ、と陽太は心の中で呟いた。

　聖夜が再び口を開く。

「所詮、人間も吸血鬼も、他の種族がいないと生きていけない生き物じゃん？　だったら、皆で仲良く暮らせばいいのにね。地球上でうまく棲すみ分けて、互いに干かん渉しようせず、それぞれの人生を全まつとうする。オレは今のこの世界が気に入ってるし、この店が何よりも大事だ。それ以上のものは望まないよ」

　カクテルグラスの中身を喉に流し込み、聖夜が腰を上げた。

「じゃあ、オレはそろそろ仕事に戻るよ。まだ店の片付けが残ってるから。キミたちは気兼ねなくゆっくりしていってくれ」

　なんならこのまま一緒に働いてくれてもいいよ、と冗談めかして言った。

「いろいろとありがとうございます、聖夜さん。助かりました」

　ブラッドが礼を言うと、聖夜は片目をつぶって応じた。

「また困ったことがあったら、いつでも言ってくれ」

　軽く手を振り、部屋を退出する。

（意外といい奴なんだな、あいつ）

　第一印象はあまりよくはなかったが、なかなか親切な吸血鬼だ。

　聖夜がいなくなると、ブラッドはトマトジュースを一気に飲み干し、

「──さてと」

　ソファから立ち上がった。

「どこ行くの？　トイレ？」

「いや、フランケンシュタイン博士のところだよ」まるで買い物にでも行くかのような、軽い調子で言った。

　陽太は驚き、身を乗り出す。

「今から？　お前ひとりで？」

「うん。このまま待たい機きしているのは時間の無む駄だだからね。研究所の住所は聞いたんだし、さっさと片付けてくるよ」

「ひとりで大丈夫なのか？　フランケンが目を覚ますのを待ってたほうがいいんじゃ」

「僕たちがここにいれば、今度はこの店が襲われるかもしれない。さっきの聖夜さんの言葉を聞いただろう？　彼にとって、この店は何よりも大事なものなんだ。迷惑をかけるわけにはいかない。一刻も早く、面倒事は片付けておかないとね」

　確かに、ブラッドの言うとおりだ。アンドロイドがまた陽太たちを襲しゆう撃げきすれば、無関係な聖夜の店まで巻き添ぞえにしてしまう。

「……俺も、一緒に行こうか？」

　ぼそりと陽太の口から出た言葉に、ブラッドは一瞬目を丸くしてから、にやついた。

「えー？　なに、陽太くん。もしかして心配してくれてるの？　あ、それとも僕と離れるのが寂さびしいのかな？」

　にやにやと笑うブラッドに、陽太はむっとした。

「そんなんじゃないし」

「じゃあ、どうして？」

「……嫌なんだよ、何もしないことが」

　ブラッドは傷を負おい、それでもまだ戦おうとする。それなのに自分は、ただ安全な場所で、事が終わるのを待っている。それが嫌だった。

「いつも、お前に任せっきりだし」

　自分が行っても、なんの役にも立たないことはわかっている。それどころか、逆に荷物になるかもしれない。足手まといかもしれない。彼にまた迷惑をかけるかもしれない。

　「……責任感が強い子だね、君は」

　それでも、陽太のその言葉に、ブラッドは嬉しそうに笑った。

「ありがとう、陽太くん。でも、気持ちだけ受け取っておくよ。それよりも、君には別の重要な任務を託したいんだ」

「重要な任務？」

「そう。君にはここで、フランケンくんを見張っていてほしい。彼女が目を覚ましても、自害しないようにね」

　陽太は目を丸くした。

「自害って……こいつが死ぬかもしれないってこと？」

「おそらく彼女にも、自爆装置がついてるだろう。もしかしたらほかのアンドロイドと一緒に死ぬつもりなのかもしれない。『これでアンドロイドはすべて破壊した！』『いいえ、まだここに一体残っています』、みたいな？」

　と、ブラッドはおどけたように言ったあとで、「こんな可か愛わいい子が、木こつ端ぱ微み塵じんに砕けるところは見たくないからね」と真面目な顔で付け加えた。

　ブラッドに頼み事をされたのは初めてだ。陽太は力強く頷いた。

「わかった。もしそうなったときは、俺がちゃんと説得する」

「頼んだよ」

　ブラッドも頷き返し、陽太の肩をぽんと叩いた。

「じゃあ、行ってくるね」

　背を向け、部屋を出ていく。

「気をつけろよ」

　そのうしろ姿に声をかけると、ブラッドは黙って片手を挙あげた。
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　店を出たブラッドは、周囲に人がいないことを確認してから、翼つばさを大きく広げ、夜空へと舞い上がった。

　──南の方角にある、廃工場。

　フランケンの情報を頼りに、博士のアジトへと向かう。

　しばらく滑かつ空くうしていると、霧きりがかかった山が見えてきた。

「たぶん、このあたりかな……」

　目的の場所が、だんだんと近づいてくる。

　その山ふもとに、工場らしき建物が見える。いかにも人が訪れなさそうな場所だ。ブラッドは着地し、建物を眺めた。

　雑草が生い茂った敷しき地ちに聳そびえ建つ、廃工場。コンクリートの箱のような外観をしているが、壁には蔦つたが這はい、ところどころ壊れていていくつか大きな穴が開いていた。月光に照らされる不気味なさまは、まるで魔物の巣すくう古こ城じようのようにも見えた。

　工場を取り囲むように、有刺鉄線のついた高い塀が続いている。ブラッドはそれを軽々と飛び越え、敷地の中に足を踏み入れた。

　ずいぶん昔に廃業したのだろう。工場の中はひどい有あり様さまだった。天てん井じようには穴が開き、壁は今にも崩れ落ちそうだ。苔こけや腐くさった木片に足を取られないよう、慎重に先へと進む。

　じめじめとした通路を抜けると、だだっ広い空間が待っていた。すべて撤去されたのか、そこには物は残っていなかった。うすら寒い空気が漂ただよっている。明かりひとつない。天井から、わずかな月の光が射し込んでいる。

　部屋の中央に、人の影が見えた。

「よう、また会ったな」

　男の声がした。

　月明かりに照らされ、男の顔が露あらわになる。

　その顔には、見覚えがあった。

「君は──」

　陽太と同じ制服を着ていたので、すぐにわかった。

　相あい沢ざわだ。

「どうしてお前がここにいるんだ、って顔してるな」相沢が唇を歪ゆがめた。「お前を足止めするためだよ、正義のヒーローさん」

「……なるほど」

　ブラッドは独ひとり言ごとのように呟く。

「君とあの少女は、グルだったというわけか」
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　今頃、ブラッドはどうしているだろうか。もう博士のアジトに着いただろうか。無事でいるだろうか。アンドロイドに襲われていないだろうか。

　陽太はオレンジジュースをちびちびと飲みながら、十数分前に出かけた吸血鬼に思いを馳はせていた。

　そのとき、

『充電ガ完了シマシタ』

　アナウンスが聞こえた。

　フランケンの目がぱちりと開く。

「あ、目覚めた？」

　訊けば、フランケンは小さく頷く。

「はい。お手数おかけいたしました」

　フランケンは自分でプラグを引き抜き、コードを首元に収納した。それから、部屋を見渡し、首を傾げる。

「ブラッド様はどちらへ？」

「ああ、ブラッドなら、先に博士のアジトに向かったよ」

　ひとりで片付けるんだってさと、ストローをくわえたまま答える。

「そうですか……」

　そう呟いた直後、フランケンは信じられない行動に出た。着替えでも始めるかのように、メイド服の裾すそを摑み、いきなりスカートをまくり上げたのだ。

「は？　えっ？　ちょっと、何やってんの!?」

　陽太は当然、慌あわてた。

　いったい何を始める気なのか。フランケンの奇き行こうに、目を見張る。

「パンツ見えるって！　やめなさい！」

　顔を真っ赤にしながら、フランケンを制した。だが、彼女は動きを止めない。ほっそりとした太ふと股ももが露わになり、思わず両手で顔を覆う。指の間から盗み見た、そのときだった。

「動かないでください」

　言われるまでもなく、動けなかった。陽太は啞あ然ぜんとして、固まった。

　フランケンの太股には、ホルスターが巻かれている。左右の足にひとつずつ、彼女はスカートの中に二丁の銃を隠し持っていた。

　右側の銃を抜き、構える。

「抵抗しなければ、手荒なことはいたしません」

　銃口を向けられ、陽太は唾つばを吞み込んだ。「な、何を」

「あなたには今から、博士の研究所まで同行していただきます」

「でも、研究所にはブラッドがもう──」

「ブラッド様には、偽いつわりの住所を教えました」

「え？」

　そこでようやくわかった。

　自分たちは、謀はかられたのだと。

「お前、俺たちを騙だましたのか!?」

　陽太は声を荒らげた。武器を向けられていることも忘れ、フランケンに詰め寄った。

「どういうことだよ！」

　真っ先に、ブラッドの顔が頭に浮かんだ。ブラッドはフランケンの身を案じていた。彼女が自爆しないようにと。そして、ひとり敵地に乗り込んだのだ。そんな彼を、騙していたなんて。

「説明しろ！」

　肉のない、骨ばった両肩を摑む。フランケンの体を揺さぶり、問い詰めた。

「なんで、俺たちに噓を──」

「申し訳ありません、陽太様」

　陽太ははっと口を噤つぐんだ。それ以上、彼女を責せめることができなかった。いつも無表情だったフランケンが、ひどく悲しげな顔をしていたからだ。

「本当に、申し訳ありません」

「フランケン……？」

「あなたしかいないのです」

　突とつ如じよ、鳩みぞ尾おちに衝撃を感じた。

「──うっ、ぐ」

　少女の小さな拳こぶしが、体にめり込んでいる。陽太は呻き、膝をついた。

　しだいに視界がぼやけてきた。

「……博士を止められるのは、あなたしかいないのです」

　おぼろげな意識の中で、フランケンの声がぼんやりと聞こえた。
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「…………ん」

　どれくらいの間、気を失っていたのだろうか。

　手首を強く摑つかまれるような感触がして、陽よう太たは意識を取り戻した。

「おや、もうお目覚めかい？」

　身じろぎすると、声がした。甲かん高だかい声だ。目の前に男が立っていて、陽太を見下ろしている。

「お前は──」

　若い男だ。だが、白はく髪はつだ。長い髪をうしろで束たばねていた。体は大きくはなく、どちらかといえば華きや奢しやだ。白いシャツにネクタイ、上から白衣を羽は織おっている。片かた眼鏡めがねをかけていて、見るからに研究者のような身なりをしていた。唇くちびるの血色が悪く、不気味な笑みを浮かべた、怪あやしげな男だった。

　直感した。

　この男が、ヴィクター・フランケンシュタインだと。

「……お前が、フランケンシュタイン博士か」

　声が掠かすれた。

　黒幕の登場に、ようやく頭が冴さえてくる。つまり陽太は今、博士の研究所の中にいるということだ。フランケンによって連れて来られたのだろう。

　そこは、窓ひとつない、独どく房ぼうのような部屋だった。陽太は椅い子すに座っていた。というよりは、座らされていた。スチール製の冷たい椅子だ。拘こう束そくされているわけではないが、体が動かなかった。目め眩まいがする。地面が揺れているような感覚に襲われ、頭がふらふらしている。何か薬を盛もられたのだろうか。

　椅子の横には、キャスター付きのワゴンがある。これまたスチール製で、三段式だった。いちばん上の段には、訳のわからない器具が並んでいる。注射器のような形をしたものから、工具のペンチのようなものまで。

　ここは実験室なのか。

　それとも、拷ごう問もん部屋なのか。

（……こいつ、俺に何をする気だ？）

　白髪男は、針のようなものを取り出した。

　不安げに男の顔を見上げれば、

「ああ、心配はいらないよ。献けん血けつだと思えばいい。……血を抜かれすぎて、死んでしまうかもしれないけど」と、うすら笑いを浮かべながら男が答えた。

　針は、透明の管くだに繫つながっていた。その先には、透明の袋。

　左手がちくりと痛んだ。針が陽太の腕に刺さる。

　男は口の端はを吊り上げた。

「動いてはいけないよ。まあ、動きたくても動けないだろう？」

　やはり、陽太の体に何か細工をしたのだろう。そんな言い方だった。

「く、そ」

　血が、管を流れ、透明のパックの中へとおさまる。まさに献血だ。血がどんどん取られていく。いったいどれだけ奪うつもりなのか。ワゴンの天板には、替えの透明パックがいくつも並んでいる。陽太はぎょっとした。

　まさか、一滴残らずしぼり取るつもりなのだろうか。

　このままでは殺される。

　だが、抵抗しようにも、体が動かない。

（どうすればいいんだ──）

　その間にも、血液はゆっくりと体から流れ出ていく。そのようすを、ぼんやりと眺ながめることしかできなかった。

　ところが、しばらくすると体に変化が起きた。朦もう朧ろうとしている意識が、次し第だいに鮮明になってきた。薬の効果が切れたのか、毒に体が馴なれたのか。それとも、命の危機が迫り、土ど壇たん場ばで力が湧わいてきたのか。いずれにせよ、これはチャンスだ。体が自由に動くようになり、意を決する。

　一瞬の隙を突き、陽太は腕から針を引き抜いた。立ち上がり、ワゴンの中から凶器になりそうなものをかすめ取る。鋏はさみを手にし、切っ先を男に向けた。

「ひっ！」

　男は驚いて悲鳴をあげた。

「どっ、どうして動けるんだ！」

　形成逆転だ。相手の顔は引き攣つっている。その胸むな倉ぐらを摑み、陽太はきつく睨にらみつけた。

「……散々、俺たちをひどい目に遭あわせやがって」

　元はといえば、すべてこいつのせいだ。アンドロイドに襲おそわれたのも、ブラッドが怪け我がをしたのも。さらには、フランケンに気絶させられたのも。この男が元げん凶きようだ。その顔を見ているだけで腹が立つ。一発殴らないと気がすまない。

「覚悟はいいか」持っていた鋏を捨てる。ありったけの怒りを込めて、陽太は拳を握りしめた。「歯、食いしばっとけよ」

　男は情けない声で懇こん願がんした。「か、顔はやめてくれ！」

「うるせえ！」

　構うことなく、陽太は相手の顔面を殴なぐりつけた。

　思い切り、右頰をぶった瞬間──メキ、という、妙な音がした。

「うぐっ」

　男が呻うめき、床に転がる。

　見れば、その首が、豪ごう快かいに捻ねじれていた。

「……え？」

　陽太は目を疑った。

「だかラ、顔はヤめてト──言っタのニ──」

　男の声がおかしい。口をぱくぱくと動かしている。まるで壊れた人形のようだ。

　人形。

　その言葉にぴんときた。

「まさか、お前も──」

　とっさに男から離れ、身を屈かがめる。両手で頭を覆おおった。

　電子音が鳴る。

　次の瞬間、男は爆発した。

　爆音とともに破は片へんが飛び散る。先の尖とがった大きな欠片かけらが、陽太の体を痛めつけた。刃物で刺されたような衝撃が、左の上じよう腕わんを襲う。

「ぐ、……っ！」

　傷口から血が溢あふれ、制服に黒い染しみをつくった。急所に当たらなかったのが不幸中の幸いだ。

　上腕を貫かれただけで、左腕全体が麻ま痺ひしたかのように動かなくなった。指に力を入れるたびに、みし、と肉が軋きしむ。

「いっ、てえ……」

　痛みに耐えかね顔を顰しかめる。血を抜かれすぎたこともあり、体が大きくよろめいた。

「……まさか、博士までアンドロイドだったとは」

　男の残ざん骸がいを眺めながら、陽太は独ひとりごちた。

　そのときだった。

　ドアの向こうから、足音が聞こえてきた。

（誰だ……フランケンか？）

　いや、違う。フランケンではない。男の靴音だ。

　もしかしたら、ほかのアンドロイドなのかもしれない。陽太は身構えた。椅子のうしろに隠れ、気配が去るのを待つ。

　ところが、その足音は、この部屋の前でぴたりと止まった。

　そして、ドアの開く音がする。

　陽太は入り口に視線を向けた。

（え……？）

　現れたのは、ひとりの男。

「……そ、そんな」

　信じられない。

　彼を最後に見た記憶から十年もたっているというのに、その人は、あの頃と少しも変わっていなかった。

　長ちよう身しん瘦そう軀く。年齢は三十代半ば。白衣を羽織った、研究者風の男。髪は短く、前髪は真ん中で分けている。シルバーフレームの眼鏡の奥で、優しげな瞳が細められた。

　目尻に皺しわが寄る。

　陽太は十年ぶりに、彼を呼んだ。




「────父さ、ん……？」




　そこに立っていたのは、紛まぎれもなく、十年前に死んだはずの父親だった。

　陽太の実の父、日くさ下か部べ陽よう一いち郎ろう。

「な、なんで、父さんが──」

　なぜ生きているのか。

　そして、なぜこの場所にいるのか。

「ずいぶん久しぶりだな、陽太。大きくなったな」

　陽一郎はアンドロイドの残骸に目を向け、深いため息をついた。

「ああ、私の作品を壊してしまったんだね……悪い子だ」

　そこまで言われて、ようやく気づいた。

　フランケンシュタイン博士の、本当の正体に。

「まさか、父さんが……？」

　父はロボット工学の研究をしていた。アンドロイドをつくったのも、陽太たちを襲ったのも、すべて実の父の仕し業わざなのだろうか。認めたくはなかった。だが、そうとしか考えられない。

「それは助手用のアンドロイドだった。私の研究を手伝わせていたんだが……まあいい。今となっては用済みだ」

　陽一郎が、ゆっくりと部屋に足を踏み入れる。

「……交通事故で死んだのは、噓うそだったの？」

　陽太は父に問いかけた。

　なぜ、父は今も生きているのか。

　それも、昔のままの姿で。

　その答えを、今の自分なら想像することができる。

「交通事故、というのは噓だ。けれど、死んだことは事実だよ。私は、十年前に死んだんだ」

　陽一郎はゆったりとした声で、十年前の真実を語りはじめた。
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　十年前。

　陽太の父──日下部陽一郎は、一度、死んだ。




　これまで彼は、研究の傍かたわらで、吸血鬼ハンターとして戦い続けてきた。そして、敗戦した。

　吸血鬼に血を貪むさぼられ、陽一郎は今にも息いき絶たえようとしていた。朦もう朧ろうとする意識を懸けん命めいに繫つなぎ止めながら、床を這はった。

（死にたくない）

　そう思った。

（死にたくない死にたくない死にたくない）

　しかし、頭の中ではもう、助からないことを悟さとっている。

　生き残る方法は、ただひとつ。人間の生理をすべて放ほう棄きし、奴らと同族になることだけだ。

　床に、愛用の短剣が落ちている。その刃には血が付ふ着ちやくしていた。先刻、一撃を喰らわせた際についた、吸血鬼の血だ。

　儀式を成立させるため、陽一郎はそれに手を伸のばした。

　届かない。

　あとすこしだ──腕に力を込める。

『……ぐ、っ』

　指先が柄つかを捉とらえた。最後の力を振り絞り、体に引き寄せる。指先でその血を拭ぬぐい取り、自らの傷口に塗り込んだ瞬間、陽一郎は力尽きた。

　命の灯ひが消えた。

　その直後に、蠟ろう燭そくには別の炎ほのおが灯ともされた。

　それから陽一郎は、肉体の変化にもがき苦しんだ。全身が、火がついたように熱くなる。血管に溶かした鉄を流し込まれたかのようだ。かと思えば、今度は一瞬で冷たくなった。

　いつの間にか傷口は塞ふさがっていった。苦しかった呼吸が、酸さん素そボンベを得たように楽になる。体が軽い。自分が、自分ではないような、浮き立つ感覚。

　この瞬間から、陽一郎は吸血鬼となった。







『あなた？』

　ドア越しに、女の声が聞こえた。妻つまだ。

『お茶でもどうかしら？』

　陽一郎は平へい静せいを装いながら、ドアの向こうに声をかけた。

『いや、結構だ。片付けたい論文があるから、しばらくひとりにしてくれ』

　初めは隠し通せると思った。普通の人間と同じように生きていけると思っていた。

　だが、無理だった。

　三日も血を飲まずにいれば、陽一郎は飢うえた獣けものと化した。そして、美味おいしそうな獲物を目の前にすると、正気ではいられなくなった。

『あ、あなた、その顔……っ！』

　部屋にこもりきりの夫を心配した妻が、書しよ斎さいのドアを開けて絶ぜつ句くした。コーヒーカップが手から滑り落ち、割れ、カーペットに黒い染みをつくる。

　変わり果てた夫の姿を目まの当あたりにし、妻は青ざめた。

　ゆらり、ゆらり。

　一歩ずつ、ゆっくりと、陽一郎が獲物に捩ねじ寄る。

『喉が渇かわいた……もう限界なんだ』

　女の体を両腕に閉じ込め、その首筋に喰らいついた。

『ひっ、……！』

　女が小さく悲鳴をあげた。

　初めて味わう人間の血。恍こう惚こつとした表情を浮かべながら、愛した女の血を無心で啜すすった。余程飢えていたのだろう、陽一郎の体は、それだけでは満足しなかった。

　どさり、と女の体が床に転がる。

　そのとき、部屋の入り口から声が聞こえた。

『お母さん、どうしたの？』

　息子の陽太だった。物音を聞きつけて階段を上がってきたのだろう。

『お父さん……？　お父さん、なの……？』

　化け物に姿を変えた父親が、母親を喰い殺している。ひどく残ざん酷こくな光景に、陽太は目を見張り、慄おののき、後ずさりはじめた。

　逃げる陽太を追いかけ、その頭を摑み、陽一郎は牙を剝き出した。
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　突とつ如じよ、記憶が鮮明に甦よみがえる。

　すべてではないが、状況を把は握あくするには十分だった。

　よく見る、あの夢。吸血鬼に襲われる、あの悪夢。

　母親の血を啜り、自分に襲いかかる吸血鬼──その吸血鬼の顔と、目の前の男の顔が重なった。

　首元の咬み痕あとをつけた、張本人。

　最も残酷な真相が、胸を突き刺す。陽太は息を詰つめた。

「そ、そんな……父さんが、母さんを……」




　────殺した……？




　頭が真っ白になる。

　何も考えられない。

　記憶を否定するように、陽太は何度も首を振った。

「噓だ……父さんは人間だったはずだ！　吸血鬼なんかじゃない！」

「そうだ。私は人間だった。そして、吸血鬼になったんだよ。それが私の選んだ道だ。いや、選ばざるをえなかった、と言ったほうがいいかな」

　父親は息子に真実を語る。その声はおだやかで優しいが、どこか冷たさを孕はらんでいた。

「私は吸血鬼に命を狙われていた。そういう体質だったのだ。だから私は、あえて戦うことを選んだ。自分と、その家族を守るために、ね」

　ふと、ブラッドから聞いた話を思い出した。日下部陽一郎の血は特別で、吸血鬼に狙われていた、と。あの話は、やはり本当だったのか。

「だが、私はいつも押しつぶされてしまいそうだった。吸血鬼ハンターの抱える使命と責任の重さに。命を狙われ続ける恐怖に。私がいくら戦っても、吸血鬼は増えるばかりだ。自分ひとりの力ではどうにもならない。私は孤独だった。だから、これらのアンドロイドをつくり出したんだ。彼らは、私とともに仕事をこなしてくれていた。しかし、それでも孤独は私につきまとった」

　ゆっくりと、陽一郎が近づいてくる。

「そんなある日のことだった。私は吸血鬼と戦い、血を吸われた。体は死にかけていた。死にたくなかったんだ。もがき苦しんだよ。そしてそのとき、私は気づいた。吸血鬼を刺した私の短剣が、目の前に落ちていることに。その刃は、吸血鬼の血でべっとりと濡ぬれていた。最後の力を振り絞り、私はその血を体に取り込んだ。そして自らも吸血鬼になったんだ」

　陽一郎が、人間から吸血鬼へと姿を変えた。目は赤く、耳の先は尖っている。大きな口を開けて、見せつけるように牙を覗のぞかせた。

　吸血鬼を前にして、陽太の体はとっさに動いた。首にかけたロザリオを手に取る。相手の前に突き出し、近寄るなと牽けん制せいする。だが、陽一郎はまったく顔色を変えない。

「吸血鬼になったことで、何もかもから解放されると思った。もう吸血鬼と戦う必要はないのだから」

　もう一歩、陽一郎が近づいてきた。距離を取ろうと陽太も下がる。言葉を発することもできない。焦しょう燥そうと恐怖が心を支配し、全身を強こわ張ばらせた。

　陽一郎は、足も口も止めない。

「そして、私は重荷から解放された。……悲しいものだよ、吸血鬼は。何も感じない。人間への愛も、情も、何もかもを失ってしまった。私は人間の心を奪うばわれてしまったんだ」

　さらに後ずさると、背中が壁についた。追い込まれてしまった。
















　もう逃げられない。

　すぐ目の前には、化け物がいる。

「わかるか？　たとえば、今こうやって実の息子を殺そうとしても、なんとも思わないということだ」

　陽一郎の手が伸びてきた。

　爪が長く鋭い、吸血鬼の手だった。ブランコに乗った背中を押してくれたあの手とは、ずいぶんと違う。その指が、額に張りついた陽太の前髪をそっとすくう。指先は冷たい。まるで、肌の上を氷が滑すべっているようだった。

　陽一郎の顔が迫ってきた。

「知っているか？　お前の血を飲めば、私は長生きできるそうだ」
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「噓うそだよ」

　相沢が嗤わらう。

　ブラッドはただ、黙って彼の話を聞いていた。

「噓を教えたんだ。息子の血を飲めば長生きできる、ってね」

　黒幕の正体はわかった。陽太の父、日下部陽一郎。相沢の話によれば、フランケンは陽一郎の僕しもべで、相沢も彼に雇やとわれているようだ。

　だが、相沢が陽一郎に協力する理由が見えてこない。この男の目的はいったいなんなのだろうか。

　彼がどうして日下部陽一郎の命令を受け、陽太を連れ去ろうとするのか。彼と陽一郎の間には、果たしてどのような因いん縁ねんがあるのだろうか。

　その理由を問えば、

「どうして？　決まってるだろ。復讐するためだ」

　相沢は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「殺されたんだよ。俺の家族は、日下部陽一郎にな」

　にやついていた表情が一変し、怒りに染まる。

「俺たち家族は、ただ普通に暮らしてたんだ。人間を襲うこともなく、家か畜ちくの血を吸いながら、平和に暮らしてた。それなのに、あいつは──俺たちの隠かくれ処がにいきなり押し入り、両親を銀弾で撃ち殺しやがったんだ。俺を逃がすために、両親は囮おとりになって、死んだよ」

　──なるほど、そういうことだったのか。

　ブラッドは心の中で唸うなった。

「何もしていない俺たちを、日下部陽一郎は虫けらのように殺した。何が吸血鬼ハンターだ。正義の味方だ。ただの虐ぎやく殺さつ者しやじゃないか。笑わせるぜ」

「それで君は、日下部陽一郎に復讐しようとした、ということか」

「そうだ。俺は家族の仇かたきを討つため、あいつを捜した。ようやく陽一郎を見つけ出したときは、驚いたよ。吸血鬼ハンターが、吸血鬼になってるんだからな。あいつは自分のアンドロイドを使って人間を捕まえ、その血を啜すすっていやがった。そこで俺はあいつに近づいた。同時に、奴の息子にも近づいた。それから俺はためしに、あいつに噓をついたんだ。息子の血を飲めば命が延びる、ってな。日下部陽一郎の血は特別だ。その血を引く息子の血を飲むことで、より強力な魔力を得ることができる。そう言ったんだ」

　そんな迷信じみた話を、簡単に信じるだろうか？

　ブラッドは不思議に思ったが、日下部陽一郎は吸血鬼になってまだ日が浅い。たかだか十年だ。吸血鬼としての知識も乏とぼしく、そそのかすことは容よう易いだったのかもしれない。

　それに、裏を返せば、そんな迷信にさえ縋すがりつきたくなるほど、日下部陽一郎は切せつ迫ぱくした状況にあった、ということだ。

「生に対する執しゆう着ちやくが、彼を変えてしまったのか」

「そういうことだ。奴の体はガタがきてたんだ。ほら、人間にもいるだろ？　美しくありたいという欲望から、手当たり次し第だいに美容の方法を試す哀あわれな奴が。その欲望はとどまることを知らない。最終的には自分の形を変えることに行きつく。それと同じだよ。日下部陽一郎は整形に失敗したんだ」

　実の息子の血を飲めば、生き長らえることができる。陽太を殺せば自分の命は助かる。相沢はそんな噓をついて、日下部陽一郎の心を試したのだろう。彼の中にどれだけ理性が残っているか、ということを。

「あいつが、息子を殺すことにちょっとでも躊躇ためらいを見せたら、俺は奴の目の前で息子を喰い殺してやろうと思った。家族を殺された、俺と同じ目に遭あわせてやろうってな。それで俺の復讐は終わる。だけど、あいつは迷わなかったんだ。すぐにでも息子を連れてくるよう、俺に命じた。お前という邪魔が入ると、自らのアンドロイドに命じてお前を始末するように仕組んだ」

　あの公園で遭遇したアンドロイドは、むやみに人を襲っていたのではない。やはり、最初から陽太を狙っていたというわけか。

「あいつはもう、完全に人間の心を失ってしまったんだよ」

　日下部陽一郎にはもう、家族への情は残っていない。となると、彼の前で息子を殺しても意味はない。相沢にとってそれは、なんの復讐にもならない。

　次第に状況が読めてきた。

「そこで俺は、復讐のプランを切り替えた。あの親子を互いに戦わせることにしたんだ。まさに骨こつ肉にく相あい食はむ、ってやつだよ。両方死んでくれれば最高だ。親子同士で殺し合う、その醜みにくい姿を拝おがみたかった。憎い男の哀れな末まつ路ろを見届けて、自分の中の鬱うつ憤ぷんを晴らすことしか、今の俺に残された復讐の方法はない。まあ、お前のせいで、奴らの最さい期ごが見られないのは残念だがな」

「それで、あの少女を僕たちに差し向けたわけか。陽太くんと僕を引き離し、陽太くんを連れ去るために」

「ああ、あのメイドか？　あいつにはあいつの目的がある。俺たちは互いに利用させてもらっただけだ。あいつは昔の日下部陽一郎を敬愛していた。息子の顔を見れば、昔の優しかったご主人様に戻ってくれると信じてやがるんだ。馬鹿だよな、もうどうやっても無理だっていうのに」

　相沢は懐ふところから一枚の紙を取り出すと、見せびらかすようにひらひらと振った。

「これが、日下部陽一郎の研究所の地図だよ。安心しろ、今度は本物だ」

　そう言って、また元の場所に戻す。

　彼の意い図とは、十分に理解した。

「なるほど。君を倒さない限り、陽太くんにはたどり着けないということだね」

「そうだ。これが俺の復讐を邪魔したお前への、最後の嫌いやがらせだ。せいぜい楽しませてくれよ」

　ブラッドは唇を引き締める。

「悪いけど、急いでるんだ。楽しむ時間はないだろう」

「言ってくれるぜ」

　相沢の顔に笑みが戻った。
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　腕の傷から、とめどなく血が流れていく。体がぐらつき、陽太は両足を踏ん張った。ここで倒れるわけにはいかない。

　陽太の肩口に、陽一郎は鼻を寄せた。

「ああ、いい匂においだ……人間の、それも私の血を引く血。さぞ美う味まいだろうな。私の血も、あの吸血鬼は美味そうに飲んでいた。お前の血を吸い尽くせば、私の体は潤うるおいを取り戻す。さらに長く生きることができるのだよ」

　うっとりとした表情で、鼻をひくつかせる。そこに、優しかった父親の面おも影かげはなかった。彼はもう自分の父親ではない。吸血鬼ハンターでも、研究者でもなんでもない。ただの血に狂う獣。欲望に溺おぼれた、吸血鬼だ。

「お前には、父親として今まで何もしてあげられなかった……せめてもの償つぐないだ、今ここで楽に死なせてやろうじゃないか」

　右手を強く叩かれ、ロザリオが手を離れる。

（もうだめだ、殺される）

　諦あきらめが心を冒おかしはじめていた。最後の抵抗の手段を奪われ、最も早はやなす術すべはない。絶望と失望が入り交じる。

「いずれこの世界は吸血鬼に支配される。人間は吸血鬼に怯えながら生きていくのだ。お前だって、そんな世界で生きるのは嫌だろう？　これ以上、怖い思いはしたくないだろう？　ここで死ぬのが幸せだ」

　悪魔が耳元で囁ささやく。

　吸血鬼を前にしたときの、あの恐怖が、全身を過よぎった。

　そうだ、もうあんな思いはしたくない。吸血鬼に襲われたくない。ここで死ねば、自分は永遠に楽になれる。吸血鬼に支配される世界を見なくてすむのだ。

　甘い誘いに、心が揺らぐ。

　だが、屈くつするわけにはいかなかった。

『絶対に、生きて』

　あのときの叔お母ばの言葉が、頭の中に甦よみがえる。

「────やめろ」

　顎あごが震えた。

　やっとの思いで、言葉を紡つむぐ。

「父さんは間違ってる」

「……間違ってる、だと？」

「俺は死にたくない」

　生きることは怖い。苦しい。辛い。それでも、

「死にたいなんて思わない。どんな世の中になろうが、俺は生きていきたい」

　そのために、自分はここまで戦ってきたのだから。

「お前は、何もわかってないな」

　陽太の言葉を否定し、蔑さげすんだ瞳が見下ろしてくる。

「お前にはもう家族がいないんだ。お前は耐えられるのか？　たったひとりで生きていく孤独に」

　たったひとりで？

　いや、




　──君はひとりじゃない。僕がついてる。




　ブラッドの声が聞こえた気がした。

「…………俺は、」

　ひとりか？

　いや、違う。

　味方ブラツドがいる。

　だから自分は戦える。

　陽一郎を正面から睨み返し、陽太は力強く答えた。

「俺は、ひとりじゃない」

　陽太の視線を受け流し、陽一郎の唇が吊り上がる。

「……ひとりじゃない？　ならば、どうして誰もお前を助けに来ないんだ？　なぜお前は今、こうしてひとりで戦っているんだ!?」

　嘲ちよう笑しようを浴びせ、陽一郎がとうとう牙を剝むき出す。

「お前はひとりで死んでいく運命なんだよ！　この私のようにな！」

　そして、陽太の首筋にかぶりつき、その血を勢いよく吸い上げた。

「ぐっ……！」

　身動きが取れない。首元に痛みが走る。

　不意に、ブラッドの言葉が頭を過よぎった。




　──肉を切らせて骨を断たつ、という言葉があるだろう？　もし敵に足を拘束されたら、自ら足を切り落としてでも反撃するんだ。




　そうだ。抵抗しなければ。このままでは殺される。

　だが、反撃しようにも、手元に武器がない。




　──その三。利用できるものはなんでも利用する。




　頭の中で、ブラッドの言葉を反はん芻すうした。

　利用できるものは、なんでも。

　そうだ。

（頼む、動いてくれ）

　遠のきそうな意識を繫つなぎ止め、硬直している体を叱しつ咤たする。

（動け）

　指先が、ぴくりと震えた。

　痛みを堪こらえながら、やっとの思いで動かした右手を、今度は左腕に伸ばす。そこに刺さったままになっている大きな銀の破片を、陽太は強く握りしめた。力を込めると、刃が手のひらに食い込んだ。じわり、と血が滲にじむ。

「……どうして、ひとりで戦ってるかって？」

　陽太は歯を食いしばった。そして、その破片を、一気に傷口から引き抜いた。身を抉えぐられるような激痛に、くっと喉が鳴る。

　左腕だけではない、右手も使い物にならないだろう。

　だけど、まだ戦える。




　──君がひとりで十分に戦えるくらい強くなったら、また狩かる兎と町ちように戻ればいい。




　すべては、取り戻すために。

　陽太は破片を強く握り、

「──ひとりで十分だからだよ！」

　血まみれになった右手で、吸血鬼の心臓を突いた。陽太の上じよう腕わんを刺していた銀片が、今度は陽一郎の胸を抉る。

　突然の衝撃に、陽一郎は眼球を剝き出した。唇が、陽太の首筋から離れ、悲鳴をあげる。「ぐぁあああああああ！」

　陽一郎は悶もだえ苦しみながら、おぼつかない足取りで後ずさった。

「うぐぁああああ、っ！」

　陽一郎の全身の皮膚が、灰となって剝はがれていく。今まで見てきた吸血鬼と、同じように。

「……どうだブラッド、ひとりで倒したぞ」

　独ひとりごちながら、陽太はへへ、と力なく笑った。

　これで終わる。自分の戦いが。

　終わらせてあげられる。父の苦しみを。

　ほっと息を吐いた矢先、目の前の吸血鬼は肩を震わせはじめた。

「ク……クククク────」

　陽一郎は、嗤わらっていた。

　確かに、急所を突いたはずだ。倒したはずだ。それなのに──

「そんな……」

　言葉を失う。

（うそだろ、こんなの）

　父は、死んでいなかった。

　初めから、生きてなどいなかったのだ。
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「クッ、ハハッ、ハハハハハ──！」

　男の高笑いが響き渡る。

　陽よう一いち郎ろうの肉体は灰と化し、崩れ落ちた。そこに残っていたのは、銀が剝むき出しになったアンドロイド。

「うそだろ……まさか、自分の体を……」

　信じられない、と陽よう太たは目を見開いた。

「そうさ、吸きゆう血けつ鬼きになった体を改造したんだ。これで私は、心臓に杭くいを打たれようと、この世に留とどまり続けることができる。もはや消滅する恐怖に怯えることもない────これこそが私の最さい高こう傑けつ作さくなのだよ！」

　アンドロイドは誇らしげに両手を広げる。

　これが父の、本当の姿。銀色の、骸がい骨こつのような手。その右手が、キュイン、と音を立て、銃じゆうのように変形を遂とげた。

　そして、陽太の頭を狙う。

「吸血鬼の体を保つためにお前の血が必要だったのだが、こうなっては仕方がない……お前はもう用なしだ」

　殺意のこもった声が、銀の塊かたまりの中から聞こえる。

　陽一郎に銃口を向けられ、陽太は怯ひるみ、うしろに下がった。

（逃げないと、殺される──！）

　踵きびすを返し、部屋を飛び出す。長い廊ろう下かを駆かけ抜けた。陽一郎が追いかけてくる。容よう赦しやなく陽太に向かって発砲した。背後で何度も銃声が聞こえる。すんでのところで、運よく弾は外れた。

　研究所のエントランスを出たところで、陽太の足は止まった。

　身動きできなかった。大量のアンドロイドがずらりと並び、陽太の行く手を阻はばんでいる。すべて、公園で遭そう遇ぐうしたあのアンドロイドと、同じような格好をしていた。おそらくこれが、フランケンの話していた《ヴァンピロイド》だろう。

　背後には、陽一郎がいる。こちらに武器を向けている。挟はさまれてしまった。

（もうだめだ、今度こそ終わりだ）

　策は尽きた。もう逃げられない。

　諦めるしかなかった。

　陽太は奥歯を嚙みしめた。

「──死ね、陽太」

　陽一郎が笑った。

　すぐに、銃声が聞こえてきた。

　ところが、撃たれたのは陽太ではなかった。

「え……？」

　何発もの銃弾が陽一郎を襲い、その腕が吹き飛ぶ。

（何が、起こったんだ？）

　陽太は視線を彷徨さまよわせた。




「そこまでです、博士」




　アンドロイドの群れの中から、ひとりの少女が現れた。

　両手に銃を持ち、その銃口を陽一郎へと向けている。先刻の銃撃は、彼女によるものだった。

「フランケン！」

　予期せぬ援軍の登場に、陽太は体の痛みも忘れて声を張り上げた。

「どうして、お前が──」

　彼女は陽太たちを騙だましたのだ。そして、自分をここまで連れてきた。てっきり敵だと思い込んでいたが、そんな彼女が加勢するなんて。

「約束したではありませんか。共に博士の暴走を止める、と」

「俺たちを裏切ったんじゃなかったのか？」

「裏切るなんて器用な真似はできません。機械ですから」

　フランケンはゆっくりと歩を進めた。陽太を庇かばうように、アンドロイドと化した陽一郎の前に立ちはだかる。

「何をしている」

　陽一郎がフランケンに訊いた。機械と化した顔からは、表情が読めない。だが、心底忌いま々いましそうな声だった。

「日下部陽一郎メインコンピユータを破壊する。それだけです」

「……お前は本当に、私の言うことを聞かないな」

　陽一郎は肩をすくめるような動作をした。フランケンに向き直り、鋭い言葉を投げかける。「すべてが終わるまで出てくるな、と命令したはずだが？」

「あなたの命令は聞けません。あなたはもう、ワタシの主人ではない」

　フランケンは屈くつしなかった。

「実の息子の顔を見れば、昔のあなたを思い出してくれると考えました。以前の優しかったあなたに戻ってくれると。だから陽太様をここまでお連れした。しかし、ワタシの認識が甘かったようです。あなたはもう、日くさ下か部べ陽よう一いち郎ろうではない。ワタシのマスターではない。日下部陽一郎は死んだのです。彼がいなくなった今、そのすべての所有物は息子の陽太様が相続されます。もちろん、このワタシも」

　陽一郎に向けて、真っ直ぐに腕を伸ばす。

「さあ、陽太様。ご命令を」

　フランケンに促うながされ、陽太は唾つばを吞み込んだ。

（どうする？　どうすればいい？）

　自分に問いかける。

　けれど、答えは決まっている。これしか方法はないのだ。

　父を助ける方法。

　いや、そうじゃない。

　自分が助かる方法、だ。

　かすかに残った躊ちゆう躇ちよを振り払い、陽太は声を張り上げた。

「メインコンピュータを破壊してくれ！」

　父を壊すことを選択する。自分が生き残るために。

「イエス、マスター」

　陽太の命令に、フランケンが頷うなずいた。

　父は最後まで抗あらがった。

「ならば、お前たちも道連れにしてやる！」




　一瞬の間を置き──爆音が聞こえた。




　フランケンの攻撃と陽一郎の自爆は、ほぼ同時だった。

　爆音とともに、火柱が上がる。ヴァンピロイドたちも、それに呼こ応おうするように、次々と爆発した。爆発が連続して巻き起こる。今までとは規模が違う。爆風が身を包み、炎はすぐそこまで押し寄せてきた。

　そのまま吞み込まれそうになったが、間かん一いつ髪ぱつ。

　足が地を離れ、ふわりと体が浮き上がる。




「──大丈夫かい？」




　ブラッドの仕し業わざだった。

　右脇に陽太、左脇にフランケンを抱えている。大きな翼をはばたかせ、研究所を脱出した。
















「……助けに来るのが遅い！」

　陽太は口をへの字に曲げた。内心ではほっとしている。

「ヒーローは遅おくれて登場するものでしょ？」

「遅れすぎだよ。ほんとに死ぬかと思ったんだぞ」

「ごめんごめん。いろいろあってね」

「てか死にそう。痛い」

　気が抜けたせいか、今さらになって思い出したように、痛覚が波となり押し寄せてきた。

「あー、やばい、ほんと痛い……」

　情けない声を漏らす陽太に、ブラッドは労いたわわるような微笑みを浮かべた。

「よく頑張ったね、陽太くん」

　あとで止血してあげるから、と片目をつぶった。

　一方、フランケンは眉を寄せている。「申し訳ありません、ワタシのせいで……」

　陽太たちを騙したことを、うしろめたく思っているのだろう。

「君にも事情があったんだ。気にすることはないよ。それより、陽太くんを守ってくれてありがとう」

　ブラッドが微笑んだ。

　ブラッドの言うとおりだ。彼女は彼女なりに父を救おうとしたのだ。責められることではない。それに、全員こうして無事だったんだ。それでいいじゃないか、と思った。

「そうだよ。ありがとう、フランケン。お前のおかげで助かった」

　陽太も笑顔を見せると、フランケンは唇を嚙かんで頷いた。

　炎は建物に燃え移り、研究所からも煙が上がりはじめていた。しばらく収まりそうにないだろう。

　父は、死んだ。

　今度こそ本当に死んだのだ。

　父親の死に直面しても、その実感が湧わいてこないのは、父が人間でなかったせいだろうか。吸血鬼だったからだろうか。アンドロイドだったからだろうか。だったら、人間とそれらはどこが違うのだろうか。今ここにいるブラッドやフランケンと、どう違うのだろうか。陽太にもわからなかった。

　達成感と虚きよ無む感かんが入り交じった、不思議な気分だ。

「日下部陽太様」

　物思いに耽ふける陽太に、フランケンが改まったようすで声をかけた。

「お連れしたい場所がございます」
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　陽太の傷の応急処置を終えてから、一行はフランケンに言われた場所を目指した。狩兎町中央部にある住宅街だ。少し離れた場所に着地し、そこからしばらく歩いた。陽太の傷を心配してか、ブラッドに「抱っこしてあげようか」と言われたが、心の底から遠えん慮りよした。幸い、怪け我がをしているのは上半身だけだ。歩くことはできる。それに、この年で抱っこは恥ずかしい。

「こちらです」

　一軒の家の前で、フランケンが足を止めた。

「ここは──」

　と、その家を見上げてから、陽太は言葉を吞み込んだ。その二階建ての家か屋おくには、見覚えがある。

「昔、陽一郎様が住んでいた家です。あなたと一緒に」

「……ああ、覚えてるよ」

　今でもよく覚えている。両親が生きていた頃に住んでいた家だ。壁は赤茶色の煉れん瓦が造づくりで、柱や窓まど枠わくは白く塗と装そうされている。三角屋根の、洋風の建物。家を取り囲むように庭が広がっていて、色とりどりの植物が生おい茂しげっていた。

「陽一郎様が亡くなった今、すべての財産はあなたが相そう続ぞくすることになりました。手はずは整えてあります。今日からこの家はあなたのものです。確かにお渡しいたしました。これが、陽一郎様から命じられていた、ワタシの最後の仕事だったのです。ワタシはこれで、使用人としての役目を終えました。今後のワタシの処しよ遇ぐうは、あなたがお決めくださいませ」

　そう言われて、陽太は困こん惑わくしてしまった。

　アンドロイドとはいえ、陽太にとって、フランケンは普通の人間と変わらない。今までもそういう風に接してきたつもりだ。ひとりの人間の人生を、自分の一言で決めることはできなかった。

　となると、答えはひとつ。

「お前を自由にしてやりたい」

　陽太の言葉に、フランケンは大きな目を何度も瞬まばたいた。

「……自由、ですか？」

「うん。今までずっと父さんに仕つかえてきたんだろ？　これからは好きな場所で、好きなように生きてほしい。誰にも縛しばられず、自由にね」

　ただし自じ爆ばくするのはなしで、と付け加えた。

　フランケンは素直に頷いた。陽太マスターの命令ならば、彼女もちゃんと従うだろう。これでブラッドから与えられた任務も、無事完了だ。

「かねてから、本物の人間のように暮らしてみたいと思っておりました。ようやくワタシの願いも叶います。なんとお礼を申し上げたらよいか」

　フランケンは深々と頭を下げた。

「それでは、陽太様、ブラッド様。お元気で」

　機械とは思えないほどのやわらかい微笑みを残して、フランケンが去っていく。

　これから彼女はどんな人生を歩んでいくのだろうか。幸せになれればいい、と思った。アンドロイドの幸せが何を指すのかはわからないが、漠ばく然ぜんとそう思った。

　フランケンのうしろ姿を見送ってから、陽太は家のドアに手をかけた。振り返ると、ブラッドは門もん扉ぴの前に佇たたずんだままだった。てっきりいつものように、すぐ隣となりにいると思っていたのに、ブラッドは離れた場所からこちらを眺めている。家の敷地に足を踏み入れようとはしない。

　入らないの？　と訊きこうとして、やめた。

「そうか、入れないんだったな」

　この家は今から陽太のものだ。陽太の許可がなければ、吸血鬼は中に入ることができない。吸血鬼の面倒な掟おきてだ。

「僕も、ここでお別れだ」とブラッドは真面目な顔で言う。

　別れ、という二文字が、やけに耳についた。

「お前も帰るのか？」

「うん。そろそろ日が昇る頃だ。それに、僕の役目も終わったからね。君はもう、ひとりで立派に戦える」

　ブラッドが微笑んだ。

　確かに、ブラッドがいなくても、陽太はひとりで戦った。自分でも驚くほど成長したと思う。あんな大変な目に遭あったのだ。吸血鬼の一体や二体、今ならなんてことないだろう。立ち向かう自信はある。

　だからといって、すぐに陽太の元を立ち去るのは、少々味気なさすぎるのではないだろうか。

　ちょっと寄っていけばいいのに、と心の中で思っていると、

「だめだよ」

　ブラッドは人差し指を唇に当てた。

「せっかく手に入れた新しい家なんだ。絶対に、吸血鬼を招き入れちゃいけないよ」

　先に釘を刺されてしまった。

　寂しいことを言う男だ。陽太はむすっと、子どものように口を尖とがらせる。

「吸血鬼でも、友達ならいいだろ？」

　陽太の言葉に、ブラッドは一瞬、きょとんとした。




「いつでも遊びに来いよ、ブラッド」




　今、陽太はブラッドに「許可」を与えた。「家に入っていい」という意味だ。これで結界も解けただろう。信用しているからこそ、言える台詞せりふだった。

「……ごめん、聞こえなかった。なんて？」

　ブラッドがとぼけた顔で首を傾げる。わかっているくせに。

　けれど、その顔はどこか喜んでいるように見えた。

「それじゃあ、元気でね、陽太くん」

　ブラッドが翼を広げ、地面を蹴ける。

「ブラッド！」

　その背中を、呼び止めた。

「ん？　なんだい？」

　空中で振り返るブラッドに、大声で告げる。聞こえなかったなんて言わせないように。

「助けてくれて、ありがとう！」

　やっと、言えた。

　ずっと言いそびれていたことだ。初めて会った、あのときから。

　ブラッドは何も答えなかった。ただ黙って、目を細めた。

　小さくなっていく黒い影を、陽太は見えなくなるまで眺めていた。







　ブラッドが夜明けの空の中に消えてから、陽太は十年ぶりに、家に足を踏み入れた。

　中はきれいだった。当時のままだ。フランケンが定期的に掃除をしていてくれたのかもしれない。

　陽太は真っ先に二階へ向かった。

　二階には、父の書しよ斎さいがある。夢の中で何度も見た光景だ。あの日、幼い頃の陽太は、この部屋で母親が殺されるところを目撃した。すべてはあのとき、この場所から始まったのだ。

　父の部屋の中央には、机がある。その上には、十字架の形をした銀製の短剣があった。吸血鬼ハンターとして、父が愛用していたものだろう。

　その隣に、日記を見つけた。そこには、父の戦いがつぶさに記されていた。







　　四月三日

　　　吸血鬼と戦い、深ふか手でを負おう。

　　　もっと強くならなければ、この世界は守れない。




　　六月十五日

　　　最高のパートナーに巡り合えた。彼女は素晴らしい女性だ。




　　十月三十一日

　　　新しい家族が増えた。

　　　この子の顔を見るだけで戦いの疲れが癒いえていく。

　　　この世界と、妻と息子の為ために、私はこれからも戦いたい。







　どこを読んでも、日記の中の父は、やはり正義感に満ちあふれた立派な吸血鬼ハンターだった。

「どうして、父さんは……」

　小さく呟く。

　父は、どこで道を間違えたのだろうか。

『無駄な正義感は身を滅ぼすだけだ』

　公園でのブラッドの言葉が、今さらになって身に染しみる。

　父は正義感に苦しめられ、堕だ落らくした。彼が死を恐れたのも、すべては彼が守るべき存在のせいかもしれない。

　そんな父に向かって、自分は刃やいばを突き立てた。

（後悔してるのか？）

　自問し、陽太はすぐに首を振る。

（いや、これでよかったんだ）

　自分は、母の仇かたきを討つことができた。記憶を手に入れ、ずっと知りたかった真相を明らかにした。そして、再び自分の生活を取り戻した。

　何より、

「俺は、俺のために戦った」

　生き残るための選択だ。後悔はない。

「これでいいんだ。そうだよな、ブラッド」

　日記の最後のページは破り取られていた。何が書かれていたのかはわからない。けれど、それでもいいと思った。これは父によって綴つづられたただの日記であり、自分の未来を記しるす物語ではない。父と自分は違うのだから。

　そしていつかは、知る日が訪れるかもしれない。日記の最後に何が書かれていたのかを。父を殺した吸血鬼が、何者だったのかを。

　その日のために、今は──。

　ぱたん、と力を込めて日記を閉じると、机の引き出しの中にしまった。
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　その日、また夢を見た。

　いつも見ていた、あの夢だ。母が、吸血鬼となった父に血を吸われ、命を落とす。幼い頃に体験した、あの日の夢。夢の中の陽よう太たは必死で逃げまどい、父親に殺されそうになる。いつもと同じ内容だが、今日は少しだけ違っていた。吸きゆう血けつ鬼きに捕まり、陽太は怖くて目をつぶった、その直後。

　声が聞こえた。

　テノールの、耳みみに心地のよい、優しい声。

　聞き覚えのある、あの男の声だ。




「──大丈夫かい？」




　恐おそる恐る目を開けると、そこには男の顔があった。

　ブラッドだ。

　こちらに微笑ほほえみかけている。初めて彼に会った、あの夜と同じ笑顔で。

「もう大丈夫だよ、陽太くん」

（ああ、そうだな）

　大丈夫。

　ブラッドの、いつもの魔法のような言葉だ。

（もう大丈夫なんだよな、ブラッド）

　返事をしようとしたところで、夢は終わってしまった。










　目を覚さますと、陽太は真っ白いベッドの中にいた。

「おはよう、日くさ下か部べくん」

　白衣を着た中年の男に声をかけられ、自分が今、病院にいることを思い出す。

　そうだ。そういえばあのあと、傷きずの痛みがひどくなり、救急車を呼んだのだった。八針縫って、数日入院するだけですんだ。

　ベッドの傍かたわらで、医者は言う。

「もう退院していいよ。学校にも通って問題ないけど、激しい運動は控えてね。それから、右手は使わないように。しばらくノートを取るのは友達に頼むといい」

（俺、友達いたっけ？）

　心の中で首を捻ひねる。

　なんて寂さびしい奴なんだ、と自分で笑ってしまった。

「それにしても、どうしてそんな怪我をしたんだい？」

　医者に訊きかれ、困ってしまった。

「いや、その、これは……」

　左腕は、アンドロイドの破は片へんが刺さりました。首は、父に咬まれました。右手は、破片を自分で握りしめました。と、正直に言えるはずもない。

　なんと答えるべきだろうか。うまい言い訳が思いつかなかった。

　すこし悩んでから、口を開く。

「肉を切らせて骨を断たったんです」

　訳がわからない、という顔で、医者はため息をついた。わかるわけがない。現実はもっと奇き怪かいで、信じがたいものなのだから。
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　久しぶりに学校に行くと、いつもの面メン子ツが顔を揃そろえていた。しばらく姿を見せなかった陽太に、興きよう味み津しん々しんといったようすで、級友たちが欠席の理由を尋たずねてくる。体に巻かれた包帯も気になったのだろう。「交通事故に遭あった」と答えたら、驚かれはしたが、そこまで深くは訊かれなかった。

「なあ、知ってるか？」

「何が？」

「相あい沢ざわ、退学したらしいぜ」

　教室の一部では、相沢の話題で持ち切りだった。

　暢のん気きなものだ。彼らは何も知らない。それがどんなに幸せなことなのか、ということも。この世には、知らないほうがいいことが山ほどある。

「まじかよ。最近ずっと学校休んでると思ったら」

　相沢は姿を消したのか。それとも、まだどこかに隠れているのだろうか。わからない。だが、たとえ彼にまた襲おそわれたとしても、今度は以前のような無様な姿を見せるつもりはなかった。

「なんで辞やめちゃったんだろうな」

「家庭の事情らしいぜ」

　誰も、真実を知らない。事実をわかってはもらえない。ここに、陽太の経験を共有できる者はいないのだ。だが、寂しさは感じない。それでよかった。

　ようやく帰ってこれたのだ。この日常に。

「日下部はいいよなあ、親いなくて」

　級友のひとりは、今日も親の悪口を言っている。いつもの話題を、陽太は「そんなことないよ」と否定した。これは本心だった。

「日下部って、親しん戚せきと暮らしてるんだったよな？」

　訊かれ、叔父たちのことを思い出す。彼らは今頃どうしているのだろうか。

「あ、いや。今はひとり暮らしだよ」

「ひとり暮らし!?」

　高校生でひとり暮らしというのは、なかなか珍しいものだ。クラスメイトからは、驚きと羨せん望ぼうの交じった視線が返ってきた。

「親戚の家を出て、昔住んでた家に引っ越したんだ」

「まじで？　いいなぁ！」

「今度、遊び行っていい？」

「いいよ」

　と、あっさり口から出た言葉に、自分でも驚く。

「みんなで行こうぜ」

「それは迷惑だろ」

「大丈夫だよ。ひとりじゃ広すぎて寂しいくらいだし」

「じゃあさ、今度、中間テストの勉強会しようぜ。泊まりがけで」

「いいな、それ。楽しそう」

「俺、ゲーム持っていく」

「勉強する気ないじゃん」

　級友が笑った。つられて陽太も笑みをこぼした。教室の中で笑っている自分が、なんだかとても新しん鮮せんだった。
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　その日の放課後、

「あれ？　日下部、今日は帰るの早いんだな」

　と、下げ駄た箱ばこの前でクラスメイトに声をかけられた。

　そういえば、この前までは遅くまで残って勉強していたのだ。居い残のこりせず、真っ先に家に帰る陽太が珍しかったのだろう。

「もしかして、これから病院？」

「……うん。まあ、そんなとこかな」

　住む場所が変わったことで、自分を取り巻く環境も変わり、それに伴ともなって生活のスタイルも変わる。それだけのことだ。そのうち馴なれるだろう。自分も、周りも。すぐにまた、新しい日常が始まる。

「じゃあな」

「また明日」

　帰宅するクラスメイトに手を振って見送り、陽太は呟つぶやく。

「さて、俺も帰るか」

　──帰るか、か。

　なんて贅ぜい沢たくな言葉だろうか。自然と口からこぼれた、とりとめのない独ひとり言ごとに、体が小さく震えた。

（俺にもまだ、帰る場所があるんだ）

　家族を失い、家を失った。そんな自分に、再び与えられた居場所。

　もう二度と、なくしたくはない。

（絶対に、守ってみせる。何があっても）

　心に誓い、足を踏み出した。







　いつもは正門から帰るのだが、今日に限っては裏門をくぐった。寄り道したくなったのだ。

　狩兎市の南側、家から電車で三十分弱の距離に、森がある。侘わびしい場所だが、陽太は迷わずそこに足を踏み入れた。

「たしか、この辺だったはず……」

　森の中の一本道をひたすら歩くと、見つけた。

「……あった」

　防ぼう空くう壕ごうの洞どう窟くつ。

　ブラッドの家だ。

　なぜここを訪れたのか、自分でもよくわからない。特に用事はなかった。今け朝さの夢のせいだろうか、急に会いたくなった。久しぶりに、彼の顔が見たくなったのだ。

　最近どう？　元気にしてる？　そんな他た愛あいのない話をしたかった。

「おじゃましまーす」

　中に足を踏み入れ、

「ブラッドー？　いるー？」

　声をかけるが、返事はない。

　今は太陽が昇のぼっている時間帯だ。吸血鬼はまだ寝ているのかもしれない。

　うす暗い洞窟の中、目を凝こらす。

「……え」

　驚いた。

　何度も瞬きをしたが、目の前の光景は変わらない。

「なんで──」

　そこは、もぬけの殻からだった。

　ブラッドはいない。棺かん桶おけと一緒に、きれいさっぱりと消えていた。

　何もない洞窟の中で、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。

（ああ、そうか）

　自分は、こちら側の世界に来てしまったのだ。

「……お前とは、もう会えないんだな」

　不ふ思し議ぎと、納得している自分がいた。

　今朝、ブラッドが夢に現れたのは、きっと別れを言うためだったのだろう。そんな気がした。

「さよなら、ブラッド」

　洞窟の中の小さな呟つぶやきは、彼にちゃんと届いただろうか。
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　今日から日記を書こうと思う。

　唐とう突とつにこんなことを思い立ったのは、父親の影響かもしれない。夏休みの絵日記ですら三日で終わった陽よう太たのことなので、たぶんそんなに長くは続かないだろう。せっかく買ったこの日記帳も、すぐに役目を終えるかもしれない。

　それでもいい。別にそれでよかった。とりあえず、あの出来事だけでも書き記しておきたかった。

　といっても、何から語ればいいのかわからない。いろんなことがありすぎた。

　たとえるならば、平和な人生の中に、ひとつの小さな戦争が勃ぼつ発ぱつしたようなものだった。生ぬるい空気に包まれた日本で生きてきたごく普通の高校生が、いきなり戦場に駆り出されたのだ。銃じゆう弾だんが飛び交う中で、ただひとり頭を低く下げて、世界の平和を願うだけ。そんな自分が、立ち上がり、武器を手に取り、最前線で戦った──あの日々のことは、おそらく一生忘れられないだろう。忘れられるわけがない。

　そうは思っても、忘れていくのが人間の性さがだ。だから陽太は、日記に書こうと思った。あの出来事を、父のことを、そして、あの男のことを胸に刻むために。







　実の父・日くさ下か部べ陽よう一いち郎ろうとの対決から、もう一週間がたとうとしている。

　傷はだいぶよくなった。明日にも包帯が取れそうだ。驚異的な回復力だ、と医者に言われた。

　新しい生活にも馴れてきた。あの日々が噓うそのような、おだやかで、平凡な毎日を過ごしている。特に変わったことといえば、高校までの距離が遠くなったことくらいだろう。今までより一時間、早起きしなければならなくなった。

　学校へ行けば、相変わらず退屈で、憂ゆう鬱うつな時間が待っている。それでも、頰ほお杖づえをついて外を眺ながめる時間は、以前よりも減ったような気がする。




　あれから、あの男には会っていない。

　ブラッドのことだ。

　遊びに来いと言ったのに、彼は未いまだに来ない。たった三日間とはいえ、ずっと一緒にいて、共に戦った仲間だ。寂さびしさを感じないと言えば、噓になる。

　姿を見ていないのは、あの男だけではない。叔お父じと叔お母ばもだ。マンションの管理人に訊いてみたところ、二人は引っ越したと言っていた。

　相あい沢ざわだって、あれから姿を見せない。ほかの吸血鬼に襲われることもない。あの日以来、吸血鬼と遭そう遇ぐうしたことは一度もなかった。陽太の前に現れないだけで、どこかに潜ひそんでいるのかもしれないが。

　吸血鬼は、本当にいるのだろうか？

　最近では、そんなことを考えるようになった。もしかしたら吸血鬼なんてものは、最初から存在していなかったのかもしれない、と。あの夜のことは、すべて幻まぼろしだったのかもしれない。今までのことも全部夢だったのかもしれない。叔父や叔母と暮らしていたことも、相沢に襲おそわれたことも、あの男との出会いも。そして、父の死も、すべて。

　疑うたがえば疑うほど、自分の中の記憶があやふやになっていく。こうして、やがては忘れ去ってしまうのだろう。







　だから陽太は、ペンを走らせる。

　あの出来事を、彼らを、そして、これからのことを忘れないために、日記を書く。

　陽太は今、学校にいた。自分の席でこれを書いている。もうすぐ朝のホームルームが始まる時間だが、教室の中は何やら騒さわがしかった。

「なあ、このクラスに転校生が来るらしいぜ！」

「はあ？　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期に？」

「本当だって。さっき職員室で、うちのクラスの担任と喋しやべってたもん」

「男？　女？」

「両方だよ！　男と女。ひとりずつ！」

「まじかよ！　どんな子だった？」

「背が高くて、かっこよかった」

「馬ば鹿か、女のほうだよ」

「髪かみ染そめてた。外国人っぽい。留りゆう学がく生せいかな？」

「静かにしろー、みんな席に着つけー」

　担任教師が、教室に現れた。全員が口を閉じて注目する。

「転校生を紹介するぞ」

　その一言で、教室は再びざわついた。

　担任が白いチョークを持ち、二人分の名前を黒板に書き記す。




　　鈴すず木き・ブラッドレイ・戒かい斗と

　　フランシス・ド・ヴォルケンシュタイン




（…………ん？）

　黒板の文字に、陽太は首を傾かしげた。どこかで見たことあるような字じ面づらだが、たぶん気のせいだろう。

「変な名前」

「どこまでが名字？」

「ってか、何なに人じん？」

　教室は色めき立っている。私語が増え、騒さわがしくなる一方だ。

「静かに！」

　教師が一いつ喝かつした。

「鈴木くんはお母さんがルーマニア人のハーフ。ヴォルケンシュタインさんはご両親ともにドイツ人らしいぞ。二人とも、入っておいで」

　教師の合図で、転校生たちが教室に足を踏み入れる。

　陽太はそのようすを、頰杖をついて、ぼんやりと眺めていた。「日本語喋れるのかな？」なんて、暢のん気きなことを考えながら。

「さあ、みんなに挨あい拶さつして」

　促うながされ、転校生たちは順に口を開く。

「鈴木です。よろしくお願いします」

「フランシス・ド・ヴォルケンシュタインと申します」

　その聞き覚えのある声に、陽太は目を丸くした。

　ようやく気づいた。

　教卓の前に並んで立っている転校生が、紛まぎれもなく、あの二人だということに。

「ああああーっ！」

　思わず叫び、椅子から立ち上がる。その拍ひよう子しに、椅子がうしろに倒れ、がたんと大きな音を立てた。

「ブラッド！　フランケン！」

　すぐに気づかなかったのは、陽太がいちばんうしろの席に座っていて、彼らの顔がよく見えなかったせいだ。それと、狩かる兎と高校の制服に身を包んだ彼らの姿が、新しん鮮せんだったせいでもあるだろう。

「お、お前ら……なんでここに──」

　勢いよく起立した陽太に、クラス全員の視線が集まっている。ブラッドは陽太に手を振り、フランケンは軽く頭を下げた。
















　それを見ていた担任教師が、陽太に尋たずねる。

「なんだ、日下部。知り合いか？」

「え？　いや、その」

「そうか、知り合いだったのか。それじゃ二人とも、席は日下部の近くに座りなさい」

「はーい」

「承知しました」

　陽太の席は、いちばんうしろの窓側だ。隣となりは相沢だったが、今は空席になっている。そこにブラッドが座り、フランケンは陽太のうしろに新しい机を運んだ。

（なんで、どうして、こいつらが、こんなところに？）

　陽太も困惑するしかなかった。







「……これは、どういうことなんだ？」

　ホームルームが終わってから、本人たちにその訳わけを訊きけば、ブラッドは照れたように笑った。「へへ、来ちゃった」

「来ちゃった、じゃないよ！」

「いやあ、一度通ってみたかったんだよね。学校ってものに」

「……そんなくだらない理由で」

　ため息をつき、視線をうしろの席の少女に移す。

「フランケン、お前まで……」

「申し上げたではないですか、人間のような生活がしたいと」

　だからといって、何も女子高生にならなくてもいいじゃないか。陽太は頭を抱かかえた。

「それよりお前ら、どんな手使ったんだ？」

　疑わしい。人間じゃない生き物が、人間の学校に簡単に転入できるなんて。相沢もだったが、何か卑ひ怯きような手でも使ったのだろうか。裏金とか。

「えっと、それは……」

「なんと説明すればよいのでしょうか……」

　二人は言いにくそうに視線を泳がせている。嫌な予感がしたので、陽太は蠅はえを追い払うように手を振った。

「あー、いい。わかった。言わなくていい。聞きたくない」

　世の中には知らなくていいこともある。どうやらこの世界は、自分が思っている以上に毒されているようだ。

「それより、どうかな？　僕の制服姿」

　念願の高校生活に、ブラッドはご機き嫌げんだった。

「やっぱり顔がいいと、何を着ても似合うよね。そう思わないかい？」

　似合ってはいるが、大人びていてとても高校生には見えない。まるでコスプレだ。

「ああ、でもこのズボン、ちょっと裾すそが短いな。ほら、僕って足が長いから」

「そうだな」

「ねえ、ネクタイ曲がってない？」

「そうだな」

「ほんとに？」

「そうだな」

「ちょっと陽太くん、ちゃんと聞いてる？」

　適当にあしらっていると、ブラッドがむっと眉まゆを寄せた。

　呆あきれた顔で言い返す。

「お前さぁ、制服くらいではしゃぎすぎだよ」

「……ふん、現げん役えき高校生の君にはわからないだろうね。僕の喜びは」

「は？」

「はしゃぐに決まっているだろう！　だって憧あこがれのブレザーだよ!?」

　ブラッドはぐっと拳を握った。

「ずっと着てみたかったんだ。高校の制服というものをね。僕は今日ほどこの体を呪ったことはないよ……自分の晴れ姿が見れないなんて！　嗚あ呼あ、鏡に映らないこの体が憎い！　この吸血鬼の──」

「ばっ、馬鹿！　声がでかい！」

　慌ててブラッドの口を塞ふさいだ。陽太の手の下で、ブラッドはもごもごと唇を動かしている。

　今度はフランケンが口を開いた。

「ワタシ、お弁当をつくってきたんです。みんなで一緒に食べましょう、ご主人様」

「その呼び方やめて！　変な目で見られるでしょうが！」

　クラス中の視線が痛い。ブラッドと話せば、女子の視線が。フランケンと話せば、男子の視線が。

「大丈夫ですか、陽太様。顔色が優すぐれませんが」

「誰のせいだと思ってんだよ！　ってか、様さま付つけるのやめてってば！」

「ところで、僕すっごく眠いんだけど、夕方まで保健室で休んでてもいいかな？　保健室って棺かん桶おけある？」

「あるわけないだろ！　縁えん起ぎ悪わるい！」

　頼むからおとなしくしといてくれ、と頭を抱える陽太に、さらなる追い打ちが。

「あ、そうそう。今日から、陽太くんの家に居い候そうろうさせてもらうことにしたから」

「……は？」

「この前の地じ震しんで、僕の家、崩くずれちゃったんだよね。いいでしょ？　部屋、余ってるんだし」

　確かに余ってはいる。６ＬＤＫの一軒家に、ひとり暮らしは贅ぜい沢たくすぎるくらいだ。

「それに陽太くんだって、ひとりじゃ寂しいだろうしね」

「寂しくねえし！　全然！　まったく！」

　何が、夢で別れを言いにきた、だ。

　別れを言うどころか、彼は陽太の家に居座るつもりでいるというのに。

　センチメンタルな妄もう想そうを抱いだいていた自分が恥はずかしい。その部分の日記の内容は、あとで書き直しておこう。

「あの、ワタシもお世話になってよろしいでしょうか？」

「ええっ!?」

　お前もか、と開いた口が塞がらない。

「使用人として雇やとっていただけると嬉しいのですが……ご迷惑ですよね、申し訳ありません」

　フランケンは露ろ骨こつにがっかりしていた。以前よりも表情が豊かになったような気がする。

「……ああもう！　わかったよ！」

　深く、長いため息をつき、陽太は頰杖をついた。

「もう好きにしろよ、お前ら」

　ふてくされながら、ブラッドの言葉を思い出す。

『吸血鬼の存在を知ってしまったら、元の世界にはもう戻れないんだ』

　彼の言うとおり、どうやら自分はもう、以前のような平凡な日常には戻れそうにないらしい。

　これからずっと、この非日常的な日常の中で生きていかなければならないのだろう。右隣には吸血鬼、うしろにはフランケンシュタインの人造人間。まるで季節外れのハロウィンだ。お菓か子しをあげなくても悪いた戯ずらしないような、心優しい化け物たちに囲まれて、陽太はもう一度ため息をついた。

（まあいいか、それでも）

　そういう自分だって、体のあちこちに包帯を巻いている。まるでミイラ男じゃないか。

　誰にも気づかれないよう、陽太はこっそり、微笑ほほえんだ。
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　古こ今こん東とう西ざい、吸きゆう血けつ鬼きなどの怪物・魔物を取り扱った作品は多々ありますが、私がいちばん影響を受けたのは、『バフィー』という海外ドラマのシリーズです。（ちょっとネタバレになりますが）ブロンドの美少女バフィーが、杭くいを片手にぐっさぐっさと吸血鬼を退治していく青春ホラーアクションドラマで、当時高校生だった私はその作品に夢中になりました。どのキャラクターもとても魅力的で、その中でも、スパイクという名前のワイルドな吸血鬼が私は大好きでした。プラチナブロンドのオールバックに黒革のコート姿で、言葉遣いも柄がらも悪いけど、ちょっと憎めない性格。腕っぷしも強い。最初は主人公の敵でありながら、徐々に仲間になり……という大変おいしい立ち位置のキャラです。そんな彼が大好きだった私は、「スパイクみたいなカッコいい吸血鬼を書きたい！」という思いを胸に、この作品を書き上げたのですが……結果は読んでいただいた通りでございます。

　そんなワイルドとは程遠い吸血鬼が活かつ躍やくする本作を、新人賞に応募したところ、ありがたいことに〈特別賞〉をいただきました。恋あり夢あり冒険ありなレーベルの賞に、「恋もない、夢もない、あるのは悪夢と命がけの冒険」な作品を送りつけてしまったにもかかわらず、こうしてデビューできたことは、もう奇跡としか言いようがありません。新人賞の選考ならびに拙せつ作さくの刊行に携たずさわっていただいた全ての方々に、深くお礼を申し上げます。

　特に担当さまには、そりゃもうお世話になりっぱなしで……。ネガティブな私をいつも励はげましていただき、とても心強かったです。いつの日か恩返しができるようこれからも頑張っていきますので、今後ともよろしくお願いいたします！

　素敵なイラストを描いてくださいました、かる先生。お忙しいところ本当にありがとうございました。個人的にフランケンが最高だと思います！（どのキャラも素す敵てきですが！）

　最後になりましたが、このような新人の本をお買い上げいただいた読者さまに感謝を。

　ビーズログ文庫を愛読されている方には、「なんか変な話書く新人だな」と思われてしまったかもしれませんが……他の作家さま方の、甘くて美お味いしいスイーツのような作品を堪たん能のうされたあとで、「ちょっと醬しよう油ゆ味あじのせんべい食べたいな」という気分になったときに、私めの作品を手に取っていただけたら幸いです。

　それでは！　またどこかでお会いできますように！


木き崎さきちあき




引用：ラ・ロシュフコー（著）／二宮 フサ（翻訳）、

　　　　　　　　　『ラ・ロシュフコー箴言集』、岩波文庫、一九八九
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福岡生まれ、福岡育ちの田舎もん。

プロ野球と猫と海外ドラマが大好きです。

小説を書き続けて早十年、なんとかプロの世界に入ることができました。

チームのエースや４番というよりも、左のワンポイントリリーフ的な存在を目指して頑張りたいと思います。
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２月21日生まれ　ＡＢ型

ブラッドがかっこよかったです！

今回イラストを描かせていただくことができて嬉しいです。

とても楽しく描かせていただきました。
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